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序 文

,

最 近 の コ ン ピュ ー タの普 及 に と もない、 コ ン ピュ ータ の適 用 分野 は拡

大 しつXあ り、 企 業 内vak・ け る適 用 のほ か、 社 会 的 問題 解 決 の 一手 段 と

して も活 用 さ れ てお ります。

(財)情 報処 理 研 修 セ ン タ ー では、 コン ピュ ータ の普 及 に 対応 して、 シ

ス テ ム工 学 、 シス テ ム分析 、 さ らに情 報処 理 技 術 等 に 関 す る教 育 が、 ヨ

ー ・ッパ の大 学
、 研 究 機 関等 で、 どの よ うに 行 なわれ て い る か、そ の教

育 の実 情 と教 科 内容 、tsよ び今 後 の計 画等 に つ き調査 す る ため、 昭 和49

年10月 に、 イギ リス、 フ ラ ンス、 西 ドイ ツの3カ 国 に調 査 団(団 長

東 京 エ 業 大 学 教 授 山 田圭 一 氏)を 派遣 い た した。

調査 内容 は 、大 学 で は 主 として、社 会的 問題 に 対す る シス テ ム工 学 、

システ ム 分析 等 に関 す る教 育 の実情 につ い て、 また研 究機 関 で は情 報 処

理教 育 の 実 際 に つい て、 重 点 的 に調 査 を行 な い まし た。

この報 告 書 は、 調 査 の成 果 を とり ま とめ た もの で あ りま す が、 報 告 書

の 一 部 に 、 上 記 問 題 に つい て別 個 に入手 し た 関連 機 関 の 資料 を若干 補 足

し、 内容 の 充 実 をは か り ま した。 この報 告 書 が、 上記 問題 に関 心 を もつ

方 々 の ご参 考 に なれ ば、 幸 い であ ります。

調 査 団 の 派遣 に 際 し、 ご協 力 い た だい た ジェ ト・本 部 、 現 地 の ジェ ト

ロ事 務 所 、 お よび訪 問 先 の方 々に心 か ら感 謝 申 し上 げ ます。 また、 ご多

忙 の 中 を団 長 と して調 査 に ご参 加 い た だ い た 山 田圭 一 氏、 お よび報 告 書

の作 成 に当 って、 資料 の整 理 、翻 訳 等 の作 業 を短 期 間 に、 精 力的 に お 引
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き受 け 下 さ った 方 々に、 厚 くお礼 申 し上 げ ます。

昭 和50年3月

(財)情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー

理事 長 山 内 二 郎
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〔調 査 の 目的 と 訪 問 先 の 選 定 〕

国際 的 にみ て も、 い わ ゆ る シス テ ムェ 学 とか シ ステ ム分 析 とか い わ れ てい

る手 法 で、 社会 的 な問 題 に対 して ア ブp－ チす る とい う研 究 が最 近 あち ら こ

ち らで で てい る。 既 に 、 との よ うな研究 の分 野 につ い て どの 組織 か ど うい う

研 究 を してい るか とい うこ とは、 か な りの程 度 まで調 査 さ れ て い るが、 この

●よ うな問題 に対 して
、 あ る教 育 システ ムが どの よ うな形 で対 応 して い る か と

い うこ とは 、 あ ま り充 分 に知 られ て はい ない。 と くに ア メ リカ につ い て あ る

程 度 の知 見 は得 られ て いて も、 ヨー ロ ッパ につ い て は殆 ん ど紹 介 され て きて

い ない の が 現状 で ある。 従 って今 度 の海 外調 査 の 目的 は と くに この点 を 中心

と して、 ヨー ロ ッパ の主 要 諸 国 の 現状 と問 題 点 を明 らか に す る こ とに焦 点 を

お い た。

もちろん 社 会 シス テ ムに つ いて の教 育 を とり上 げ るた め に は 、社 会 シ ステ

ム とい う概 念 を どの よ うに 定義 す る か とい うむ つか しい 問題 に ぶ つか る こ と

に な るが、 さ し あた り こ こでは、 た とえば社 会 科 学 の 方 で扱 わ れ てい る よ う

な社 会 シス テ ム を直 接 的 に 対 象 に す る よ りは、 社 会 的 な問題 に対 して シス テ

ム ア プ ロ ーチ、 あるい は シス テ ム分 析 を どの よ うに適 用 で きる か とい うレベ

ル の問 題 と して、 しぼ って考 え て い る。 も ちろん訪 問先 に よって は 色 々 な議

論 もでて、 もっ と広 い範 囲 の問 題 に ふれ る こ と も少 な くなか った。

以 上 の 目的 の た め に、 あ らか じめ 訪 問 先 を二種 類 の カテ ゴ リーに しぼ り、

そ の一 つ は 大学 、 高等 教 育 の レベル で の教 育 シス テ ム を対 象 とし、 他 の 一つ

は継 続 教 育 や再 教 育 、 即 ち一 度 大学 を卒業 してす で に研 究者 とか技 術者 とし

て社 会 の 中で活 動 し て い る人 々に対 し て、 この分野 の教 育 訓 練 が ど う行 な わ

れ てい るか を調 査 し た。 し か し今 回は、 調 査期 間 が二 週 間 の短 い時 間 で あ っ
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わ め・ イ ギ リス・ フ ラ ンス西 ドイ ツの各 国 と も両 方 の だ ゴ リ叩 つ い

て代表的な機関 を一つずつ え らぶ とい う方針 で訪問先 を選 定した。

調 査 団 員

団 長 山 田 圭 一(東 京 工業大学 工学部

社会工学 科教授)

原 弘(■ ■情報処理研修 セ ンター
'研 究員)

北 村 清(同 上)
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10月21日

10月22日

10月23日

10月24日

訪 問 先 及 び 面 会 者 リ ス ト

イ ギ リ ス

〃

〃

フ ラ ン ス

　
LondonSchoolofEconomicsand

pOliticalAffa.i'rs

★]i)rof.MoriBhima.

TheNationalComputingCentre

Limited(NCC)・

★Dr.P.EBailey

LondonSchoolofEconomicsand

PoliticalAffair8

★Prof.Foster

OrganizationforEconomicCooperafion

andDevel、opment(OECD)

・ ★Dr .Gassmapn(Head,informatics

Stu(1iθ8unit)

★Dr.Laderriere(Admi耳i .日.Cration

PrincipalDiviθionof

ScientificAffairs)

★Dr.Ki・mbel(ComputerTeleco㎜unト

cationStludies)

InstitutdeRecherchedtInformatiqqe

etAutomatユquθ

(IRIA)

★Pr.Ayrault(ChargedeMi.ssion

POur■ θsRelations

ScientifiquesInternationals)
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10月25日

10月 』28日

10月29日

10月30日

フ ラ ン ス

西 ド イ ツ

〃

〃

ロ
★Dr.Bonnet(lngenieurenChefdes

P・nt,etCh・ ・ssご ・ ・)

Universit6deTechnologiede

C。mpi69。 。

★Prof.Delorme(LeVice-P～esident)

★Prof.Carrere

GeselischaftFliMathematikund

Datenvevarbeitung(GMD)

★Mr.Rudolph

Universit5tOldenbung

★'prof.Krtiger(Rektor)

★Dr.Simon

★Mr.Wachsmann

ロリ
エnstitu七furSystemtechnikunq

工nnovation8for8chung

★prof.Stroetmann

★Mr.Schlagenhauf(工nst.itutfUr

Soziologie)

★Dr.Niederwemmer
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1.ヨ ー ロ ッ パ の 大 国 に お・け る

教 育 の 現 状 と 問 題 点

,
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1-1大 学 に お け る 教 育 の 状 況

本 章 で は、 この うち第 一 の カ テ ゴ リー、 即 ち大 学 レベル で の教 育 に つい て

と りま とめ る。

先 ず 具 体 的 な問 題 に入 る前 に、 そ れ ぞ れ の国 の 高等 教 育 の特 徴 と問 題 点 に

つ い て概 観 す る と、 わが 国 と同様 に ヨ ー ロ ッパにおいて も・昔か らあ る伝 統 的

な高 等 教 育 の シス テ ム につ い て は 、 ずいぶ ん硬 直化 が 目立 ちは じめ て い る。

そ の た め に新 し い学 問 分 野 に 充 分 対 応 して い け な い とか、 あ るい は特 に シ

ス テ ム分析 の よ うな、非 常 にinterdisciplinaryな 活 動 を しな けれ ば な

らない 分 野 に対 し、 一 つ ・一つ の専 門 分野 の枠 が か た す ぎて、 伸 々教 育 研 究 の

体 制 が 対 応 で きず に悩 ん でい る の が現 状 で ある。 た とえば理 工 系 につ い て み

て も、 電子 工 学、 機械 工 学 と か、 応 用化 学 な ど とい うよ うに、 た て割 りの枠

の 中で の教 育 を行 な うため の シ ステ ム は高 度 に整 備 され て い るが、 そ の専 門

の枠 の 外 で何 が 問題 に な って い るか が 充分 に把 握 され て い な い こ とが 多 い し、

ま して 他 の分 野 の 人 と協 同 して シス テ ム思考 型 の教 育研 究 をす る体制 が で き

に くい。

ヨー ロ ッパ の場合 につ い て み て も、 この よ うな硬 直 化 は か な りい ち じる し

く、 た とえ ば英 国 の場 合 で も末 だ に 高 等教 育 の 中心 的 な部 分 で あるOxfOrd

大 学 やCambridge大 学 で は、 伝 統 的 なtutorialsystem、 即 ち一 つ 一 つ

の カ レ ッ ジの 中 に学 生 が寮 生 活 を し て、 専 門 家 とし ての高 い能 力 を もつ 教 官

が1対1の 形 式 で教 育 をす る とい う方式 が つづ け られ て きて い る。 そ れ 故 す

ぐれ た チ ュ ータ ーに つい て積 極 的 に学 び さえ す れ ば、 ある特 定 の専 門 分 野 の

研 究 者 に な る た めの、 き ちん とした 程 度 の 高 い教 育 を うけ られ るが 、 この よ

うな個別 の指導 を そ れ ほ ど多 くの チ ュ ー タ ー か ら うけ る わけ に は い かず 、
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零食・ス タ ッ フの 方 に し て も個 人 的 に教 え られ る学生 の 数 は限 られ る。 従 って

この 方 式 は非 常 に わず か の学 生 に対 し、 極 め て高 度 の英 才 教育 を す る に は効

銀 鮒 であ るに して も、 多 くの学生 を対 象 とす る教 育 の カ リキ ュ ラ ム として 、

あま リ シ ス テ マテ ィ ック な もの を準 備 す る こ とは難 し く、また、対 象 とな る学

生 の範 囲 を広 げ る こ と も困 難 で あ る。

同様 の事 情 が60年 代 の初 め ま では フ ランス 、 ドイ ツで も続 い て き て い る。

との よ うな意 味 で、 本 来 ヨー ロ ッパ の 高 等 教 育 機 関 は一 種 の エ リー ト教 育 の

た め の機 関 で あ った わ け で あ る。 そ れ 故、 非 常 に質g高 い学 生 に対 し て、 少

数 精 鋭 主 義 の立 場 か ら教 え る とい う目的 の た め には、 非 常 にす ぐれ た教 育 シ

ス テ ムで あ った と して も、 現 実 の社 会 が知 識 社 会 とか 情 報社 会 な ど と呼 ば れ

る性 格 の もの に変 容 して きて、 数 多 くの イ ンテ リ、 あ るい は知 的 技 術 の た め

の 専 門家 が、 社 会 の 中 で活 動 す る こ とが 必 要 とさ れ て くるに つ れ て、 教 育 シ

ス テ ム と社 会 の要 請 との間 に、 大 き な ギ ャ ップ が生 まれ 、 これ が社 会 的 な問

題 と して とり上 げ られ ざるを得 ない 段 階 に ま で い た った わけ で あ る。

しか し また、 逆 の立 場 を代 表 す る例 とし て 日本 や ア メ リカの よ うに大 衆 化

さ れ た高 等 教 育 の シス テ ム を発 展 させ た ケ ー ス を み る と、・と くに 日本 に おい .

て い ち じるし い よ うに、 入 試 に よ って選 別 さ れ た、 受 け 身 の学 習 態 度 を もつ

"秀 才
"は 養 成 し て も、 高 い 自発 性、 創 造 性 を具 え た ヨー ロ ッパ型 の英 才教

育 を ほ ど こす チ ャネ ル が欠 け て い るた め、 非 常 に高 い 能 力 を も った社 会的 リ

ーダ ーが充 分 に 育 て られ ない し
、 と くに 科学 技術 の 方 面 で もノ ー ベ ル 賞 ク ラ

ス の質 の高 い研 究 者 や技術 者 が なか なか 生 ま れ な い、 とい う悩 み を解 決 で き

な い。 しか し そ の代 り、 そ の社 会 が大量 に必 要 とす る 中級 ク ラス の イ ン テ リ

や 技 術 者 の よ うに経 済 成 長 に必 要 とさ れ る 知識 労働 者 が数 多 く養成 さ れ て き

て い る。 この意 味 で は 高等 教 育 に関 して み る限 り、 日本 の事情 と ヨー ロ ッパ
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の事 情 は か な り対 象 的 な性 格 を もって きた とい え よ う。

この よ うにみ て くる と、 現 在 の 日本 で は もっ と限 られ た 少数 学 生 に対 して、

極 め て質 の高 い エ リー ト教 育 をす る必 要 が あ る筈 で あ る が、 現 在 で もエ リー

ト教 育 とい う考 え 方 は ほ とん どタ ブ ー視 され て きてい て、 そ れ を主張 す るだ

け で非 難 の的 に な る よ うな雰 囲 気 が続 い て きて い る。

しか し、 また 、 ヨー ロ ッパ の主要 諸 国 の場 合 は、 この よ うな 事情 が あ った

た め、1960年 代 に入 って各 国 と も高等 教 育 の 対 象 をひ ろげ るた め に、 か

な り思 い き った教 育 シス テ ムの改 革 を行 な って き てい る。

イ ギ リス の場 合 を み て も、 オ ック ス フ ォ ー ド大 学 や ケ ン ブ リ ッ ジ大 学 、 ロ

ン ドン大 学 な どの よ うな伝 統 的 な大 学 の他 、 ニュ ーユニバ ーシティ と呼 ば れ る

一 連 の大 学 を新 設 し て きて い る
。 とれ らの 中 では、 サ セ ック ス大学 、 エ セ ッ

ク ス大 学 な どの名 が よ く知 られ て い るが、 これ らを み る と ロ ン ドン を離 れ て

比較 的 小 さ な町 に新 し い大 学 を設置 し、 そ れぞ れ に つい て 、 か な り個 性 的 な、

新 しい 試 み を して きて い る。 しか し これ らの大 学 の他 に もわれ わ れ に と って

と くに 問 題 とされ る よ うな、interdisciplinaryな 教 育 の ため の カ リキ

ュ ラム をつ くる'とか 、 新 し い分 野 の た めの学 科 や 学 部 をつ くる とか い うこ と

につ い て も、 意欲 的 な実 験 がっx'け られ てい るb、

イ ギ リス の場合 に つ い て、 も う一 つ の特 徴 的 な パ ター ン とし て1わ が国 で ・

い え ぱ理 工 系 の 単 科 大 学 とか高 等 工業 専門 学 校 にあ た る高 等教 育 機関 を どん

どん ふ や じ てい る とい う こ・とが あげ られ る。 それ らはPolitechnicと か

TechnicalCoUege、AdvancθdCollegeofScienceandTech-

nologyと か い う よ うに、 何 種 類 か の カテ ゴ リー が あb、 そ れ らに よ って、

科学 技 術 の 分野 で も エ リ ー トと非専 門家 との ギ ャ ップ を うめ る とい う努 力 が、.

きわめ て積 極 的 に 行 な われ て き てい る。
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後 に ふれ る よ うに 、 フ ラン ス や西 ドイ ツで も、 この よ う な方 向 で の 努 力 が

強化 され て きて い るが、 そ れ らの新 しい大 学 をつ くる とい うこ との 最大 の メ

リッ トの 一つ は、 そ こで新 し い層 い切 った教 育 シ ステ ムの 実験 が で き る とい

うこ とで あ る。

ヨー ロッパ諸 国 の場 合 、 日本 の大 学 に比 べ て も、 一 つ 一つ の ニューユニバー

シテ ィがか な り明確 に、 そ の特 色 を うち だそ うと努 力 して い る こ とが うか が

わ れ た。 今 回 訪問 し た西 ドイ ツの オ ル デ ン ブル グ大 学 をみ て も、 そ の学 長 が

38才 で、 ドイ ツの学 長 の う ち一 ぱ ん若 く、 しか もそ の人 が中心 とな って ま

とめ上 げ た構 想 に も とず い て、 若 い メ ンバ ーが 中核 とな って、 新 し い大 学 の

全体 計 画 が 実施 段 階 に 移 さ れ てい る。

この よ うな事 情 か ら考 え て、 今 回 訪 問す る大 学 を選 択 す る際 に も、 各 国 に

お け る伝 統 的 な大 学 は で きる だけ 避 け、 意 識 的 に ニ ュ ー ユニ バ ー シ テ ィを選

ぶ よ うに し た。

'

'

1-2イ ギ リ ス の 概 況

まず イ ギ リス の場 合 、 数 年 前 に、 既 に サ セ ック ス大 学 を訪 問 し た こ とが あ

る こ と と、 わ れ わ れ の 目的 に どの大 学 が最 も適 して い るか が、 あ らか じめ よ

く判断 できな か った た め、 先 ずLondonSchoolofEconomicsを 訪 れ て、

社会 科 学 の 中 で も、 と くに経 済 学 を足 が か りに す る よ うな形 の 社 会 シス テ ム

へ の ア プ ロ ーチ につ い て調 査 す る こ と を計 画 し た。 し か し、 こ こで も現 在 の

と ころま だ 系統 的 な コ ース や カ リキ ュ ラ ム とし ては、 この分 野 の教 育 をす る

体 制 は 整 っ て い な か った。 これについ ては、後 に 述 べ る よ うに、 単 に立 ちお

'
くれ てい る とい う判 断 だ け で は な くて、 む しろ現 在 の段階 で は 、 そ の よ うな

シス テ ムを 作 るべ き で ない とい う意 見 もあ る よ うだ った
。 実際 の ア プ ロ ーチ

t

■
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に はい くつ か の流 れ が あ り、 一 つ は経 済学 か らの ア プ ローチ をひ ろげ て い く

方法 で、 と くにeconometricsの 専 門 家 の 一 部 に、 最 近経 済 学 の枠 の 中 だ

け で 問題 を考 え る こ とが で きな くな り、 何 らか の形 で社 会的 な要 素 を対 象.の

形 に と り こん だ経 済学 的 分 析 の 諸法 を開 発 して い か なけ れ ば な らない とい う

考 えが 強 くな って きて い る。

さ し あた って そ れ が 端 的 にあ らわれてい るのは外部経済 、即 ち今までの経済 分

分

析 の枠 の 中 に入 って ～二なか った よ うな、 広 い外 部 の領 域 に対 す る イ ンパ ク ト

の問 題 で あ って、 そ うい う意味 で社 会 シス テ ム を計 量 的 に と り上 げ よ う とい

う可 能 性 を検 討 し て い る。

第 二 の カテ ゴ リー は0.Rの グル ー プで あ る、 云 うま で もな くオ ペ レ ーシ

ョンズ ・リサ ーチ(O.R)と い う手法 は、 もと もと イギ リス で開発 さ れた 手

法 で あ り、 そ れ 以 来 長 い 間 の蓄 積 が あ るわ け で あ る。 そ しては じめの ころは

phy8icaユ に計 量 化 し や す く、 簡単 に モ デ ル化 しや すい 分野 の仕 事 が着 手 さ

れ た が、 だ ん だ ん 社 会 的 要 素 の大 き く関 連 す る問 題 に対 象が広 げ られ て きて

い る。 イ ギ リスの 場合 、 そ の ア プ ロ ーチ で い ちば ん典 型 的 な例 は、 交通 シス

テ ム の 分析 で ある。 世 界 的 にみ て も、 交通 シ ステ ム の分 析 は ア メ リカ と並 ん ・

で、 イ ギ リス が い ちば ん進 ん でい て レ ポ ー トも多 い。 そ し て交 通 シス テ ムの

社 会 的 イ ンパ ク トを考 え る とい う視 点 か ら社 会 シ ス テ ムを とり上 げ る方 向 に

研 究 が ひ ろげ られ っ っ あ る。

第 三 の カテ ゴ リーは都 市 問 題 、 地 域 開発 の 分野 での シス テ ム分 析 の教 育 と

研究 の 体 制 を整 え よ うとい うア プ ロー チ の仕 方 で あ る。 現 に、 ロン ドン大学

(LSE)に 都 市 研 究 セ ンタ ー を作 る計 画 が あ り、 今 回 もそ の計 画 の 中心 とな

っ てい る主 任 教 授 に 面談 した が、 今 の とこ ろそ こで の計 画 の 内 容 につ い ては 、

必 らず し もイ ギ リス独 自の もの とい う ものは な く、 そ の教 授 自身 が米 国 でず
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っ と仕 事 を してい た こ と もあ って、 研 究 のア プ ロ ーチ の方 法 はか な リア メ リ

カのUrbanStudyを そ の ま ま持 ち こ も うと してい る と い う印象 を うけ た。

し か し いず れ に し て も、 ま だ デ ス ク プ ラン として の全体 計 画 もは つ き り固

ま ってい る とい う段 階 では ない し、 近 い将 来 に大 き な研究 教 育 の ユ ニ ッ トに

成 長 す る か ど うか に つい て も、 ま だ見 通 しがは っ き りして い る とは い え ない

よ うで あ る。

こ の ように大 学 レベ ル で の、 以 上 の三 つ の流 れ は、 一 気 に社 会 シ ス テ ムの

綜 合 的 な研 究 ・教育 体 制 に結 び つ く ことは な くて も、 着 実 に 成 果 をつ み上 げ

て、 そ の方 法論 と開 発 とケ ー ス ス タデ ィの範 囲 を広 げ て い る とい え よ う。

ま た イギ リス の大 学 の特 徴 と し て、 古 い 歴 史 を も った いわ ゆ る正 統 的 な大

学 は 、 どち らか とい え ば現 実 の 問題 に 対 して 門戸 を閉 ざし、 大学 の 使 命 は 真

理 の探 求 で あ り、 従 って現 実 の 問題 に対 し直 接対 応 す る の は、 その 本 来 の 目

的 で は ない とい う精 神 が依 然 と し て強 い影 響 力 を も ちっy'け て い る。 そ れ故 、

'上述 の よ うに都 市 問題 や交 通 問題 を とり上 げ て も
、 理 論 的 な枠 の中 で問 題 と

と り組 む とい う こと が基 本 的 な姿 勢 で あ っ て、 す ぐに政 策 レ ベ ル で現 実 の問

題 の解 決 のた めに役 立 つ よ うな ものを、 大 学 の教 育 研 究 に求 め るべ き で な い

とい う見 解 がか な り強 く支 持 さ れ てい る よ うで あ る。 そ れ に対 し、 も つ とプ

ラ ク テ ィカル な意 図 の も とに シス テ ム分 析 の 実際 的 な教 育 を行 な った り、'あ

るい は現 実 にお こ つてい る社 会 的 な諸 問 題 に 対 して、 そ れ らを積 極 的 に解 決

し よ うとい う態 度 を強 くみ せ て い る のは、 上 に述 べ たnewuniversity、

と くにPolitechnicやCollegeofAdvancedTechnologyな どで あ

る。 今 回 は これ らの新 大 学 で は 時 間 の 制約 か らそれ らを 訪問 す る余 裕 が な か

っ たが 、 ロ ン ドン大 学 で の説 明 で は 、 プ ラクテ ィ カルなO・R.の 手法 に っ

い ては 、 か な り充 実 し た教 育 を行 っ てい て も、 そ の反 面 、 原理 的 な ご乏 につ
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いて は あ ま り と り扱 っ て い ない とい うこ とで あ る。 その よ うな機 能 分 担 が ど

こまで 適切 な もの で あ るか に つ い ては、 若干 問 題 が残 され て い る とみ るべ き

で あろ う。

〔ロ ン ドン大 学 経 済 学 部 の カ リキ ュ ラム 〕

(TheLondonSchoolofEconomicsandPoliticalSciences)

★ 統 計 学、 数 学 、 計 算 、 お よびオ ペ レー シ ョンズ ・リサ ーチ

(a)数 学 〔内容 略 〕

(b)統 計 理 論 と統計 的 方法 〔内容 略 〕

(c)応 用 統 計 学

930マ ク ロ経 済 統 計

入 門的 講義 。 国 民 所 得 会 計(概 念 と推 定法)。 マ ク ロ経 済 デ ータへ の基 本

的 統 計 手 法 の 適 用。 簡単 な エ コノ メ トリ ック ・モ デ ルの 構 築 と推 定。

931国 際 貿 易 お よび 国 際 収 支 の バ ラン ス

財 お よび サ ー ビス の国 際 貿 易。 貿 易量 お よび価格 の指 標。 英 国 の収 支均 衡 、

お よび 国 民 所 得 会 計 へ の影 響。

932計 量 経 済 学 理 論

多変量 回帰、一般 化 最 小 二 乗 法、 線 形 確率 モ デ ル と識 別 可能 性 、 二 段 階 な ら

び に三 段階 最 小 二 乗法 、 制 限 な らび に 完 全最大 推 定値

933調 査 法

社 会 研 究 の た め の サ ン プル 調査 を計 画 す る際 の諸 問題 。 サ ンプ ル ・デ ザ イ

ン、 デ ータ収 集 法 、 回 答 に伴 な う誤 差、非 回 答 に よる誤 差

934社 会 統 計 学

社会 科 学 に おけ る実 験 計 画 お よび疑 似 実験 計 画。 遡 及 的 研 究 お よび追 跡 的
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研 究 。 社 会 指標 の 使 用法 お よび 測 定法 。 社会 調 査 デ ー タへ の多 変 量 解 析 の

適 用。

935複 利

確 定年金 、 償 還 債 券 の評 価 、 減 債基 金 に つい て の序 説。 所 与 の持 続 的 成 長

・取 引高 の もと での 利 子 体 系 の決 定。

936生 命保 険 統 計1

'複 利 の原 理
。 確 定 年 金。 債 券 の評 価。 元 金 償換 保 険 証券 。 所 与 の 取 引 残高

の も とでの利 子 率 体 系 の 決 定。 危険 公 式 を考慮 した、 脱退 残 存 率 そ の他 の

決 定。 多重 脱 退残 存 表。

937生 命 保 険統 計il

そ の他 の複 利(累 積 減 債 基 金 を含 む)、 債 券評 価 に与 え る課 税 の効 果 。死

亡 率 そ の他 の比 較 。 補整 法 。 イ ギ リス の平 均命 数 表 と標 準死 亡率 表。 結 婚

と出生率 。 人 口計 画。 生 命 保 険 的手 法 の 損 害保 険 へ の 応 用。

(d)計 算

938計 算 機 概 論

計 算機 お よび計 算機 の応 用(序 論)。 計 算 機 と社 会 科学

939計 算 機 入 門:基 礎 概 念

イ ン ゾ ッ トとア ウ トプ ッ トの装 置 。 中 央 処 理装 置 。 外部 記 憶 装 置 。 ソフ ト

ウェ ア。 ア プ リケ ー シ ョン概 観 。

940計 算入 門

コ ン ピュ ー ター ・ハ ー ドウ ェ ア。 コ ン ピュ ータ ー ・ソ フ トウェ アoプ ログ

ラ ムの方法 。 計 算 機 との 対話 。

941FortranW

FortranIV計 算 言 語 の シ ンタ ック ス。
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942Fortranプ ロ グ ラ ミン グ(概 論)。

943シ ス テ ム ズ ・ ラ イ フ サ イ ク ル 入 門 。 問 題 の ア イ デ ン テ ィ フ ィ ケ ー シ

ョ ン と 記 述。 フ ィ ー ジ ビ リ テ ィ ー の 検 討 。 計 算 機 を基 盤 と し た シ ス テ ム の

分 析 と設 計 。 ス ペ シ フ ィ ケ ー シ ョ ン。 他

944計 算 機 の 応 用

商 業 、 生 産 、 行 政 へ の 計 算 機 の 応 用 。

945Basicプ ロ グ ラ ミ ン グ

Basicプ ・ グ ラ ム言 語 を用 い た テ レ タ イ プ端 末 機 の 使 用 法
。

946デ ー タ 処 理 法

デ ー タ の収 集 と交 換 。 シ ス テ ム の保 護 お よ び エ ラ ー の 修 正
。 コ ー デ ィ ン グ

の シ ス テ ム0

947シ ス テ ム ズ ・ア ナ リ シ ス 方 法 論

情 報 シ ス テ ム の 分 析 と合 成 。 シ ス テ ム お よ び 複 雑 な 処 理 の 記 述 。 計 算 機 を

組 み 込 ん だ シ ス テ ム の 評 価 、 運 転 お よび 保 守 。 プ ロ グ ラ ミン グ の 諸 問 題 の

解 決 法 。

948コ ン ビ 三 一 タ ー ーシ ス テ ム 設 計

バ ッ チ ・ シス テ ム お よ び リア ル タ イ ム ・シ ス テ ム の 場 合 の プ ロ グ ラ ム と フ

ァ ル ル の 設 計 に 関 す る 力 法 論

949数 値 解 析 法

数 値 解 析 へ の デ ィ ジ タ ル ・コ ン ピュ ー タ ー の 応 用 。 微 分 、 積 分 、 微 分 方 程

式 、 非 線 型 方 程 式 の 解 法 、 線 型 代 数 の 数 値 解 法 、 乱 数 発 生 とモ ン テ ・カ ル

ロ法 。

(e)オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リサ ー チ

950経 営 数 学 基 礎 、
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意 志 決 定 問題 の数 学 的 手 法 。 内容 は、 ベ ク トル と行 列 、LP、 ゲ ー ム理 論 、

ク リテ ィ カ ル.パ ス.ア ナ リ シ ス 、 生 産 計 画 、DP、 マ ル コ フ 連 鎖 、 在 庫

管 理 、 待 ち 行 列 、 等 。

951オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リサ ー チ の 手 法 、 ゲ ー ム理 論 、 意 志 決 定 問 題 、

マ ル コ フ 連 鎖 、 ク リテ ィ カ ル ・パ ス ・ア ナ リシ ス 、 計 画 、DP、 在 庫 管 理 、

待 ち行 列 理 論 、 シ ミ ュ レ ー シ ョン。

952数 理 計 画

数 理 計 画 問 題 の 定 式 化 と解 の 性 質 。 経 済 理 論 と の 関 連 。

9

1-3サ セ ッ ク ス 大 学 科 学 政 策 研 究 所

サ セ ックス 大学 科 学 政策 研 究 所(リ サ ー チ ・ユ ニ ッ ト)は 、 い ろ い ろ な専

門 分野 の教 授 陣 の イニ シ ア チ ブ の も とに 、1966年 に生 れ た もの で 、 自然

科学 者、 社 会 科 学 者両 者 の 共 同研 究 とい う原 理 に基 ず い て リサ ー チ を行 って

い るo

科 学 政策 リサ ーチ ・ユ ニ ッ ト(以 下SPRUと 略 す。)の 目的 は、 リサ ー

チ の遂行 を通 じて、 研 究 ・発 明 ・開発 ・革 新 ・革 新 の普 及 とい った複 雑 な 社

会過 程 に関 す る知 識 の 向 上 に寄 寄与 し、科 学 政 策、 テ ク ノ ロ ジ ー政策 の 、 よ り

深 い理 解 に導 く ことで あ る。 大 学 での で き事 と同 じ く、 産 業 や 政治 に お け る

事 象 の研 究 革 新 複 合(research-innovationcomplex)を 探 求 し、 進 歩

した 社 会 だけ で な く開 発 途 上 国 で の環 境 との 関連 に お い て探 求 す る と とを 目

ざし て い る。 研 究 のほ とん どは、 科 学 ・技 術 政策 の現 在 の 問題 に焦 点 を 置 い

て い るが、同時に、科 学 コ ミュ ニテ ィー、 専 門 職 組織 の歴 史 的 発展 、 科 学 政 策

の形 成 、 関 係 諸 機 関 の歴 史 的 発 展 に つい て も研究 を行 う。

SPRUは 、 「予 測 」 の側 面 も当 然 重 視 し て い る。 何 故 な ら、 い か な る革

,

G
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新 に も、 将 来 に対 す る想 像 的 なイ メ ー ジが 必 要 と さ れ るか らで ある。 技 術 変

化 の進 行 速 度 と方 向 を考 え る と、 社会 や環 境 が将 来 こ うむ る危 害 につ い て の

心配 は 大 き くな るが、 この こと も、 将来 に対 す る推 量 や予測 が いか に大 きな

社 会 的 重要 性 を持 つ か を示 す ひ とつ の例 で あ る。 しか し なが ら、 「技 術 予測」

は、 社 会 政 策 や望 ま しい 社 会 変化 に つい て の考 察 を、往 々に して欠 いて きた。

技術 予 測 と、 社 会 政 策 ・社 会 変化 の関 係 は、 既 に、SPRUの リサ ーチ ・プ

ロ ジェク トの主題 に な って き たが、 社 会 ・技 術 予 測 の問題 に対 す るSSRC

主要 リサ ー チ ・プ ログ ラム は、1971年 末 に始 め られ た。

SPRUが 行 う リサ ーチ は、 種 々 の研 究 協 議 会(ResearchCouncils)、

財 団 、 政 府 諸 機 関、 及び 民 間か らの寄 附 な ど、 大 学 外か らの グ ラ ン トに 資 金

を得 てい る。 現 在 の 科学 ・テク ノ ・ジ ー政 策 の研 究 を 良 い もの に す るに は、

産 業界 や 政府 の 意 志決 定 者 た ちが直面 して い る問 題 を調 べ るの が有 益 で あ る

の で、SPRUで は、 コ ン トラク トや顧 問 的 役割 の ア レ ン ジ メン トで も リサ

ーチ を行 う
。 然 し、 通 常 は、 コ ン トラク ト ・リサ ー チ を行 うの は、 リサ ーチ

の 結果 の 出 版が 知 識 の向 上 に役 立 つ場 合 だ け で あ り、軍 関 係の もの は引 き受

け ない。

S・PRUは 、 主 とし て研 究 組 織 で あ るが、 大 学 生 、大 学 院生 の 教 育 に もだ

ん だん に貢 献 し て お り、 「科 学 の歴 史 と社 会 的 研 究 」 とい った主題 を中心 に一

教 育 を行 う。 さ らに、 海 外 か らの フ ェ ロー(特 別 研 究 員)に も訓 練 の機 会 を

与 え、 大 学 院 生 に は、 科 学 の社 会 的研 究 に 関 す る コ ース も用意 して い る。

<主 な 研 究 分 野>

1.社 会 予 測 ・技 術 予 測 及 び テ ク ノ 白 ジ ー ・ア セ ス メ ン ト

STAFFグ ル ー プ(SocialandTechnological Altθrnativθ8
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forthθFuture 、 将 来 の ため の社 会 的 代 案 お よび 技術 上 の代 案)は 、

以 下の問題 と取 り組 ん で き た。

… …現 存 す る 方法 論 の批 評((D及 び 臼D以 下参 照)

… … 使 用可 能 な社 会 的 指 標((D以 下参 照)

… …正 式 な モ デル 作 りテ ク ニ ック の使 用
。 あ る社 会 過 程 と技 術 過 程 の 間の

連 繋 に 正確 さ を与 え る為 に、 使 用 可 能 な所 に そ の テ クニ ック を使 用。

((ii)以 下参 照)

… … エ ネル ギ ー
、 食 品 、 交通 、 物 質 の 使用 とコ ミュ ニ ケ ー シ ョン とい っ た

社 会技 術 シ ステ ム の検 討。 社 会 的 要 求 、 技術 過 程 、 制 度 的 わ く組 の 間

の相 互 作 用 を明 らか にす る 。((iiD以 下参 照)

… … 規範 的 目的 が
、 こ うした シ ス テ ムに将 来与 え そ うな イ ンパ ク ト、 な ら

び に、社 会的 ・技 術 的 代 案 の選択 が、 目的 の 実現 に貢 献 しそ うな範 囲

と程 度((llD以 下参 照)

… …種 々の シ ステ ム内 に あ る特 定 の問 題 の 「 ミク ロ的 研 究 」

((ni)、(iv)及 び(V)以 下 参照)

(D予 測 方法 の基 本

(a)現 存 す る テ ク ニ ック の批 判

(b)世 界 的問 題 に対 す る ダ イ ナ ミック ・ア ナ リシス な らび に予 測 テ ク

ニ ック の適 用

(c)態 度 と価 値 の 測 定

(li)将 来vak・ け る世 界 動 向 の ダ イナ ミ ック ・モ デル

(a)世 界 の人 口、 環 境 、 資 源

(b)EECの 数 学 的 「社 会 経 済 モ デル 」 の実 現 可 能 性 の研 究

(lii)テ ク ノ ロ ジ ー ・ア セ ス メ ン ト
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(a)消 費 者 安 全 諸 決 定 に あ らわ れた人 命 の価 値

(b)食 糧 生 産 の エ ネル ギ ー ・コ ス ト

(c)化 学 兵 器 と化 学 的 軍 縮

(d)持 て る国 と持 た ざ る国 にお ける 国民 の健 康 の展望

(IV)世 界 の 長期 的 エ ネ ル ギ ー状 況 に影 響 を与 え る戦略 展 開

(V)技 術 変化 と、 工学 技 術 産業 に お け る人 材 の需 要

2.科 学 政 策 と発 展 途 上 国

(D中 共 に於 け る科学 とテ ク ノ ・ ジー

(a)中 共 の産 業 に於 け る技術 革 新 促 進 政策

(b)中 共 に於 け る テ ク ノ ・ ジ ーの イ ン ター ナ ル ・ トラ ンス フ ァー

(c)中 共 に お け る ヘ ル ス ・ケ ァ

(ID

(liD

(IV)

(V)

タ イ に於 け る製 造 業へ の技 術 の トラ ンス ファ ー

テ ク ニ ックの 選 択 に 関 す る理 論 的 作業

テ ク ノ ロ ジー ・トラ ンス フ ァ ーに於 け る機 械 供給 の役 割

ケ ニ ヤ に 於 け る中 古 機 械類 の 使用

(IDSとSPRUの 共 同 プ ロ ジェ ク ト)

3.産 業 に お け る リサ ーチ と革 新

(j)産 業 革 新 の成 果 と失敗

(iDヨ ー ロ ッパ諸 甲 に於 け る産 業 科学 政策 とテ ク ノ ロー ジ ー政策 の比較

研 究

(iiD八 一 ウ ェル ・ラボ ラ ト リーvateけ る革 新 の遂 行

4.科 学 ・技 術 政 策 の歴 史 的 研 究

(Dあ る エ リー トの 分析:1850年 か ら1919年 迄 の ケ ン ブ リッジ

大学 自然 科 学 優等 卒 業 試験 と卒業 生
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(ID科 学 の社 会 的 歴 史 の ため の研 究 補 助 金

(a)科 学 発 展 に寄 与 し た英 国 内の 諸 組織

(b)英 国 学 士 院 特 別研 究 芦 ジ ョ ン ・テ ィ ン ドール の 生 涯 と書簡

5.短 期 プ ロ ジェ ク トと コ ンサ ル テ ィン グ活動

6.大 学 院 リサ ーチ

〈 博 士過 程 の学 生 〉

(D第 五階 級:科 学 労 働 者協 会 の歴 史

(労 働 組 合 の 発 展 初 期 及 び 第 一次 大 戦 末 か らの科 学 者 の職 業 組 合 の

.形 成 を研 究 す る。)

(ii)ヨ ー ロ ッパ の航 空 宇 宙 協 力(ESROとELDOの 社 会 的経 済 的 側

面 の比 較 と、 二 者 が国 際 的 科 学 技 術 組織 に与 え る イ ン づ ク ト)

(iii)

(IV)

(V)

(vD

(vii)

(viii)

(ix)

(X)

(xj)

(xii)

天 然 ゴ ムの科 学 的 研 究 と開 発努 力

開発途 上 国 に お け る エ ン ジア リング能 力

小 国、 国 際 協 力、 お よび科 学 とテ ク ノ ロ ジ ーの役 割

タ イ北 東 部 の村 落 に お け る 蚕業 の革 新'

第 二 次大 戦 後 の英 国 に お け る圧 力 グル ー プ とし て の環 境 改 善 行動 グ

ル ー フ

低 所得 者 住宅 と社 会 計画

ア ル ゼ ンチ ン の セ メ ン ト産 業:依 存 産業 発 展 の ケ ース ・ス タ デ ィ

鉄 鋼生 産 に おけ る テ クノ ロ ジ ーの発 展(特 に イ ン ド鉄鋼 業)

イベ リア 社会 に お け る科 学

都 市 シス テ ム と地 域 シ ステ ムの ダ イナ ミ ック ・空 間 モ デ ル の開 発

(×"i)テ ク ノ ロ ジ ー ・ ト ラ ン ス フ ァ ー に お け る メ カ ニ ズ ム の 選 択

(>4V)ゴ ム 製 造 業 の 海 外 発 展(特 に 開 発 途 上 国 に つ い て)
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〈修 士 過 程 の学 生 〉

(×V)ベ ネ ズ エ ラ石 油産 業 に おけ る経済 発展 の た めの科 学 ・技 術 政 策

(xvD発 展 途 上 国 に お け る科学 器 械

(×vii)発 展 途 上 国へ の石 油 化 学 技 術 の トランス フ ァー

(vjii)分 裂 型 原 子 炉 と融 合 型原 子 炉 が環 境 に与 え る害

(×k)ラ テ ン ・ア メ リカに於 け る科 学 政 策 の比 較 研究

(XX)コ ン ピ ュー タ に よるモ デ ル作 り と複 雑 な シス テ ムの シ ュ ミレー シ

ョンに 関連 す る 方法 論 的問 題

〈 大 学 生 と大 学 院 生 用 の 授 業>

1973年 、SPRUの メ ンバ ー が 以 下の コ ー ス を教 え た。

(a)大 学 生

学 部

アジア・アフリカ研 究

応 用 科 学

数 学 ・ 物 理

コ ー ス 名

科 学 、 テ ク ノ ロ ジー と開 発

革 新 の経 済学

ヨ ー ロ ッパ に おけ る技 術協 力

科 学 政 策

産 業 革 新

イ ン タ ーパ ー ソ ナル行 動

産 業 に お け るエ ン ジニ ァ ー

科 学 の原 理 と展 望

科 学 の社 会 的 広 が り

科 学 と環 境

科 学 とテ ク ノ ロ ジ ーの経済 学
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社 会 予 測 と技 術 予 測

科 学、 テク ノ ロ ジ ー と開 発

進 歩 の矛 盾

モ デ ル作 りの過 程

分 子 科 学 国家 経 済 に おけ る化学 産業

科 学 の経 済 的 側 面 と社 会 的 側 面

科 学 関 係 全 学 部 科 学、 テ ク ノ ロジ ー及び近 代 工業 国 家

以 上 の コ ース の他 に もセ ミナ ーを行 い、 学 位論 文 を指導 し た。

(b)大 学 院学 生

学 位

修士(開 発経済)

修士(産 業経済)

修士(科 学の歴史
と社会的研究)

修 士(制 御工学)

コ ー ス 名

テ ク ノ ロ ジー ・ トラン ス フ ァ ー とテ ク ニ ッ クの選 択

研 究 開 発 の経 済 学

科 学 の歴 史

科 学 と学 校

科 学 と公 共 政 策

科 学 、 テ ク ノ ロ ジ ー、 及び 社 会

科 学 、 テク ノ ロジ ー、 及 び 発展

米 国 に おけ る科 学 と政 府

英 国 に お け る科 学 と政府

科 学 、 テ ク ノ ロ ジ ー、 及び 入 間環 境

研 究 開発 の経 済 学

現 代 ヨー ロ ッパ に於 け る科学 ・技 術 政 策

オ ー トメ ー ジ ョンの 社 会的 ・経 済 的 側 面
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修士

(開 発 研 究)

博 士

(物 質 科 学)

開発 研 究 の た め の デ ー タ使 用 とテ ク ニ ック

テ ク ノ ロ ジ ー と国際 関係

、

1-4フ ラ ン ス の 概 況

フ ラ ンス の 大学 につ いて も、 前述 の ヨー ロ ッパ の一般 的 傾 向 が か な り あ て

は ま るが、 日本 で は フラ ンス の大 学 制 度 そ の ものが よ く理解 され ては い ない

傾 向 が あ る ため 、 先 ず そ の点 か ら考慮 す る必 要 が あ る。 た とえ ば 日本 の東 京

大 学 、 京都 大 学、 あ るい は イギ リス の オ ック ス フ ォー ド大 学 、 ケ ン ブ リシ'ジ

大 学 、 な ど に対 応 す る もの と して 、 よ くフ ランス では ソル ボ ン ヌ大 学 とい う

よ うに考 え る人 が い る。 しか し事実 は 全 くち が って いて、 フラ ン ス の エ リー

トを教 育 し てい る のは ソル ボ ン ヌ大 学 で は な く、 異 な った系 統 の大 学 で あ る。

具 体 的 には、 た とえば文 科 系 では エ コ ール ・ノ ル マル ・シ ュ ーペ リオ ール

が あ って 、 日本 で は高 等 師範 と訳 され た りす る こ と もあ るが、 そ れ は こ の学

校 の 出 身 者 が教 育 に たず さ わ る こ とが 多 い とい うため で あ って、 実 際 には フ

ラ ン ス に お け る文 科 系 の最 も能 力 の す ぐれ た学 生 が集 ま って い る。 た とえ ば

サル トル もふ ふ を卒業 し てい る。 こ こに は激 烈 な試 験 を パ スし た もの だけ が

入 学 し、 少数 の エ リー トが英 才 教 育 を うけ る わ け で あ る。 理 工 系 では そ れ に

対応 す る もの と し て エ コ ール ・ポ リテ ク ニ ク が ある。 又 、 これ らの一群 の大

学 は 分 野 毎 に 分 か れ て お り、 鉱 山 学 に 対 し て は エ コ ー ル ・ミ ー ン ま た、

行 政 官 の 養 成 に は 国 立 行 政 学 院(ENI)と い う よ うに い くつ か の学

校 が あ り、 そ れ ら の総 称 と し て グ ラ ン ・ゼ コ ー ル と い う 名 称 が つ け ら

れ て い る ・ そ こ に い け な い 学 生 が ソ ル ボ ン ヌ 大 学 そ の 他 の 綜 合 大
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学 に入学 す る こ とが 多い。 しか しな が ら後 者 を含 め て も高等 教 育 を うけ る人

々の 割 合 は、 そ れ を受 け よ う と希 望 して い る 人 々 の数 に 対 して か な り限 られ

て い て、 そ の た め に最 近新 しい 大 学 を方 々に新 設 しっつ あ る。 今 回 の 訪 問 先

は そ れ らの新 しい大 学 の 中 で、 そ の基 本 的 構 想 も注 目す べ き個 性 を具 え てい

る うえ に、 理 工 系 とい うこ と もあ らて コン ピェ 一二 ュ工 科大 学 を え らん だ。

これ は パ リ郊 外 に現 在 建 設 中 の 大 学 で あ り、 ま だ軌 道 には の ってい ない 。 こ

の大 学 の副 学 長 の話 では、 フ ラ ンス で も イ ギ リス の伝 統 的 な大 学 と同 じ く、

基 本 的 には 綜合 大 学 とか、 グ ラン ゼ コ ール とか で は必 ず し も現 実 の社 会 に 対

応 す る教 育 は行 な って い ない 。 ま た そ の よ うな教 育 を あま りす るべ きで は な

い、 とい うア カデ ミック な理 念 を も ってい る。 そ れ に対 して、NewUniv-

ersityは 新 しい 考 え方 を主 張 して 、 大 学 は現 実 の社 会 が 直 面 して い る さ ま

ざま な問 題 を、 で き るだ け正 確 に把 握 して、 そ れ に対 して と るべ き対 応 策 を

見 出 して ゆ くべ きで あ る、 とい う別 の理 念 を強 く主 張 して い る。

じか し後 者 の ような理 念 を、 実 際 に どの よ うな形 で大 学 の研 究 ・教 育 活 動

の 中に もち こむ か に つい ては、 統 一 した 見解 が あ るわ け では な く、 各 大 学 が

ケ ー スバ イ ケ ース に実 験 を行 な って い る。 と くに、 コ ン ピェ ーニ ュ大 学 で考

えて い る の は、 か な り早 い段 階 か ら産 学 協 同 を や る こ とに よつ て、 社 会 と工

学 を結 び つ け て ゆ こ うとす る 方式 で あ る。 具 体 的 に云 うと、 これ に は二 つ の

方 式 が あ り、 そ の一 つ は 大学 の 外 の 社 会 の人 々を、 大 学 の ス『タ ッ フの 中 に う

け 入 れ る こ と であ る。 そ の た めに 企 業、 官 庁 か ら人材 を派 遣 して も らい、 講

義 や実 習 を担 当 して も ら う。 そ して他 の一 つ は、 サ ン ドイ ッチ コ ース と も よ

ば れ 、大 学 の学 生 は そ の在 学 中 の あ る期 間 は必 らず キ ャン バ ス の外 に で て、

実 習 な どの経 験 をつ ま せ、 そ れ を通 じて社 会 との つ な が りを もたせ る とい う

こ と を義 務 づけ る方法 で あ る。 た しか に、 この よ うなサ ン ドイ ッチ コ ー スは、
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コ ン ピェ ー ニ ュ大 学 が は じめ て行 な った わ け では な く、 昔 か らい くつ か の国

々 に、 か な り行 なわ れ て き て い る。 た とえ ば イ ギ リスや ア メ リカで も数 多 く

採 用 さ れ て い た筈 で あ る。 日本 で も東 京 工 大 な どが は じめは この 方式 を と っ

た とい うこ とで あ る。 ま た少 な くと も夏 休 み に会 社 で実 習 をす る とい う よ う

な、 サ ン ドイ ッチ の痕跡 は の こ って い る大 学 もあ った が、 最 近 では そ れ さえ

も消 え て い く傾 向 に あ る よ うで あ る。 そ の上 、 わ が国 の場 合、 と くに大 学 紛

争 以 来 、 産 学 協 同 とい う こ とは む しろ非 難 の的 にさ れ て きた。 しか しエ 学 部

の教 育 の本 来 の 目的 か らす れ ば 、 産 学 協 同 そ の もの のた て まえ が全 て悪 いの

で は な く、 実 際 に行 な わ れ て い る方 法 に 問題 が あ った とい うべ きで ある。

技 術 教 育 が生 産 活 動 を通 じて 、 将 来 、 何 らか の形 で 社会 に貢 献 す る こ とを 目

的 と して い る限 り、 何 らか の形 で大 学 在 学 中 に生 産 や研 究 の行 な わ れ て い る

現 実 の場 に つ い て認 識 し、 自分 の仕 事 に つ い て の理 解 を 深 め る こ とは 必要 な

筈 で あ る。 コ ン ピェ ー ニ ュ工 科 大 学 で行 なわ れ て い る方 法 をみ る と、 最 初 の

学 期 か ら学 生 を外 に だ して、 会 社 、 研 究 所 で 仕事 の経験 をつ ませ、 卒 業 まで

に総 計 二 学 期 間 に あ た る学 外 で の仕 事 が必 要 とされ る。 そ の よ うな形 で社 会

と大 学 との っ なが りを深 め よ うとす る試 み は、 ま だ コ ン ピェ ーニ ュ大 で もは

じめ て二 年 目に な った段 階 の た め、 将 来 め こ とは よ くわ か って い な い。

他 の 新 しい 試 み も、 で き るだ け 一 つ の 専 門 分野 に教 育 を 限 定 せ ず、 他 の分

野 とのinterdisciPlinaryな 教 育 研 究 を しよ うとい う考 え力 で ある。 た

とえ ば 専 門以 外 の科 目 をか な りた くさん と らねば な らな い とか、 あ る い は工

学 部 の 中 で科 学 技 術 と社 会 との関 係 とに つい て の講義 を は っ き り した形 で カ

リキ ュ ラ ムの 中 に と り入 れ る、 とか の方 法 で あ る。

わ れ わ れ が面 談 した副 学 長 も本 来 の専 門 分野 は原 子 力工 学 で あ る が、 現 在

担 当 して い る講 義 の 中 には、 原 子 炉 を ど うす るか とい う よ うな講 義 だ け で は
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な く、 原 子 力 の 開発 の過 程 の中 で、 科 学 と技 術 が ど う関連 して き たか、 あ る

い は原 子 力 の技 術 の進 歩 に より軍 事 力 の性 質 、 国際 関係 、 経 済成 長 な どが ど

うい う影 響 を うけ て きた か につ い て も と り上 げ 、 又 逆 に、 社 会 の状 況 の変 化

に対 応 して、 科学 技 術 の あ り方 が ど うい う変 容 を とけた か、 につ い て も講義

を してい る との こ とで あ った。

い ず れ に して も、 科 学 技 術 と社 会 の深 い 関連 性 を明 確 に して教 育 す る、 と

い うこ とが重 視 され て い る よ うで あ る。 そ の他 、 大 学 システ ムを で き るだ け

オ ープ ン に す る 目的 で、 他 の大 学 に学 生 を送 って、 そ こで単 位 を と る こ とを

認 め る とか、 と くに 外 国 の大 学 で単 位 を と る こと を奨 励 し、 そ こでの 勉 強 の

成 果 を正 規 の単 位 と して み とめ て い る。 残 念 な こ と に外 国 との接 触 とい うこ

とで は、 ヨー ロ ッパ の場 合 には国 境 線 を こえ るだ け で容 易 に 出入 国 が可 能 で

あ るの で 、 日本 ほ どの 困難 さは な い が、 フ ランス の場合 で も、 近 くの 国 々 だ

け で な く、 ア メ リカ な どへ もで き るだ け 送 り たい とい う ことで、 そ の た め の

費用 を どの よ うに集 め る か を検 討 して い る。

●

●

メ
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1-5コ ン ピ エ 一 二 ュ大 学 の 概 要

〔コ㌻ ユマ 大k(∵T'C')〕

科 学 会 議

*学 内 メ ン バ ー

… …5名

*学 外 メ ン バ ー

・・・…5名

*議 長

*副 議 長

(教 務担 当)

*副 議 長

(財 界 との渉外担 当)

*各 学科長

情 報 局

(広 報)

(渉 外)

事 務 局
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学1科

機械 工学 化 学 工 学 生 物工学

コ

ー

ス

*機 構

*材 料

*電 機

*音 響

*振 動

*化 学

*制 御 お・よび

遠 隔 測 定

*反 応 装 置

*生 物 医薬 の

探索 と製造

*醗 酵 お よび

酵 素工学

*食 品 工 学

応 用 数 学 と 情 報 処 理

コ

ー

ス

*端 末 サ ー ビ ス

*計 算 セ ン タ ー

*シ ス テ ム 管 理

西
都市工学

研究所

活性界面

技術研究

所

情 報 ・

情報処理

研 究所

部 共

通

サ

|

ビ

門 ス

科

学

的

電 子 工 学

(電 子顕微鏡 な ど)

物 理 ・化 学 分 析

職 業 指 導

継 続 訓 練

管 理 部一二
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●

★ コ ン ピェ ー ニ ュ大 学 の 教 育 内容(シ ス テ ム 関係)

〔シス テ ム ・マ ネ ー ジ メ ン ト〕

学 生 の第3段 階(3ecycle)*1で 目標 と して い る の は、 シス テ ムの分 析

と制御 〔管 理 〕の方 法 に精 通 させ る こと であ る。 これ は、 「有 限 の場合 にお

け る、 要 素 の 集 合 と関係 の集 合」 とい うシス テ ム で行 な う。

この領 域 は、 仕 事 に含 まれ る手 法 の面 で さ ま ざま で あ るば か りで な く、 学

習 シ ス テ ム の形 態 の面 で もさ ま ざま で あ る。 した が って、 この領 域 で仕 事 を

す る場合 には 、1つ の手 法 だ け で済 ま す こ とは許 され な い。

この段 階 の教 育 の 目標 は、 関係 のあ るす べ て の領 域 内 の こ とに つ い て深 い

知 識 を持 った人 を 養成 す る こ とでは ない。 こ こで の 目標 は、 む しろ、 専 門家

集 団 に参 加 して1つ の プ ロ ジェク トを成 しとげ る 能 力 を も った人 間 を養成 す

る こ とで あ る。

●

●

〔教 育計 画 〕

学生 は、 始 め か ら1つ の プ ロ ジェ ク トに取b組 み 、 そ れ に3分 の2の 時 間

を 費 す 。 残 りの 『分 の1は 、 知 ってfoく こ とが必 要 な新 しい知 識 の修 得 や

他 の学 生 との意 見 の交換(/ロ ジ ェク トの比較)に 費 や す 。

(a)プ ロ ジェク ト

プ ロジ ェ ク トの継 続 期 間 は 普通2年 だが、 この プ ロ ジ ェク トは さ らに、

注 *1 第1段 階 共通基礎科 目

第2段 階 専 門科 目 〔各論 〕

第3段 階.高 等専門教育
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期 間1年 のサ ブ プ ロ ジェ ク トか ら成 って い る。 プ ロ ジ ェク トは、 パ ブ リ ッ

ク ・セ ンタ ー ない しプ ラ イベ イ ト ・セ ンタ ーの研 究 所 、 あ るい は 大 学 内 の

全学 研 究 セ ン タ ー で行 な わ れ る。 学 生 は 、3分 の2の 時 間 をそ こで の 仕 事

に充 当 し、 そ こに い る間 は報 酬 を 受 け る。 プ ロ ジ ェク トは 一 般 にチ ー ム を

作 って行 な う。

(b)能 力 形 成

これは、 大 学 の 第3段 階 に ち ょうど適 当 な もの であ る。 学 外 で一 般 には

プ ・ ジェク トを や りな が ら1ケ 月過 した 後 に、 学 生 は 大 学 内 で2週 間 過 ご

し、 そ の 間に2年 間継 続 の セ ミナ ー・va参 加 す る。

セ ミナ ーの テ ー マ

*複 雑 な プ ロ ジェク トの管理 法

*数 学

*最 適 化

*シ ス テ ム の コマ ン ド

*モ デ ル化

*シ ミ ュ レ ー シ ョン

*信 号 理 論

*決 定理 論

・情 報 科 学

*パ タ ー ン認 識 ・

この能 力養 成 の期 間 中 には、 考 え方 の交 換 を行 な うた め に会 合 が開 か れ

る。 これ は、 プ ロ ジ ェク トの 推 進 に関 係 して い るば か りで な く、大 学 の教

育 を管 理 す るた め で もあ る。
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〔シス テ ム ・マ ネ ジ メ ン トの コ ース 〕

こ こで数 え られ る テ ーマ を学 習 す る ことに よ り、 学生は、情報科学、数学、

物 理 学 な どの 知 識 を、 現 在 な い し未来 の具 体 的問 題 に適 用 す る ことが可 能 に

な る。

大 学 と産 業 現 場 の 水 準 が 高 い の で、理 論 と現実 感 覚 とがか み合 った、 秀 れ

た 職業 的 能 力 を 身 につ け る こ とが 出来 る。

学習段階

*(産 業 、 物理 、 都 市)シ ス テ ムの 分析 と管 理 につ い て の理 論 的教 育。

*あ るテ ー マ に関 す る個 人研 究 また は グル ープ研 究

*有 給 の工 場 実 習

ロ

こ の 段 階 を 修 了 す る と 、DiplもmedEtudesApprofondis:お よ び

Doctoratde3ecycleen<Contr61edesSystem>ま た は

ノ
DiP16皿edeDocteur－ 工ngθnierの 免 状 が 与 え ら れ る。

ltto、 こ の 段 階 を 終 え た 後 に、 博 士 号(DoctoratdiEtat)を 取 得 す

る た め に 研 究 を 続 行 す る こ と も可 能 で あ る。

セ ミ ナ ーの 種 類 と テ ー マ

ψ

最 初 の 段 階 に お け る い くつ か の セ ミナ ー に お い て は 、 テ ー マ と し

●

注

*制 度 が異 なるので、明確 な対応は あ りえ ないが、 修士号に相

当 す る も の で あ ろ う。 そ れ ぞ れ 、 「よ く勉 強 した)「<Contr61e

desミystem>の 第3段 階 修 了 」 「工 学 を修 め た 」 と い う認

定 状 と思 わ れ る。
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て 、 複 雑 な プ ロ ジ ェ ク トを 管 理 す る方 法 を と り あ げ る 。

他 の セ ミナ ー で は 、 広 範 な 手 法 に つ い て 学 ぶ 。 た とえ ば 、 数 学(数 値 解 析 、

統 計 学 、 他)、 最 適 化 、 シ ス テ ム ・コ ン ト ・ 一ル(多 変 量 シ ス テ ム、 階 層 的

コ ン ト・ 一 ル) 、 モ デ ル 化 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン、 信 号 理 論 、 決 定 理 論 、 情 報

科 学(リ ア ル ・タ イ ム ・コ ン ピ ュ ー タ、 イ ン タ ー フ ェ イ ス 、 管 理 情 報 処 理 、

言 語 理 論)、 パ タ ー ン認 識 な どで あ り、 これ で全 て を 尽 し て い る わ け で は な

いo

各 セ ミナ ーで は、 講 義(方 法 論 につ い て の議 論 も と りあげ る)と ケ ース ・

ス タ デ ィを行 な う。 これ らの セ ミナ ーは、2年 間継 続 す る。

この ような セ ミナ ー の た め に、コン ピエーニ ユ(大 学 の所 在地)で2週 間 を

過す 間は 、 プ ロ ジ ェク トの ため に方 々に散 在 して い た学 生 た ちは、 大学 に戻

る。 そ こでは、 各種 の集 会 が開 か れるが、 それは、意 見 の 交換 、 プ ロ ジェ ク ト

の進 行 状 態 の 比 較 、 大学 の教 育 管 理、 な どをす る た め で あ る。

学生 は そ の うえ に、1年 間に、2週 間継 続 の 養成 講 座 を6回 受 講 しなけ れ ば

な らない。 各 講座 は2つ の講 義(各20時 間)で 構 成 さ れ て い る。 以 下 に掲

げ るのは、1973-74年 度 に実 際 に行 な わ れ た 講 義 の リス トで あ る。

1973年10月15日 ～26日

1.グ ラ フ

2.最 適 化 手 法

1973年11月26日 ～12月8日

3.仮 説 検 定 、 推 定 理 論

4.線 型 計 画

1974年1月14,日 ～1月26日

5.シ ス テ ム の 表 現
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6.ハ ー ド ウ エ ア

1974年2.月25日 ～3月8日

7.プ ール 代 数 お よび 疑 プ ール代 数 にお け る最 適化

8.有 限 な エ レ メ ン ト

1974年4月8日 ～4月20日
9

9.関 数 解 析

・1α 信号 処理

1974年5月20日 ～6月1日

11.最 適 制 御

12.リ ア ル ・ タ イ ム ・ コ ン ピ ュ ー タ

この リス トは 、 過 去 の 一例 に す ぎな い。 今後 、 改善 す る こ と も考 え られ る。

へ

「

〔代表的 な講義 の内容 〕

TNO4計 画 実 施法

実 行 力 を身 につ け させ る。 仕 事 の組 織 化 、見 積 り、 文献 収集 、 結果 の ア セ

ス メ ン トな どを学 ぶ。 調 査 等 を 実施。 主 題 は 多様 。

TNO5技 術 実 習

4週 間、 企 業 内 で労 働 を した り、 種 々 の課題 の プ ロ ジェ ク トに参 加。 実 習

■

場 所 は、 現 場(製 造、 製 図 等)ま たは 研 究 室(分 析 、 測 定等)。

NFOIプ ロ グ ラ ミ ン グ
■

ア ル ゴ リズ ム の概 念 、 基 本 的 文法 事 項 を教 え、 プ ロ グ ラム を作 成 させ、 計

算 機 に通 す 。 エ ラ ー処 理 、 サ ブ プ ロ グ ラ ム等 も扱 う。.

NFO2コ ン ピ ュー タ の 内 部 構 造

回路 計 算 、 機 械 語 の構 造 、 記憶 装 置 と周辺 装 置 、 お よび そ の結 合 法 。 リァ
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ル ・タイ ム等 の種 々の技 法o

SYOl確 率 統計 序 論

確 率 論 の基礎 概 念(確 率 変 数 、 分 布 関数 、 積 率 、 特 性 関数 な ど)、 記 述 統

計 、仮 説 検 定、 パ ラ メ ー ター推 定 の原理 。

SHO6入 間 活動vak・ け る集 中 と分散

この 現 象 の要 因 を、 集 中 と分 散 の 形態 と起 源 とい う視 点 か ら、 生産 、 産業

の集 中化 、 情 報 シス テ ム、 管理 シ ス テ ム、 経 済 体 制 等 を考 察。

SHO3「 自然 」 言 語 と科学 言 語

「自然 」 に 使 う言 葉 と科 学 で用 い る言 葉 を峻別 す る こ との重 要 性 。 自然言

語 は 多義 的 。 科 学 言 語 は正 確 だ が限 界 が あ る。

SHO4科 学 の哲 学 と歴 史

科 学 的 概念 の生 成 ・死 滅 の 不 連続 性 を、 あ る特 定 の題 目 を選 ん で確 証 す る。

例 え ば 、17世 紀 に お け る力 の概 念 の精 密 化 、 な ど。

SHO5技 術 と社 会 組 織

技 術 の社 会 的 意 味 、 す な わ ち、 社 会 の形 態、 技 術 と社 会 、 技 術 と 社 会 の

生 長 、 な どに つい て、 教 科 書 を用 い て講義 。
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■

1-6ド イ ツ の 概 況

西 ドイ ツの大学 に つい て、 わ れ わ れ がす ぐ思 い浮 か べ る のは ハ イ デ ル ベル

グ大 学 や ベ ル リン大 学 な どで あ ろ う。 もちろ ん この よ うな伝 統 的 な大 学 の中

で も、 何 人 か のス タ ッフは 新 しい 講義 を と り入 れ ば じめ て い る。 しか し大学

全 体 の シ ス テ ム と しては 伝 統 的 方 式 を ま だ か な り忠 実 に守bつS'け て い る。

そ れ に対 して60年 代 のnθWuniver8ityと して い くつ か の新 しい大 学 が

生 まれ た が、 そ れ らの うちで も、 と くに 日本 で知 られて い るの は ボ ッフ ム大

学 や コ ンス タ ン ツ大 学 で あ る。 しか し実 際 に これ らの両 大 学 の基 本 計 画 を調

べ て み る とそ れ ほ ど画 期 的 な もの とは い え ない 面 が多 い。 と くに理 工 系 の学

部 は ア メ リカの 方 式 を大 巾に とりい れ て い る。 た とえば 従 来 の ドイ ツの大学

で は 一 つ の 研究 所 に は 一 人 の 正 教授 が い て、 大 き な研究 所 全体 を自分 の判断

苛に基 づ い て主 宰 す る とい う力式 が と られ る こと が多 か った
。 そ れ に対 し、 ボ

ッフ ム大 学 では学 科 制度 を と り こん で、 ア メ リカ に近 い形 態 に かえ、 一 つ の

学 科 の 中 に 多 くの 正教 授 、 助 教 授 が い る とい う組 織 に な ってい る。 この 意 味

で は ドイ ツの 中 では新 しい 方式 で あ る とは い って も、 国際 的 にみ れ ば 画期 的

な改 革 を した とは云 え な い。 そ の上、 これ らの学 科 の具 体 的 な内容 を み て も、

電 気 工学 科 、 土 木 工 学科 な どとい う よ うに、 そ れ ほ ど新 しい学科 は 作 られ て

い な い。 それ に 対 し今 回訪 問 した オ ル デ ン ブル ク大 学 では 、 教 育 の シ ステ ム

全 体 をか な り新 し く変 え る実 験 を して い る とい う特 徴 が あ った。 前 述 の よ う

に30代 の若 い学 長 が実 現 した とい う こ と も、 従 来 の ドイ ソの大 学 か らは想

像 も で きな い こ とで ある が、 若 い人 が中 心 に一 つ の大 学全 体 の デ ザ イツ を し

て い る とい う、 活 気 に あ ふ れ て い た。 このオ ル デ ン ブル ク大 学 で も、 基 本 的

に は大 学 は 象牙 の塔 で あ るべ きでは ない し、 現 実 の社 会 にお こ る問題 と直 接
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と り くむべ きで あ る とい う理 念 を 貫 こ うと して い る。 しか し実 際 の場 で は、

コ ン ピェ_ニ ユ工科 大学 な どで は か な りちが つた シス テ ム を考 え て い ぞ、 こ

こ では、 た とえば プ ロ ジ ェ ク トシス テ ム と呼 ば れ る シス テ ム が採 用 さ れ て い

る。 そ して で き るだ け 早 い 時期 か ら現 実 の 社 会 の問題 を ケ ー ス ス タデ ィ と し

て と りあ げ て、 そ れ を認 識 す るだ け で な く、 そ の解決 方 法 を 見 出 そ うとす る

活動 と とり くん でい る。 同大 学 で は新 入生 が最 初 の学 期 か らプ ロ ジ ェ ク トに

参 加 す る ことに な って い る。 そ の具 体 的 な方 法 と しては、あ らか じめス タ ッ.フ

と学 生 で で き る程 度 の い くつ かの プ ・ ジ ェク トの テ ーマ を用 意 して 、 そ れ に

対 応 す る プ ロ ジェ ク ト ・チ ー ム を編 成 す る こ とに な る。 現 在 の と ころ ま だ こ

の方式 が は じめ られ て二 年 目 であ る た め、・プ ロ ジェク トは や っ と15テ ーマ

ぐらい で あ る が、 そ れ に 対 し、 そ れ ぞ れ 専攻 が ち が う一 年生 か ら上 級 生 ま で

の 学生 が 同 じチ ーム に入 って協 力 し、 しか もちが っ た専 門 分野 の ス タ ッフが

何 人 か そ の 指導 に あ た っ てい る。 この よ うに して教 育 の効 果 を あ げ て い こ う

と してい る。 具 体 的 な プ ロ ジェ ク トの 内 容 をみ る と、 た とえ ば オ ル デ ン ブル

クの 町 は古 い 田舎 町 で あ るた め、 そ の中 心部 は再 開 発 す る必 要 が あ り、 しか

もそ の町 全 体 を一 度 に綜合 的 な計 画 の対 象 にす る とい うの では な く、 あ る特

定 の一 部 分の モ デ ル地 区 を殺 定 して、 そ れ を新 し くす る には ど う した ら よい

か とい うデ ザ イ ン をす る こ とを考 え て い る。 しか も この計 画 は 単 に家 を建 て

かえ る とい うよ うな こ との み で な く、 そ れ を関連 の あ る交 通 問題 、 環 境 問題

と か ＼ 現 在 あ る建 物 の 処 分 な ど を か み 合 わ せ て 考 え る こ と を 意 図 し

て い る。 そ の他 に もオ ル デ ン ブル ク の周 辺 では、 海抜 の低 い土 地 で、 雨 が 少

し降 る と川 が氾 濫 す る とか、 海 水 が逆 流 す る とか い う トラブル がお き るた め、

排 水 問 題 に関 係 し、 ダ ム を作 る ことの 可 否 を検 討 す る必 要 が あ り、 そ れ に関

連 して環 境 問 題 、 地 域 開 発 そ の他 の 問題 もお こ って くる。 従 っ て これ に つ い
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て、 協 力 して計 画 を 作 る とい うプ ロ ジ ェク トが は じめ られ て い る。 その 他 に

もオ ル デ ン ブ ル クの情 報 シ ス テ ム設 計 の問 題 な ど、 多 くの プ ロ ジェ ク トがス

タ ー トし、 そ れ らの多 くは い くつ か の 専 門分 野 の 教 官 と学 生 が協 同 して

in七erdi8cipユinaryな 研究 と して す す め られ て い る わけ で あ る。 しか し

この よ うな プ ロ ジェ ク トの シ ステ ムの方 式 に も、 い くつ か の 弱点 もあるわ け

であ り、 た とえ ば 東 京 工 業 大 学 の社 会 工 学 科 も現 在 悩ん でい る よ うに、 あ ま

b問 題 解 決 型 のinterdisciplinaryな 仕 事 の み を早 くか らやbす ぎる と、

特 定 の専 門 分野 に つ い て の基 礎 教 育 が不 十 分 に な り、 何 で も少 しず つは 知 っ

て い て も、 そ れ らの どれ を と って み て も専 門的 な レベル で充 分 な 能 力 が 身 に

つ い て い な い とい うタ イプ の卒 業 生 に な る可 能性 があ る。 確 か にそ の こ と自

体 は決 してわ る い こ とで は ない が、 あ る種 の学 生 た ちに と って は マ イ ナス に

な る場 合 もあ り得 る。 この点 に関 してオ ル デ ン ブル ク大 学 の場 合 には、 ま だ

そ れぞ れ の 個 別 のdisciplineの 教 育 シス テ ム を か なb残 して い る。 そ し

て大 体 全 学 習 時 間 の3分 の2は 一 つ のdisciplineの 枠 の 中 で や る教 育 に

使 い、 そ れ は伝 統 的 な学 問 の枠 ぐみ に対 応 して 設 定 され て い る。 そ して残 り

の3分 の1の 時 間 をプロジェク トと、そ れ に対 応 す るinterdisciplinary

な学 習 に使 って い る とい うこ とで あ る。 一　 一

も う一 つ の問 題 点 は、 実 際 の プ ロ ジェ ク トの運 営 方 法 の問 題 で ある 。普 通 ・

は 一 つ の プ ロ ジェ ク トに つ い て学生 の 数 で た か だ か10～20名 しか受 け 入

れ られ ない の で、 そ れ以 上 の大 き な グル ー プでは か え つて や りに くい こ とが

多 い。 従 って数 百人 の学 生 な らあ る程度 の プ ロ ジ ェク トで カ バ ーで きて も、

将 来 数 千 人 オ ー ダ ーの学 生 を収 容 す る大 き な大 学 に な った場合 、 そ の 中 で ど

れ だ け 多 くの プ ロ ジェ ク トを維持 で きる か とい う問 題 が お こ って くる筈 で あ

る。 これ に よ って 引 きお こさ れ る問題 点 は い ろい ろ あ るが 、 そ の 一 つは ス タ
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ッフの 負担 の問題 で あ る。 即 ちス タ ッ フが 沢 山 の プ ロ ジェ ク トの指 導 をす る

た め に時 間 を と られ 、 自分 の 固有 の仕 事 を犠 牲 に しなけ れ ば な らな くな る で

あ ろ うとい うこ とで あ る。

他 の一 つ は、 ビギ ナ ーで ある学 生 が と り扱 え る程 度 の プ ロジ ェ ク トを、 充

分 な数 だ け 選択 して、 しか もそ の経 費 を確 保 す る こ とが可 能 か 否 か も、 か な

り大 き な問題 に なる お そ れ が あ る とい うこ とで あ る。 オ ル デ ン ブル ク大 学 の

場 合 には、 まだ 小 規模 の テ ス トの た め、 あ ま り重大 な問題 とは な って い ない

よ うで あ る が、 将来 は や は り大 き な問 題 に な るか も しれ な い とい うこ とは認

め て い る よ うで ある。 そ の時 の対 応 策 と して は、 全 学 生 が プ ロ ジ ェク トに参

加 す る こ とを義 務 づけ ず に、 希 望 者 の み を受 け入 れ る方 式 に切 りか え る こ と

も検 討 して い る。 そ の際参 加 希 望 者 が 多 す ぎる ときに は、 又 別 の 問 題 の で る

こと もあ り得 るの で、 そ れ を制 限 す る方 法 も考 え て い る、 との こ とで あ った。

以 上 の他 に も、 大 学 の運 営 方式 の 多 くの面 に、 新 しい や り方 を導 入 してい

て、 た とえ ば 図 書 室 を学 科 や 研究 室 毎 に お か ず集 中管 理 して、 中央 に全 部 あ

つ め る こ とに よ つて そ の 利 用 の効 率 化 をは か る とか、 大 学 の基 本 的 な 意 志 決

定 に つい て の学 生 参 加 を認 め、 学 生 と教 職 員 と事 務職 員 の グル ー プが そ れぞ

れ 同数 の代 表 者 を だ して学 長 を選挙 してい る。

⑳
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■

1-7オ ル デ ン ブ ル ク 大 学 の 概 要

大 学 教 育 が 不 充 分 だ った地 域 に、1970年 代 初 めに 設立 され たい くつ か

の大 学 の ひ と つ が、 オ ル デ ン ブル ク の大 学 で あ る。

教 育 内 容 や 組 織 の改 革 は、 大学 設 立 当時 か ら試 み られ て きたが、 改 革 の ひ

とつ の 試 み は 自治 組 織 の創 設 に よる科 学 の民 主 化 をは か る こと で あ る。 そ の

自治 組織 と は、 大 学 構 成 メ ン バ ーの平 等 の原 理 に基 ず き、 研究 ・教 育 に関 す

る意 志決 定 を ゆ だ ね られ て い る組織 で あ る。

大 学 は実 際 に、 国 や政 府 に対 して、 か な り大 巾 な 自治 を行 う こ・と を試 み る。

大学 は職 員 の 任 命 提 案 を行 い、 文 部 省 は通 常 承認 す る の が な らわ しで あ る。

また、 リサ ーチ や カ リキ ュ ラ ムに関 す る決 定 を大 学 が行 うが、 これ は文 部 省 と

との交 渉 の 対 象 で あ る。

他 力 、 州 政 府 の方 は、 大学 の発展 を指導 す る度 合 を増 や そ うと してい る。

財 政 的 な理 由 で、 州 政府 は大 学 の決 定 や要 請 に対 して圧 力 をか け られ る し、

人 事 に っ い て も、 時 と して許 可 を一与え な い し、 コー ス割 当 て や カ リキ ュ ラム

も法 的手 続 き で規 制 で き る。

大学 自治権i縮少 の論拠 と していわれているのは、 大学教 育の効率 と学生受

け入 れ能 力 の増大 で あ る。 学 生 達 が増 加 した の で、 そ の二 点 は最 も高 い プ ラ

イオ リテ ィ ー を与 え られ るべ きで、 州 か らの圧 力 な く して は、 教 育 効率 と受

容 能 力 の増 大 は な しえ ない だ ろ うとい う考 え方 で ある。

大 学 の 根本 方 針 の ひ とつ は、 行 政 の統 一 で あ る。 州 が管 理 して い る行 政 は、

学 問 的 自治 体 や学 問 組 織 の 決 定 や利 害 に従 属 す る の で、 い か な る行 政 的権 威

に も、 最 終 決 定権 は ない。 学 長 は、 大学 の ア カデ ミ ック ・メ ンバ ーの代 表 で

ある と同 時 に、 州 の管理 下 に あ る行 政 部 の 主長 で もあ る。
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「プ ロ ジェ ク ト研 究 」 及 び 「教 師 養成 総 合 訓 練 」 を通 じて、 研 究 の 内容 と

組 織 の両 方 の改 革 を試 み 、 改 革 大 学 へ の道 を歩 ん で い る。

〈 プ ロ ジェク ト研究 〉

研究 コー ス の概 念 の 中核 を なす のは 、 「プ ロジ ェ ク トとい う形 の 中で学 習

研 究 が な され る」 とい う考 え 方 で あ る。 実 際 的 な 問題 を イ ン タ ーデ ィ シ プ リ

ナ リーな主題 に ま とめ て い るの が、 プ ロジェ ク トの 特長 の ひ とつ で あ る。

モ ーテ ィベ ーシ ョン(動 機 づ け)を 高 め る ため に、 プ ロ ジェ ク ト研 究 の学 習

プ ロ セス を、 「リサ ーチ を通 じた学 習 」 とな る よ うにデ ザ イ ン して あ るの も

特 色 で あ る。

プ ロ ジェ ク トぱ か りが、 研究 学 習 を お こな う形 態 で は ない が 、 プ ロ ジェク

ト志 向型 の コー ス は、 他 の方 法 で授 業 を や って い る間 に でて くる知 識 の ギ ャ

ッ プを、 うめ る こ とが で き る。 プ ロ ジェ ク トとは 別 に行 ヵ れ る コ ー ス で は、

主 題 の構 造 に 適 した か た ち で、 補 充 的 知 識 を提 供 す る。

「プ ・ ジェク ト遂 行 の な か で、 学 習 が な され る」 とい う考 え方 が どの よ う

に して生 れた か 、 プ ・ジ ェ ク ト研 究 の計 画 に は どん な考 え方 が ある の か を以

下に説 明 す る。

大学 の リサ ーチ は、 社 会 の ニ ー ズ を満 す た めに 行 わ れ る のか、 或 は、 特 定

の応 用 を少 しは 目 ざ して い るの か、 そ れ と も金 銭 的 な 力 を握 ってい る少数 の

人 の利 益 の た め に行 わ れ て い るの か とい う質 問 は 、 頻 繁 に 問 わ れ て き た。

あ る特 定 の 分野 に リサ ーチ がか た よって い る とい う事 実 は 、 伝 統 的 な大 学 で

は、 第 三 者 に委 託 され た コ ン トラ ク ト・ リサ ーチ が増 え て お り、 民 間 ・公 社

の ス ポ ンサ ー のた め に リサ ー チ を行 う機 会 が、大学か ら、別 の研 究 所 に移 動 し

て い る ことか ら証 明 さ れ る。 そ れ 以 外 に も、 大 学 に は、 い わ ゆ る中 立 的 で利
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害 関係 の な い リサ ーチ が沢 山残 ってい る。 中立 的 とい うの は、 人 々の恩 恵 や

損 害 を考 え て、 科学 者 が リサ ーチの成 果 を搾 取 す るの を懐 しむ とい う意味 で

あ る。

従 来 の大 学 で は 、 知 識 は 、 知 識 の獲 得(リ サ ー チ)・ 知識 の伝 授(テ ィ ー

ク

チ ン グ)・ 知 識 の利 用(ア プ リ ケー シ ョン)と い う科 学 プ ロ セス に基 ず い た

結 合 を欠 如 して いた。 従 っ て、 リサ ーチの 社 会的 に 重要 な 分野 と、 科学 が応

用 で きる範 囲 につ い て の 討論 を放棄 す る結 果 に な っ てい た。 そ う した分野 や

範 囲 こそ、 学生 が学 ば なけ れ ば な らない もの であ る。

これ とは 反 対 に、 オル デ ン ブル クの大 学 では 、 「将 来 、 或 る分野 の研 究 に

は、 大衆 の ニ ーズ を考慮 に入 れ るべ きで あ り、 科 学 的努 力 に よって解 決 で き

そ うな問題 に取 り組 む べ きで あ る」 とい う考 え 方 を重 視 して い る。 そ うす る

こ とに より、 大 学 は、 州 か ら も ら った研 究 資 金 、 つ ま り税 金 の利用 をす る と

い う責任 を果 す の で あ る。 従 って、大 学 は、 科 学 サ ー ビス を欲 して い る大衆

の要 求 に応 え なけ れ ば な らな い。 ニ ーダ ーザク セ ン の北 西 部 の 状況 か ら、 オ

ル デ ン ブル ク大 学 は、 この地 域 にお け る経済 発 展、 社 会発 展 、文 化 発 展 の 可

能性 を調 査 しな け れ ば な らない。 リサ ーチ とテ ィー チ ン グの 断絶 と、 大 学 か

らの リサ ーチ の 分離 は 、 依 然 と して存 在 す るが、 これ は、 断 じて や めさ せ な

け れ ば な らな い。 「リサ ーチ 、 テ ィチ ン グ、 学 習 の 三者 一体 の上 に立 った教

育 ・入 間 や社 会へ の 関 係 を意 識 した教 育 が欲 しい 」 とい う要 求 を満 して くれ

る良 い手 段 が、 プ ロジ ェク トなの で ある。

科 学 の リサ ー チ ・テ ィー チ ング ・応 用 の統 一 調 和 を専 守 す る こ とは、 二 つ

の理 由 か ら大 切 であ る と考 え られ、 しか も、 この二 つ の理 由 は、 プ ロ ジェク

ト研究 の更 に重 要 な特 長 を形成 す る もと とな つて い る。 第 一 は、 大 学 教 育 と

職 業 との深 い みぞ を、 更 に 大 き くはす べ き では な い か らで あ る。 大 学 卒 業生
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は職 場 に入 る な り、 「生 ず最 初 に、 大 学 で 習 った こ とをす べ て忘 れ な さい 」

と、 よ く云 わ れ る が、 こん な こ とが 当 り前 に な つては な らな い。 大学 教 育 に

お け る理 論 と、職 業 に お け る実践 と の強 い結 合 が大 学 で達 成 さ れ る な ら、 そ

う した風潮 は少 な くな るで あ ろ う。

第 二 に は、 研 究 の実 用 的 な面 に、 も っ と多 くの 注意 を払 う ことが 必要 で あ

る。 何 故 な ら、 ひ とつ ひ とつ の 研 究 コ ー スの教 育 目的 は、 長 い 間 に 固 定 して

しま った伝統 的 職 業 の 資格 では 間 に合 わ ない よ うな職 業 分野 を、 志 向 しなけ

れ ば な らない か らであ る。 技 術 発 展 や社 会変 化 の結 果 、 新 しい 職 業 分野 がつ

ぎつ ぎに生 れ た り、 従来 の もの が、 か な り変 更 され た り、 ます ます 多 くの人

が、 途 中 で職 業 を変 え ざ る を得 な くな る とい っ た事 実 も注 目す べ き で あ る。

そ こ で我 々は、 「職 業 実 践 の諸範 囲 、 分野 」(学 校 、 行 政 、 プ ラ ンニ ン グ、

産 業 、等)と い う用 語 を使 って お り、 そ う した範 囲 へ 学生 を訓 練 す る。 職 業

の あ る特 別 な分野(範 囲)で 必 須 と され て い る資格 を調 査 す る こ とに よっ て、

学 生 が そ の 分野 で 自 由 に活 動 で き る よ うに な る知 識(内 容 と方 法 の両 者)の

基 礎 を授 け る よ うに しな け れ ば な らない。 そ の知 識 とは、 そ れ を持 って い る

お 蔭 で、 学生 は 、 資 格 の変 化 や範 囲 の増 加 に 対 して、 誰 か に 頼 らず して対 処

で き、 将 来仕 事 を して ゆ く上 で永 続 的 で安 定 した 基盤 を得 られ る、 とい った

性 質 の もの でな けれ ば な ら ない。

第 三 に、 職業 実践 を教 育 の 中 に入 れ る こ とに より、 学生 が、 自分 の 学 問 的

能 力 を、 一 度 規 定 され た ら最 後 とい った具 合 の職 業条 件 と無 批 判 に 一 致 さ せ

て しまい、 メ カニズ ムの ひ とつ と して職 業 を受 け 入 れ て しま うの を、 防 ぐこ.

とが で き る。 む しろ学 生 は、 職 業 に お け る 自分 自身 の状 況 や、 自 分 の仕 事 の

条 件 につ い て 認 識 し、 仕 事 の環 境 全体 を、 も つと入 間 的 な もの に す る こ とに

積 極 的 に参 加 す る よ うな立 場 に、 置 か れ るぺ きであ る。
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以 上 の三 点 に 関 して、 プ ・ジ ェク ト研究 は、 大 学 の研 究 の中に 適 切 な職 業

実 践 を打 ち立 て る機 会 を作 って くれ る もの で あ る と考 え られ る。

プ ロ ジェ ク ト研 究 では、 研 究 の ス タ ー トは、 学 生 の ため に易 しくな つて お

り、 ま た、 学 生 の関 心 が衰 え るの を防 ぐ よ うに計 画 され て あ る。 そ こ で次 に、

研 究 に おけ る 「動 機 づ け 」 につ い て考 え た い。

「動機 づけ 」 は 、 知 識 を増 す こ との 必要 性 を常 に デ モ ンス トレ三 トし、 実

証 す る こ とに よつ て、 可 能 とな る。 これ は 、科 学 を応 用 して、 異 な った種 類

の 問題 を適 切 に解 決 す るた め で あ る。 プ ロ ジ ェ ク トの遂 行 中 に 獲 得 す る知

識 を 実 習 す る科 学 的 方法 の利 用 に対 す る 必要 性 を、 学生 に は っき り認 識 させ

る た め に、 「リサ ーチ を通 じて学 ぶ 」 とい う原 理 … … つ ま り、 色 々な 複雑 性

を も った研 究状 況 の 中 に、学 習 プ ロセス を 組 み入 れ る こ と… … を強 調 しなけ

れ ば な らな い。 そ うすれ ば 、 「死 ん だ知 識 の つめ こみ 」 は、 避 け られ る。

問 題 解 決 に 当 って、 そ う した くそ 勉 強 が どん な 有 用性 と効 果 を持 つ か は、 問

題 で あ り、 効 果 や 有 用 性 は、 ま ことに疑 わ しい。

1974年 の 夏 学 期 のプ ・ ジ ェク ト研 究 で、 今 迄 説 明 して きた理 論 が実 践

さ れ たの で あ る。

プ ロ ジェ ク ト研 究 の第 一段 階 では 、 「現場 」 調 査 に よって、 研 究 と或 る職

業 分野 を学 生 に紹 介 す る。 この第 一段 階 は、 リサ ーチ や集 中 コ ースへ の入 門

と して の役 割 を 果 す だ け で な く、 仕 事 の 課 題へ の入 門 と して も役 に立 つ 。

プ ロ ジェク トの ひ とつ に、 「八 一レ ン凹地 の 生 活空 間 」 が あ り、 この調 査

の対 象 は大 学 の 周辺 地 で あ る。 ア メ ール ラ ン ド地 方 の川 の入 口か ら、 町 の西

部 よ り中 心 部 ま でを網 羅 した 八 一 レン川 の 低 地 帯 の 構 造 を、 現 在 な らび に将

来 変化 す る と い う予測 に立 った計 画 とい った 視点 か ら調 べ る。

この プ ロ ジ ェ ク トの テ ーマ を選 ん だ理 由 は、 い くつ か の問 題 のた め で ある。
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1.潮 や雨 に よって洪 水 が お こる可 能 性 の あ る八 一 レン の範 囲。 な らび に、

水力利用 に よる予防手段計画 。(本 流 に貯水池 を作 り、入 口に水 力エンジンを設置)

2頻 繁 な農 業 利 用 や 下 水 か ら起 こる水 質 の悪 さ 。

3大 学 発 展 の 中 での八 一 レ ン凹 地 の利 用 計 画(大 学 に お け る建 設 作 業 と、

将 来 、大 学 が発 展 す る こ とに よ って1985年 には3万 入 が 住む よ うに な

る と予想 さ れ るが、 そ の為 の レク リエ ー シ ョン空 間 の 建 設)。

4..町 の地 域 の 交通 の た め の 八 一 レ ン凹 地 の利 用 の 拡大(オ フネ ール ・ロ ー

ドに添 った放 射線 利 用 を 中 心 に)。

こ こに示 した問題 は、種 々 の 社 会集 団 の 利 害 関係 の葛 藤 を表 現 した もの と

いえ よ う。 各 社会 集団 は、 八 一 レ ン凹 地 の将 来発 展 に つ い て、 そ れ ぞ れ異 っ

た考 え方 を持 ってい るか らで あ る。 自然科 学 、社 会 科 学 な ど、 科 学 の い ろ い

ろ な分 野 が協 力 して、 大 学 が持 って い る発 展 につ い て の概 念 と、 市 の 公式 プ

ラ ンナ ーが持 ってい る概 念 を比 較 研 究 す る こ とに よ り、 将 来 の八 一 レ ン凹 地

利用 の可 能 性 と限 界 を 分 析 しな け れ ば な らな い。

この ブ ・ジ ェク トは 、 現存 す る諸 問 題 と十 分 関連 が あ る の で、 自然 科 学、

社 会科 学 の学 位 や、 教 職 資格 を とる た め の コ ース と して も適 して い る し、 工

学 関係 の学 位 を と るた め の コ ー ス と して も役 に立 つ。

こ とに あ けた プ ロジ ェク トは、 こ うい う種類 の研 究 の 要 件 で あ る 「イ ン タ

ーデ ィ シプ リナ リーで
、 社 会 性 が あ り、 現 存 す る諸 問題 を志 向 す る もの」 と

い う条 件 を、 すべ て満 す もの で あ る。 プ ロ ジ ェク ト遂行 学 期 に は 、 コ ン タク

ト ・テ ィー チ ャー(連 絡 教 官)を 通 じて手 当 てが 出 され る。
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☆ ・資 料 西 ド イ ツ の 主 要 大 国 に 拾 け る 情 報 科 学 の カ リ キ ュ ラ ム

(TechnischeUniversit5tMtinchenMathematischesInstitut)

A. ミュ ンヘ ン工 科 大 学,数 学 研 究 室・
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'

1.Studienabschnitt'

lnformatik(19Semosterwochenstun-

den)

EinfUhrungindielnformatik

PraxisdesProgrammierens

Proseminarf己rlnformatiker

Mathematik(40Semesterwochen-

stundenincl.Tutor〔|bungen)・

Analysis

LineareAlgebra

NumerischeMathematik

NumerischesPraktikum

Physikalischeunde;ektrotechni-

scheGrundlagen(8Semester-

WOchenstunden)

Physikalischeunde|ektrotechnische

Grundlagenderlnformatik

ElektrOnik-P`'aktikum

Neben品cher(etwa18Semester-

wochf;nstunden)
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Proze{Srechner・

Anarogrechn餅
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Fortc:leschrittenen1PraktiktＬmfUr

informatiker

Seminarfdrlnformatiker

u.a.

Mathematik(etwa20Semester-

wochenstunden)

Algebra

MathematischeLogik
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u.a.
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wochenstunden)
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B.ザ ー ル ブ リ
ぐ

ユ ッ ケ ン大 学(数 学 ・情 報 科 学)

(Universit5tdesSaarlandes)

66SaarbrUcken
ImStadtwald
TeL:(0681)3021

Lehrveranstaltungen

'

φ

1.Studienabschnitt

lnformatik(30Semesterwochen-

stunden)

lnfomatik-Grundvorlesungl(Rechne卜'

stデuktur)'・

lnformatik-GrUndvor|esungll'

(Programmierung)

Schaltkreise-Schaltwerke

Algorithmen

PraxisdesProgrammierens

Proseminar

M'athematik(24Semesterwochen-

stunden)

LineareAtgebra・

Analysis'1
「

Analysislt

EinfOhrungindieAlgebra

Physikaliscりeundelektrotech-

nischeGrundlagen

("Semesterwochenstunden)

Physikalisch-elektrotechnischeGrund-

lagenzurlnformatikl'.

Physikalisch-etektrotechnischeGrund-

lagen.zurlnformatikll

DigitalelektronischesPraktikum

Nebenfticher(14-16Semester・

wochenstunden)

Mathematik.、

Physik

Wirtschaftswissenschaften

●

■

2.Studienabschnitt

Pflichtfacher・

(30Semesterwochenstunden)

Theoretischelnformatik

Praktischelnformatik

PraktischeMathematik

2Seminare

Fortgeschrittenen-Praktikum

Nebenfacher

(14-16Semesterwochenstunden)

Mathematik・

Physik

Wirtschaftswissenschaften・
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皿.ヨ ー ロ ッ パ の 研 究 機 関 に お・け る

教 育 ・訓 練 の 現 状 と問 題 点
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ll-1イ ギ リ ス 国 立 計 算k,ン タ ー

(Nati・naユC・mputingCenteriNCC)

NCCは1966年 に、 労 働 党 内 閣 の下 で、 当 時 の技 術 省(Departmeht

ofTechnology)の も とに 設立 さ れ た。 そ の 目的 は、 英 国 産 業 界 にお け る

コ ン ピュ ー タ利 用 を促 進 す る こ とで あっ た 。

現 在 の ス タ ッ フ総数 は183人 ほ どで、 この 数 は過 去 三 年 間 にそ れ ほ ど変

化 は な か っ た し、 これ か らの 数年 間 に も変 らない だ ろ う。 現 在 の レベ ル が丁

度二良・い+う 一で あ る。 本 部 が マ ンチ ェス ターに あ っ ぞて ロン ドン、 バ ー ミンガ

ム、 ブ リス トル、 グ ラス ゴー に支部が あり、そ この職 員が その地 の メ ンバ ー と

連 絡 を とっ て い るo

収 入は三つの方法 か ら得て いる。 第一は政府 の グラン トで・最近は減 って きている。

必ずUも 政府 の方針 では ないが・NCCは なるべ く自立せ よとい う圧力 が増 えてい る。

第 二 は、 メ ンバ ー 組織 、 会 員 か らの年会 費 で ある。 メ ン バ ーは 会 費 を払 う

こ と に よb、NCCを 支 援 す る だけ で な く、NCCか らサ ー ビス を優 待 料 金

で受 け られ る。

第 三 は、 コ ー ス運 営 で得 る学 費 や 、 ア ドバ イス料 で あ る。3日 ～5日 の短

期 間 、 長 くて2週 間 ぐ らい の 間 ス タッ フを送 っ た り、 ア ドバ イス を売 っ た り

して収 入 を得 るの で、 大 手 の コ ンサ ル タン ト会社 と は競争 じな い。

NC-Cの 所 長 は、'産 業 省 ΦepartmentofIndustry)か ら任 命 さ れ、

任期 は5年 で あ る。 所 長は 年 次報 告 を起 草 し、12人 か らな る 評 議 会 に報 告

を行 う。 評 議 会 は、 メ ンバ ー シ ップ、 つ ま リ コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー と、

産業 省 を代 表す る。 所 長の 下 には 、 典 型的 な組織 構 造 が あ り、 三つ の主 要 グ

ル ー プは そ れ ぞ れ い くつか の 部 と課 を持 っ て い る。 ス タ ッフは 、 技 術 的 に は
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大 変 高 い レベ ル に あ る。 社 会 シ ス テ ム に関す る シス テ ム分 析 の ア プ ロー チ に

つ い てNCCで も扱 って い る分 野 は、 シス テム ・ア ナ リス トだ け の ため の コ

ー ス の よ う に 思 え る。 そ の 場 合 、 シ ス テ ム ・ ア ナ リス トの レ ベ ル は 、 初 級 レ

ベ ル の 訓 練 生 の た め の もの か 、 そ れ と もデ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ ・ マ ネ ー ジ ャ

ー や
、 プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダ ー を 目 ざ して い る 上 級 レ ベ ル の シ ス テ ム ・ア ナ

リス トの た め の コ ー ス か の 区 別 が あ る 。NCCで は 、 訓 練 生 か ら、 デ ー タ ・

プ ロ セ シ ン グ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ま で 全 部 を 扱 っ て い る。 ま た 日本 の情 報 処 理 研

修 セ ン タ ーがDPの 専 門 家 だ け を 扱 うの とは 異 な り、NCCで は 、 ユ ー ザ ー

も扱 い 、 ユ ー ザ ー ・ス タ ッ フ や 、 ユ ー ザ ー ・マ ネ ー ジ ャ ー の た め の コ ー ス も

運 営 して い る。

NCCで は 専 問 職 の 育 成 を も 比 較 的 早 い 年 令 層 か ら は じ め て い る 。 資 料 に

は 、 どん な コ ー ス を 運 営 して き た か 示 さ れ て い る が、 日本 で の こ 一 ス と最 も

近 い の は 、 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム を 扱 っ た 、 少 々 専 門 的 な もの と、 も う少 し一

般 的 な コ ー ス で あ ろ う。 そ れ らは 、 プ ロ ジ ェ ク ト ・ リー ダ ー や 上 級 の シ ス テ

ム ・ア ナ リス トの た め の もの で、 ビ ジ ネ ス 組 織 が ど の 様 に 運 営 さ れ て い る か

を 学 ば せ て い る。 ま た 一 般 行 政 シ ス テ ム の コ ー ス は 特 別 に 設 け られ て は い な

い。 次 に 二 つ の 代 表 的 な コ ー ス の 概 要 を説 明 す る 。

■

`
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層
☆ シ ス テ ム ズ ・ ア ナ リ シ ス 基 礎 コ ー ス

<コ ース の 概 要>

1967年 に 開始 さ れ た 「システ ムズ ・ア ナ リシス基 礎 コ ース」 は 、 イギ

リス及 び世 界40カ 国 で 運営 され成 功 をお さめ て きた が、 そ の最 新版 力{現在

の コ ース で あ るo

NCCシ ス テム ズ ・ ドキュ メン テ ー シ ョン ・ス タ ンダ ー ドは、1969年 ⇒

10月 の 発 表 以 来、 英 国 の デ ー タ処 理 業 界 で広 く採 用 され る よ うに な り今 で

は世 界各 地エ 使 わ一れ て.いるが、 当 コ ー ス に も利 用 され てい る。

も

こ の コ ース で は、 組 織 の 目的 に対 す る シ ス テム ・アナ リス トの 役 割 を教 え、

コ ン ピュー タ ーに 関 して だけ で は な く、 ユ ーザ ーや デ ー タ処 理 ス タッ フ の両

者 にお け る コ ミュ ニ ケー シ ョン とい う側 面 の重 要性 を教 え る。 三年 にわ た る

コー ス運 営 の経 験 に基 ず き、 技 術 環 境 の進 歩 を コ ースに 反映 させ
、 新 しい教

材 を 加え た。'

●

〈 目 標〉

コ ース を修 了 した人 は、 監 督 者 の もとで シス テ ム ・ア ナ リス トと し て働 く

こ とが で き る。 シ ステ ム ズ ・ア ナ リシス の初 心 者 に対 して以 下 の知 識 コー ス

は授 け る。

L新 しいシステムが基礎 をお くべ き事実)計 画中の新 しい システムの採用 ・不採用

の決定 に影響 を一与える事実の樹 立 とい う仕事に関係 している入間的 ファクター。

2そ の仕 事 に 関す る技 術 的 フ ァ ク ター。 監督 の下 で、 ア ウ トライ ン ・デ ザ

イ ンをす る こ とが で き、 プ ログ ラ ミン グ に 引 き渡 せ るま での 詳細 なデ ザ イ

ンを行 うこ とが で きる段 階 ま で の 知 識 を与 え る。
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3シ ス テ ム の デ ザ イ ン に 関 連 し た シ ス テ ム デ ー タ を分 析 し、 完 壁 な デ ザ イ

ン を 作 成 し、 そ の デ ザ イ ン を コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レ ー シ ョ ン の プ ロ グ ラ

ミ ン グ と、 ユ ー ザ ー 部 門 に 伝 達 す る た め に 必 要 な ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン。

4一 定 の期 間 内 で 、 シ ス テ ム が デ ザ イ ン さ れ る よ う に す る の に 必 要 と さ れ

る コ ン トロ ー ルo

〈 受 講 資格 〉

この コ ース は、 シス テム ・ア ナ リス トと して 働 き 出そ うと してい る人 の た

め の もの で、 受講 者 には、 ビジ ネス や デ ー タ処 理 に つ いて の あ る程 度 の 知 識

や経 験 が 必 要 で あ る。 仕事 の 経験 が なか っ た り、 コ ン ピュー タ ー に関 す る基

本 的 知 識 が 皆無 で ある と、 コ ース の 内容 を理 解 しに くい。 全 くの初 心 者 に は 、

以 下 の コー ス をす す め る。

ビ ジネス ・オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・コ ース ー60時 間

EDP基 礎 コ ース ー30時 間

■

<期 間>

6週 間(180時 間)授 業 と実 習 が 半 々。180時 間 の構 成 方 法 に つ い て

は何 の 制 限 もない が、 一区 切 は二 週 間 以下 で ない 方 が 望 ま しい。

〈 コ ー ス の 内 容 〉

講 義 の ほ か に 、 コ ン ピュ ー タ ー 用 語 集 、 コ ー ス 目的 や 時 間 表 な ど含 ん だ コ

ー ス 概 要
、 視 覚 教 材 、 な ら び に 三 つ の ケ ー ス ・ス タ デ ィや 、 マ ネ ー ジ メ ン ト

・ ゲ ー ム が 教 材 と し て 用 意 さ れ て い る
。 講 師 の ノ ー トに は 、 視 覚 教 材 の コ ピ

ー も入 っ て い て
、 こ れ らの 教 材 全 部 を パ ッ ケ ー ジ と呼 ぶ。

匂
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〈 試 験 〉

全 国的 に認 め られ る コ ース の確立 及 び、 コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レー ター、

プ ログ ラ マ ー、 シ ス テ ム ・ア ナ リス トの 資格 の 確 立 が急 が れ た こ とか ら 「英

国 コン ピュ ー ター研 究 試験 調 整委 員会 」 を設 立 す る こ とに な っ た。'こ の委 員

会 は、 教 育科 学 省、 通 産 省、NCC、 英 国 コ ン ピ ュ ー タ 協 会、 技 術教 師連

盟 か らの全 面 的 支 援 を得 て い る。

試験 の構成 は、NCCの シス テ ム分 析基 礎 コー ス(六 週 間)に 関 係 が あ る。

この試 験 に合 格 す れ ば 、NCCと 英 国 コ ン ピュ ー タ研 究 試験 調 整 委 員会 か

ら、 「NCCシ ス テ ム ズ ・ア ナ リシス 基 礎免 状 」 を・与え られ る6コ ー ス を運

営 す る組織 は、 コ ー スの 終 る時 点 に、 試験 の 日時 を決 め る こ とが で き る。 試

験 は 「シス テ ム分 析試 験 委 員会 」 が 管理 す る。

1967年 に始 め られ たNCCシ ス テ ム分析 基 礎 免 状 は
、1973年 末Aで

に4000人 に与 え られ た。

試 験 は 三 部 か らな る。

一 部:コ ース教 官 に よる評 価

コース を 担 当 の教 官 が 、技 術 知 識、 分析 能 力、 方法 論 、 及 び パ ー ソナ リテ

ィ ー とい っ た視 点 か ら学 生 の成 績 を評 価 す る。

二 部:筆 記 試験

三 時 間 に わ た る筆 記 試 験 の問 題 は、 コ ー スの 内容 全 体 を もう羅 す る。 典 型

的 な もの は、8間 中、5問 以 内 を解 答 す る。 質問 事項 は 必ず しも典型 的 な も

の ばか りで は な く、 出題 され て い る意見 の理 由に つ い ての もの も ある〇

三 部:外 部 か らの 試験 官 に よ
,る審 査

シ ステ ム分 析 試験 委 員会 が任 命 した 試験 官 は、 コ ース を開 い て い る場 所 を

訪問 し、 コ ー ス の教 官 と一 緒 に、 以 下 の 目的 で面 接 試験 を行 う。

cづ
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エ パ 『 ソ ナ リテ ィ ー、 他 人 に与 え る影響 力 と い う観 点 か ら、 学生 が シス テ

ム ・ア ナ リス トと して 適 してい る か不 適 か を評価 す る。

2学 生 が シス テ ム ・ア ナ リス トの卵 と して仕 事 を 行 う上 で、 ビジ ネス とデ

ー タ処 理 に 関す る 知 識 を十 分 持 っ て いる か否 か を確 か め る。

aコ ース教 材 に つ い て の学 生 の 知 識 に対 しコ ース教 官 が どん な評価 を して

い る か確 め、 筆 記 試 験 に あ らわ れ た学 生 の弱 点 を調 べ る。

4学 生 の プ リゼ ン テ ー シ ヨン能 力 や、 説得 技術 を 調べ る。

5コ ー ス の ブ リゼ ン テ ーシ ヨン や教材 が、 学 生 に 与 え た イ ンパ ク トにつ い

て、 学 生 や ス タッ フ が感 想 や意 見 を述べ た と きに は、 そ れ を記 録 して お く。

6学 生 や ス タ ッフ 両者 に とっ て、 積 極的 に役 に 立 つ こ と。

〈 合格 ・不 合格 ・再 試験 〉

三 つ の 試験 の い ず れ に も受 か れ ば 合格 で ある 。 い ず れ か に 失 敗 すれ ば、 通

常 は不 合 格 に な る。 三 つ の内、 一 つ に失敗 した場 合 に ほ、 試験 官 の判 断 に よ

り、 そ の失 敗 した 一 部 門 に だけ 再 試 験 を受 け られ る 。

そ れ は あ る 一 定 期 間 を お いて か ら行 うが、 再 試験 を 受 け るの は通 常 、 コ

ース を とっ た セ ン タ ー に お い て で あ る。 しか し、 試 験 委 員会 に、 ちが う場 所

での再 試験 を願 い 出 る こ とが で きる。

NOCシ ス テ ム分 析 基 礎 免 許 は、 コン ピュ ー タ関係 の会 社 や訓 練 教 育 セ ン

ターな ど、 英 国 中で 認 め られ てい るo

そ の上 の資 格 に は 、NCCシ ステ ム分析 上級 免許 が あ る。

〈 コ ース で扱 う題 目〉

第1課 の コ ース入 門 と、 第27課 の コ ースの 復 習 は、 通 常 の講義 形 式 で は

ないo第2課 か ら26課 まで は、 ひ とつの 主題 あ るい は 関連 した主題 の い く

ヒぷ
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つ かか ら出来 て い る0

2課 シ ス テ ム ・ア ナ リス トと環 境

1部 シ ス テ ム ・ア ナ リス ト

2部 シス テ ム ・ア ナ リス トを とb囲 む 環境

3課 シ ス テ ム ・コン トロール

4課 事 実 の 発 見 と調 査

5課 事 実 の 記録 と分 析

1部 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン ・ス タ ンダ ー ド

2部 事 実 の 記 録

3部 手 順

4部 デ ー タ

5部 関 係 と相 互 作 用

6部 事 実 の要 約 と記 録

7部 批 判 的 評 価

6課 ハ ー ドウ エ アの 変 更

1部 概 論

2部 小 型 コ ン ピュ ー タ ー

3部 中型 及 び 大 型 コ ン ピュ ー タ ー設備

7課 ソ フ トウエ ア の変 更

1部 機 械 志 向型 ソ フ トウエ ア

2部 ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ

8ii果 システ ム ・デ ザ イ ン

9課 フォ ー ム ・デ ザ イン

10課 シス テ ムの 正 当 化
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11課 フ ァ イ ル ・デ ザ イ ン入 門

12課 情 報 検 索

13課 コ ー ド ・デ ザ イ ン

14課 デ ー タ ・キ ャ プ チ ャ ー

1部 デ ー タ ・ キ ャ プチ ャ ー と 変 換 の 段 階

2部 デ ー タ 変 換

3部 デ ー タ ・ コ ン 『ト ロ ー ル

4部 デ ー タ伝 送

15課 ア ウ トプ ッ ト ・デ ザ イ ン

16課 ドキ ュ メ ン トの 取 扱 い と複 写

1部 書 類 の 取b扱 い 装 置

2部 ドキ ュ メ ン トの 複 写

17課 デ シ ジ ョ ン ・ テ ー ブ ル

18課 タ イ ミ ン グ

19課 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

1部 レ ポ 『 トの 設 計

2部 シ ス テ ム の 販 売

20課 フ ァ イル ・デ ザ イ ン

1部 直 列 フ ァ イ ル

2部 ダ イ レ ク ト ・ア ク セ ス ・フ ァ イ ル

3部 フ ァ イ ル 選 択

21課 フ ァ イ ル ・デ ザ イ ン(分 類 と安 全)

1部 分 類

2部 フ ァ イ ル の 安 全
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22課 事 務 手 続 き の デ ザ イ ン

23課 コ ン ピ ュ ー タ ー手 順 の デ ザ イ ン

24課 プ ロ ジ ェ ク トの 管 理

1部 プ ロ ジ ェ ク トの 計 画

2部 性 能 の ス タ ン ダ ー ド

3部 プ ロ ジ ェ ク トの コ ン ト ロ ール

25課 イ ン プ レ メ ン テ ー シ ヨ ン

26課 情 報 源

⇔ こ の コ ー ス に は 、

が 含 ま れ る。

1

2

3

ビ ジ ネ ス ゲ ー ム ひ と つ と、3っ の ケ ー ス ・ス タ デ ィ

ビ ジ ブ ル ・ レ コ ー ド ・コ ン ピュ ー タ ー(エ ク セ ル シオ ー ル 印 刷 株 式 会 社)

事 実 の 発 見 調 査(リ ア イ ア ブ ル ・モ ー タ ー株 式 会 社)

ジ'

販 売 元 帳 と ク レ ジ ッ ト ・ コ ン トロ ー ル(ゼ ネ ラ ル 。ケ ミ カ ル 株 式 会 社)

?
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☆ 上 級 シ ス テ ム ・ア ナ リ ス ト養 成 コ ー ス

〈 概 要〉.

この コ ース は、 シス テ ム ・ア ナ リス トと して 一 年以 上 経 験 が あ り、 しか も

基 礎 コ ース以 上 の トレー ニ ン グ を必 要 と して い る人 の た め の 心の で、 ビ ジネ ス

ス に つ い て の ア ナ リス トの知 識 を広 め、 ビ ジネス にお け る シ ス テ ム ・ワー ク

の役 割 を 強調 す る もの で あ る。 基 礎 コ ース でや っ た よ り もず っ と深 くシステ

ム方 法論 を研 究 し、 デ ー タ ・ベ ー ス ・オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ンや 、 マネ ー ジメ ン

ト、 な らび に シス テ ム評 価 に つ い て詳 しい考 察 を加 え、 オ ペ レ ー シ ョ ンズ ・

リサ ーチ の テ ク ニ ック を紹 介 す る。

こ の コ ースは 、 専 門職 養成 の一 部 と考 え られ、NCCシ ス テ ム分 析 上 級 免

状 獲得 の準 備 とな る。 そ う した 目的 を持 っ た学 生 に とっ て は、 免許 試験 の 少

し前 に コース を と るの が望 ま しい。 コース は試験 の 出題 分野 の 全部 を網 羅 し

て あ るが、 コー ス 修 了時 と試験 ま での 間 に、 学 生 は か な りの 読 書 を す る必 要

が あ ろ う。

●

〈 コー ス の 目標 〉

コ ース修 了時 に は、 学 生 は 以 下 に示 した レベ ル に達 す る こ と にな っ てい る。

1ビ ジネ スの 諸 機 能 と機 能 間 の相 互関 係 を理 解 し、'組織 の情報 ニ ー ドに つ

い て マ ネ ー ジャ ー 達 と討 論 で きる0

2組 織 の ニー ドに 叶 っ た情 報 シス テ ムをデ ザ インす る こ とが で きるo

a人 間 関係論 を ある程 度 ま で理 解 で き、 シ ス テ ム ズ ・ワー クvak・ け る 人間

関 係 の 意 味 を考察 で き る0

4.デ ー タ ・オ ー ガ ニゼ ー シ ョン の さ ま ざま な 方法 を完 全 に理 解 し、 デ ザ イ
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●

ナ ー に とって こ うした もの が どん な か か わ り合 い を持つ か を認 識 し、 あ る

シ ステ ムに最 適 な方 法 を選択 す る こ とが で きる0

50.R.テ ク ニ ック を採 用 すれ ば解 決 で きる、 ビ.ジネ ス上 の 問題 を識 別 で き

る0

6ハ ー ドウエ ア、 ソ フ ト ウエア、 シ ス テ ムの 客観 的比 較 な らび に 評 価 を行

うの に 最 良の テ クニ ック を選 択 し使 い こ なす。

7オ ン ラ イン処 理 が で きる適 用 分野 を見 つけ 出 し、 そ う した適 用 か ら起 っ

て くる利 点 や問 題 点 を明 らか にす る こ とが で きる。

8さ らに読 書、 学 習 を して、NCCシ ステム分析上級免許試験 に合 格 で きる。

〈 コ ー ス 参 刀口者 〉

基 礎 的 な シ ス テ ム ・ ト レ ー ニ ン グ の コ ー ス(NCC基 礎 コ ー ス、 又 は メ ー

カ ー や コ ン サ ル タ ン ト会 社 の コ ー ス な ど)を 既 に 修 了 し、 最 低 一 年 以 上 の 経

験 を 持 っ て い る 人 の た め の コ ー ス で あ る 。 コ ー ス 参 加 者 は、 細 か な 指 導 な し

に 、 シ ス テ ム ズ ・ ワ ー ク を 遂 行 し た 経 験 を 持 っ て い なけ れ ば な ら な い 。

〈 期 間 〉

四週 間 、160時 間 の コニス であ る。(週 末 には授 業 が ないの が原 則 で あ

るが 、 週 末 も使 っ て よい 場合 に は、 い くつ か の セ ッ シ ョンを延 長 して指 導 時

間 を増 やせ る。)四 週 間 は、 講 義討 論 と実 習 の 半 々に使 われ る。
■

〈 コ ー ス内 容 〉

講 義 と討 論。 通 常 は細 か い講 義 ノ ニ トは学 生 に与 え ない。 代 りに十 分 な参

考 文 献 を つ け、 さ らに講 師 の 指 導手 引 き を学 生 用注 釈 ノ ー トに入 れ た。 然 し
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講師 は 学 生用 注釈 を す べ て網 羅 す る必 要 は な い。 そ れ より も、 学 生 や ス タ ジ

フが 重 要 だ と思 う点 を 討論 す る方 が 望 ま しいo

〈 授 業 の 題 目〉 、

以 下 に あ け た 相 互 に 関 連 し あ っ て い る5つ の テ ー マ を 扱 う。

1シ ス テ ム方 法 論

コ ー ス の 最 初 の 三 週 間 で 扱 い 、 シ ス テ ム理 論 、 シ ス テ ム ・デ ザ イ ンへ の 系

統 的 ア プ ロ ーチ 、 ビ ジ ネ ス 情 報 の 構 造 、 開 発 の た め の プ ラン ニ ン グ、 シ ス テ

ム ・デ ザ イ ン の 手 順 、 シ ス テ ム ・デ ザ イ ン の 技 術 的 側 面 、 イ ン プ レ メ ン テ ー

シ ョ ン、 シ ス テ ム ・デ ザ イ ン の レ ヴ ュ ー と い っ た 主 題 を 扱 う0

2ビ ジ ネ ス と 〔 ネ ー ジ メ ン ト

第 一 週 を あ て 、 ビ ジ ネ ス 組 織 、 ビ ジ ネ ス の 諸 機 能 、 機 能 統 合 、 マ ネ ー ジ メ

ン トの 役 割 、 意 思 決 定 、 会 計 、 マ ネ ー ジ メ ン ト ・ア カ ウ ン テ ィ ン グ を 扱 う。

3シ ス テ ム の 評 価

こ こ で は あ る 程 度 マ ネ ー ジメ ン トの テ ー マ を取 り上 げ 、 そ こ で 示 唆 さ れ た

ア イ デ ィ ア を、 コ ン ピ ュ ー タ に ベ ース を置 い た、情 報 シ ス テ ム の 管 理 に 適 用

す る 。 後 半 の 二 週 間 を 当 て、 シ ス テ ム 評 価 初 歩 、 評 価 テ ク ニ ッ ク 、 信 頼 性 と

安 全 性 、 コ ン ピ ュ ー タ の 選 択 、 デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ の 費 用 、 サ プ ラ イ ヤ

ー ・サ ポ ー ト
、 性 能 評 価 を 学 ぶ 。

4コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ

コ ー ス の テ ク ニ カ ル な 側 面 は 、 ま ん 中 の 二 週 間 で 扱 う。 コ ン ピ ュ ー タ と

外 界 の イ ン タ ー フ ェ イ ス、 及 び 機 械 の 作 用 を研 究 し、 第 二 週 目 で は 、 オ ン ラ

イ ン ・ シ ス テ ム の 初 歩 、 イ ン プ ッ ト ・ア ウ トプ ッ トの 問 題 、 デ ー タ ・コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン
、 待 ち合 せ(こ れ は オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リサ ー チ と 関 係 ず け る'〉
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を 学 び 、 オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム を 強 調 す る。 学 生 は 、 バ ッチ ・ブ ・ セ シ ン グ

を か な り知 っ て い な け れ ば な ら な い 。

第3週 で は、 フ ァ イ ル ・ス トア レ ッ ジ ・メ デ ィ ア,オ ペ レ イ テ ィ ン グ ・ シ

ス ァ ム 、 ア 一 夕 ・ア ナ リシ ス 、 デ ー タ ・ベ ー ス の要 件
、 デ ー タ ・ペ ー ス ・デ

ザ イ ン、 小 型 コ ン ピ ュ ー タ を扱 う。

5オ ペ レ ー シ ョナ ル ・ リサ ー チ

こ の テ ー マ の 必 要 性 も ま た 、 ビ ジ ネ ス や マ ネ ー ジ メ ン トの 問 題 か ら生 じて

い る。 こ の 主 題 は 四 週 間 の コ ー ス を 通 し てず っ と と り入 れ ら れ て い る。 オ ペ

レ ー シ ョ ン ズ ・ リサ ー チ 、 モ デ ル 作 り、 統 計 と情 報 の プ リゼ ン テ ー シ ョ ン
、

待 ち合 せ 、 ス トッ ク ・ コ ン ト ロ ー ル 、 予 測 、 生 産 コ ン トロ ー ル、 リニ ア ー ・

プ ロ グ ラ ミ ン グ、 そ の 他 の オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リサ ー チ の テ ク ニ ッ ク を 扱 う。

6そ の 他 の テ ー マ

人 間 関 係 論 を と り あ げ る 。 こ れ は 別 個 の テ ー マ と して 学 ぶ ほ か に 、 他 の 時

間 に も と り 扱 う。

■

〈 実 習XYZ陶 器 株 式 会 社>

XYZ陶 器 株 式 会社 と い う架 空 の 会社 で企 画 さ れ て い る、 統 合 管 理情 報 シ

ス テ ムの 研 究 に実 習 時 間 の ほ とん ど を使 う。 この ケ ー ス ・ス タ ディ ーは、 い

くつ か の モ ジ ュ ール に 分 け られ るが 、基 本 的 に は二 つ で あ る。 モ ジュ ー ル1

か ら5で は、 学 生 はXYZ社 の 管理 職 の役 割 を演 じ、先 ず 全 体的 に、 次 には

情 報要 件 と の関係 か ら会 社 の 方針 を考察 して か ら、 情 報 ニー ズ の 明 細 を作 る。

モ ジ ュ ール6か ら8で は 、 シス テ ム ・ア ナ リス トに なb 、 モ ジ ュー ル5で 作

った 明細 を も とに会 社 に 適 す る コ ン ピュ ー ター ・ペ ー スの 情 報 シス テ ムの デ

ザ イ ンを 計 画 しな け れ ば な らな い。
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XYZ社 の ケー ス ・ス タデ ィ の他 に、O.K関 係の授 業 な どで も別 の例 題 を

行 う。

以 上 述 べ た コ ース や それ 以 外 の コ ー スに は、 パ ッケ ー ジを使 用 してい る。

多数 の 人 を教 育 しな け れ ば な らず、 そ の仕 事 のた め に大 勢 の 人間 を動 員 し、

しか も同 じス タンダ ー ドで、 同 じ 目標 を達 成 しなけ れ ばな らない 場 合 、 最 も

良 い 方法 は、 良 い教 材 を提 供 す る こ とで あ る。 我 々 はそ の ため に、 パ ッケ ー

ジ ン グ ・ア ブ ・一チ を開 発 し、 教 材、 時 間 表、 教 師 用 ノ ー ト、 学 生 用 ノ ー ト

を デ ザ イ ン し、 教 師 が どの 分 野 を 教 え るか だ け で は な く、 どん な 風 に取 り扱

い、 どん な テ ク ニッ ク をつ・か い、 どん な読書 リス トを与 え るべ きか を示 したo

そ の上 、4週 間 の授 業 が 始 る前 に、 ス ライ ドや フ リップ ・チ ャー トな ど、 視

覚 教育 の補 助 材 料 の す ぺ て を用 意 した。 とい う こ とは、 さま ざ まな組 織 がN

CCの パ ッケ ー ジを 買 っ て コース を運 営 す る こ とに よb、 開 発 費 を節 約 で き

る の で あ る。 もちろ ん、 どん な人 で もパ ッ ケ ー ジが あれ ば、 コー ス 運営 が で

きる とい う訳 では 決 して ない が、 適 当な 経 験 が あ り、 コ ミュ ニ ケー シ ョン の

能 力が あれ ば 、 コ ー ス を運 営 で き る の であ る。

1967年 に 基礎 トレ ーニ ン グ ・パ ッケ ー ジを最 初 に作b、NCC基 礎 免

許 の準 備 に な る よ うに した。 これ は大成 功 を納 め、 現在 の もの は第 三 改定 版

で あ るが、 さ らに改 定 す る必 要 が あ る。 多 くの テク ニ カル ・カ レ ッ ジや 組 織

が この コー ス を運 営 してい るo

テ ク ニ カ ル ・カ レ ッジ で運 営 され る ため の6週 間 の コ ー スは、 ノ ン ・レジ

デ イ シ ヤル'コ ー ス で、 コー ス終了時 には、 システム分析試験 委員会 の 免 許 試験

を 受け る こ とが で き る。

6週 間 コ ース を と る人 は、 ビ ジ ネス、 あ る い は コ ン ピ ュ ー タ のい ず れ か

に つ い て、 あ る程 度 の知 識 を持 っ て い なけ れば な らな い。 その下 の レベ ル に
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●

は、 二 つの コー スが あ るo

「デ ー タ ・プ ロセ シ ング の基 礎 」 とい う一 週 間 の コース は、 ゴン ピュ一 夕

が ど の よ う に 開 発 さ れ た か、 ビッ トや バ イ トとは何 か とい った基 本 的 な も

の を教 え る。

二 週 間 の 「ビジネ ス ・オ リエ ン テー シ ョン ・コース」 は どの よ うに ビ ジネ

ス が 形成 され、 会 社 に いか な る情 報 ニーズ が あ り、会 計 や在庫 な ど、 ビ ジネ

スの 諸 機 能 を教 え る。 従 って、 大学 で はテ ク ニ カル な もの を や ったが
、 ビジ

ネス につ い て 何 も知 ら ない とい う人 に は、 ビジ ネ ス にお け る コ ン ピ ュLタ

の利 用 に つ い て理 解 させ る コ ース で あ る。 以 上 二 つ の基 本 コー スの どち らか

を とれ ば、 六 週間 の コ ース に参 加 で き る。

そ れ 以 来 、NCCで は 多 くのパ ッケ ー ジ を制作 したが、 そ れ らす べ て の 目

的 は 同 じで、 大 き な コ ミュ ニテ ィ ー をで き る だ け早 く教 育 す る こ とで ある。

NCCの メ ンバ ーす べ て にパ ッ ケ ー ジが 手 に入 る よ うに な ってい る し、 海外

に も多 くパ ッケ ー ジが 売 れ た。

NCCシ ステ ム分析土級 免許 用の四週間コ ー ス に も、 パ ッ ケ ー ジが あ る。 この

コ ース も、NCCで は 行 わ ない。NCCに は 非 常 に多 くの仕事 が あb
、 ス タ

ッフ を定期 的 に 四週 間 もと られ ては困 るか らで ある。 文 官 や キ ュ ーバ政 府 の

た め に コ ース を 運営 した の は特 別 で あ る。 従 っ て、 英 国 内外 の 組織 は、NC

Cの パ ッケ ー ジが 良 い と思 えば 、 そ れ を使 用 で きる の で あ る。

こ れ らの パ ッケ ー ジの ほ とん どの 部 分 は、NCCの ス タ ッ フや、 我 々の 持

っ て い る もの か ら作 ったが、 一 部 は、 メン バ ー で あ る コ ンサル タ ン トや、 会

社 や 、 大学 に 作 っ て も らった。 六 週間 コース の パ ッケ ー ジた は、 コ ン ピュ ー

タ ・メ ー カ ー や 、 ユ ーザ ー な ど、 い ろい ろ な人 に協 力 し、 参 加 して も らっ

た。 最近 では、 我 々がほ とん ど やって い るが、 外 部 の 人 々は、 専 門分野 では
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最 新 知 識 を もっ て い る の で、 彼 らの最 新情 報 を、 パ ッ ケー ジに 入 れ られ るの

は 良 い ことで あ る。

☆教 育 におけ る シス テム分 析 の今 後 の 問題 点

我 々がや っ て い る のは、 普 通 の ス タッ フの た めの 中程 度 の レベ ルの 教 育 で

あ る。 この教育 に加 え て、 シス テ ム ・ア ナ リス トの専 門 的 な ス タン ダ ー ドを

上 げ るの に 努 力 を払 わ なけ れ ば な ら な いoつ ま り、 シ ス テ ム ・ア ナ リス トが、

組 織 に.与え る影 響 や恩 恵 を 皆 に 認 め られ る程度 に ま で レベ ル を上 げ る とい う

こ とで あ る。 これ こそが 、 社 会 に 対 す る貢 献 とい う点 か ら も、 一 番 大 きな 課

題 であ る と思 う。 そ うで な い な らば、 我 々が行 って い る トレー ニ ン グは、 当

然 与 え るべ き イ ンパ ク トを与 え な い こと にな っ て しま うの で あ るo

いず れ に して も、NCCで は 当面 シ ステ ム分 析 の社 会的問 題 あ る いは社 会

シ ステ ムの適 用 とい った 問題 に ま で指摘 し て と り上 げ る予 算 は もって い な い

し、 少 な くと も コ ン ピュ ー タ ーで処 理 し うる よ うな性 質 の課 題 を中心 にす る

領 域 での教 育 とい う課題 を 中心 に して 活 動す るつ も りで い る。

■
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皿 一2情 報 科 学 ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン 研 究 所

(エn・titutdeRθc・herch・d"エnf・rmatiquee七

d'Au七 〇皿atique;工R工A)

当 研 究 所 に は、 マ ナ ー ジ メ ン ト ・セ ク シ ョ ン、 リサ ー チ ・セ ク シ ョ ン だ け

で な く教 育 セ ク シ ョ ン も あ る 。 そ こ で はMIS(〔 ネ ー ジ メ ン ト ・ イ ン フ ォ

メ ー シ ・ ン ● シ ス テ ム)の た め に い ろ い ろ な レ ベ ・レの コー ・ス を 作 っ て い て
、

ト ッ プ ク ラ ス の 経 営 者 、 ア ナ リス ト、 プ ・グ ラマ ー を教 育 して い る。 教 育 セ

ク シ ョ ン に は 、 社 会 学 者 が 二Aい る が1968年5月 に 社 会 学 大 学 か ら騒 ぎ

が は じま っ て以 来 、 社 会 学 者 は 余 り良 く思 わ れ て い な い こ と に 一一寸 留 意 さ れ

た い ・ トウ レ ー ヌ 教 授 は 情 報 と コ ン ピ ュ ー タの 社 会 に 与 え る 重 要 性 を 重 視 し

て い る 。

フ ラ ン ス に お い て は 、DelegationofInformatiqueが
、 コ ン ピ ュ

ー タ 科 学 と コ ン ピ ュ ー タ ・テ ク ノ ロ ジ ー の 開 発 計 画 を 長 い 間 管 理 し て き

たo今 月 始 め にDelegationofInformatiqueが な く な り、産 業 研 究 者

(Ministry ,ofIndustryandResearch)と な っ た 。 そ の 下 に 産 業 総

局(GeneralDi.rectionforIndustry)が あb、 そ の 下 に情 報 ・オ ー

ト メ ー シ ョ ン局 が あ る

情 報 化 社 会(InformationSociety)計 画 で は、 行 政 の 合 理 化 と コ ン ピユ

ユ 一 夕 化 の た め に 、 首 相 特 別 補 佐 官 を 必 要 と して い る。 デ レ ガ ン ・ア ・ ラ'

・ イ ン フ オ ル マ チ ック は そ の 仕 事 を 行 っ て お り
、 政 府 の 情 報 化 プ ・グ ラ ム の

ガ イ ドラ イ ン を 調 査 し遂 行 して い る。

IRIAは 、 産 業 総 局 長(GeneralDirectorofIndustry)と 直 接

に つ な が っ て お り 、 同 局 長 にIRIAの 理 事 長 に な っ て も ら?て い る。
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IRIAに は 四 つ の 主 要 部 門 が あ る 。(第 図)

第 一－tt研 究 部 でLABORIA(LaboratoryforResearchon

InformatiqueandAutomatique)と 呼 ば れ 、 応 用 数 学 、 コ ン ピ ュ ー タ

科 学 、 デ ー タ処 理 等 の 分 野 で80人 の 科 学 者 が 働 い て い る 。

第 二 はSESORI(ServiceforSynthesisandResearchon

InfornatiqueandAutomatique)で あ る。 こ こ の第 一 の 任 務 は 情 報 科

学 の 研 究 の た め の 審 議 会(ConsultativeCo㎜itteeforResearch

onInformatiques)の 運 営 で あ る 。

第 二 は 、 良 い プ ロ ジ ェ ク ト を 選 択 し、 そ の プ ロ ジ ェ ク トの 進 行 を み ま もる

こ と で あ る。IRIAの 予 算 に は 、 特 別 な プ ロ ジ ェ ク トに グ ラ ン トを 与 え る

資 金 が 含 ま れ て お り、 そ れ は 民 間 の も の に も、 公 立 の もの に も与 え ら れ る。

第 三 の 任 務 は、 パ イ ・ッ ト ・プ ロ ジ ェ ク トの 開 発 で あ る。 特 別 プ ・ ジ ェ ク ト

で あ る コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ トワ ー ク の 樹 立 が 進 行 中 で 、 現 在 、 い ろ い ろ な

コ ン ピ ュ ー タ 間 の 情 報 交 換 手 段 を 開 発 し て い る 。 も う ひ と つ の プ ロ ジ ェ ク

トは、 ス フ エ ー ル と呼 ば れ 、CDC装 置 の 特 別 な コ ン パ イ ラ ー を 開 発 す る こ

とで あ る。 そ し て、 この プ ロジェク ト に 関 心 を 抱 い て い る ユ ー ザ ー の 諸 大 学 か

ら協 力 を 得 て い る。 そ う した 言 語 を 開 発 す る こ とに 加 え て、 我 々 が 開 発 し て

い る の は 、 同 じ機 械 を 同 時 に い ろ い ろ な 人 々が 使 う こ と を 可 能 に して くれ る

シ ス テ ム で あ っ て、 そ れ は 、 ひ とつ の コ ン ピュ ー タ ・セ ン タ ー を 研 究 者 と エ

ン ジ ニ ア ーが 同時 に 利 用 で き る シ ス テ ム で あ る 。 これ は パ ー マ ネ ン ト ・テ ィ

ー チ ン グ に密 接 な か か わ り合 い を 持 つ と考 え て も よ か ろ う。

IRIAの 第 三 部 門 は 、 テ ク ニ カ ル ・サ ー ビス で 、 新 し い 機 械 や ソ フ トウ

エ ア を購 入 し よ う と し て い る 政 府 諸 機 関 の た め に 、 コ ン ピ ュ ー タ ー の 評 価 の

方 法 論 を 開 発 して い る 。

'
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第 四 部 門 は 、SEFI(ServiceforInformationand

Training)で あ るoIRIAの 関 連 組 織 にCEPIAが あ る。CEPIA

は 、 利 益 追 求 組 織 で は な い 。 政 府 か らい く ら か の 拘 束 を 受 け る が 、 金 銭 的 な

面 で コ ン トロ ール は 受 け な い。 そ し てCEPIAに は 理 事 会 が あ る。

IRIA全 体 で は325人 が 働 い てk・b、 ・LABORIAに は80人 の 科

学 者 、SESORIで は パ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジ ェ ク トに 約15人 、 テ ク ニ カ ル

・サ ー ビ ス に は 約20人 、SEFIに は 技 術 者40人 ほ ど が い る。

<SEFIに つい て>

SEFIに は45人 が 働 い てbb、 .四 つ の 部 門 に 分 れ てい る。

第 一 はCICI(lnformationCenterforInformatique)

で、 フ ラン ス中 の情 報教 育 機 関 と職 業 につ いて の情 報 セ ン ターで あ る。

第 二 は、 出版 局 で 、 出版 活動 を行 う。

第 三は 、 ドキュ メ ン テ ー シ ョン ・セ ン タ ー

第 四 は、 トレ ーニ ン グ を扱 う。

これ らの うち ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン ・セ ン タ ーは 普通 の もの で あ る の で、

以 下 では と くにCICIと トレ ー ニ ング に つい て述 べ た い。

CICIは 、さ まざ まな 学 校 で の教 育活 動 につ い て研 究 して い る。 現 在 はそ

れ ほ ど重 要 では な くな っ たが 、 四、 五 年 前 に は、 種 々の 学 校 が 非 常 に 増 えた

の で、 そ うした 学校 で どん な こ とを や るか につ いて詳 しい 知 識 を得 て、 彼 等

の教 育 を コ ン トロール す る こ とが 大 変 重 要 で あ った。

フ ラ ンス には 継 続 的 な トレー ニ ン グ活 動 に関 す る法 律 が あ り、 会 社 はそ の

賃金 予算 の2%を 継 続 的 な トレ ー ニ ングに 使 わ な けれ ば な らな い。 そ の ため

に、 フ ラ ン スに は、 沢 山 の私 立 学 校 が あ り、 そ れ らの 中 には 良 いの も悪 い の
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もい ろ い ろ あ り、 あ ちこ ちで、 セ ミナ ー や コ ー スが 開 かれ た が、 トレー ニ ン

グ で全 く効 果 の ない もの も随 分 あ った。 従 っ て
、CICIの 任 務 は、

i)各 種 の トレー ニ ン グの 可能 性 に 関 す る情 報 を集 め、 か つ 広 め る こ と

川 プ ロ グ ラマ ー、 ア ナ リス トが どの 位必 要 とされ、 どん な プ ログ ラ マ ー

や ア ナ リス トが求 め られ て い る か と云 っ た ニ ー ドを調べ 、 か つ 予 測 す

る こ と

で あ る・ この 「予測 」 に は、 量 的 な ア プ ロ ーチ よ りむ しろ質 的 な ア プ ロー チ

を とっ て い る。 こ の質的 な ア プ ロ ーチ は 総 体 的 に なされ ね ば な らず非 常 に む

ず か しい が、 何 が教 え られ るべ き か とい う点 に、 深 くかか わ り あ い を持 っ て

くる。そ の点 を追求す るために他の 組織、特 に文 部省 との連絡が必 要 でご 新 .

しい 教 育 法 を担 当 す る 部 局(FrenchOfficeofNewMethodof

Education)、 教 育 の 資 格 認 定 セ ン タ ー(QualificafionCenter

forTeaching)、 国 立 教 育 情 報 局(NationalInformation-Office

onTeaching)な ど と協 力 し て 質 的 な ア プ ロ ー チ を行 っ て い る
。

継 続 的 な ト レ ー ニ ン グ に 関 す る 法 律 が 出 来 た の は 、 四 年 ほ ど前 で
、 そ れ は

1968年5月 の 大 学 紛 争 の 結 果 で き た も の で あ る
。

CICIで は 毎 年 、 大 学 、 私 立 学 校 、 エ ン ジ ニ ア ー学 校
、 企 業 が 作 っ て い

る 諸 学 校 、 グ ラ ン ゼ コ ー ル な ど 、 す べ て の 学 校 で 受 け られ る 教 育 訓 練 に 関

す る カ タ ログ を 作 る。 各 学 校 の 質 的 な 評 価 を カ タ ロ グ の 中 に入 れ る こ とは 出

来 な い が 、 も う六 年 も カ タ ロ グ を 作 っ て い る の で、 こ の カ タ ロ グの 中 に あ る

学 校 が 載 っ て い な け れ ば 、 そ の 学 校 は 良 くな い と い う こ と を意 味 す る こ と に

な るo何 故 な らば ブ ラ ッ ク ・ リス トは 作 れ な い か ら で あ る
。

この カタログは い ろ い ろな学 校 で行 わ れ る コ ー ス を リス ト した も の で あ っ て コ

ー ス の 評 価 と い うの は非 常 に む ず か し くか つ 微 妙 な 問 題 で
、 国 立 大 学 の 評 価
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で も大 変 で あ るた め にそ れ は行 っ て いな い。

しか し、 コ ー ス評 価 の情 報 は二 つ の 方 法 か ら得 られ る。

そ の一 つ は、 ユ ー ザ ー、 情 報局 の マ ネー ジ ャ ー、 会 社 、 トレー ニ ング ・ス

ク ー ノレの ス タ ッフ な どにそ う した エ ンジニ ア 一連 の 能 力 や資 格 を たず ね た り、

AFI(FrenchAssociationofInformation)や 国 立 雇 用 庁

(NationalAgencyforEmployment)に 、 どん な種類 の 人 間 が

必 要 と さ れ て い るか をた ず ね る こ とで ある。 これ は間接 的 な 方法 で あ る が、

学 校 で の教 育 訓 練 が 、 実 社 会 に どん な適 応 を して い るの か を知 る こ とが 出来

るo

第 二 は 直接 的 な 方法 で、 我 々 が私 立 学校 に 人 を送 って、 ク ラスを見 学 さ せ、

評 価 さ せ る方 法 で あ る。 そ して我 々 と して は 間接 的 な方 法 を重 視 して い る。

ま た、GEPIAで 訓練 を 受け て い る人 々 と、 他 の学 校 で 学/.で い る人 々

を比 較 す る こ とに よ り評 価 す る こ と もで き るo新 聞 も どん な種 類 の 人 が 必 要

とさ れ てい る か を発 表 す る の で 、 ニ ー ズを統 計 的 に把 握 で き る。

以 」二、CICIが どの 様 に 情 報 を収 集 し、 広 め るか を説 明 したが、 そ の 他

に も外 部 か ら電話 も受 け る し、 各 々の 高 校 には教 育 ア ドバ イザ ーが いて 、 デ

ー タ ・プ ・セ シン グの 分野 で、 どん な教 育 が どん な方 法 で受 け られ るか につ

い て 父 兄 や 学 生 に教 え てい る。 ま た、 私 立 学 校 のひ とつひ と つ の調 査 に は、

二、 三 年 前 に大 きな 努 力 を払 っ た の で、 デ ー タ ・フ ァイ ル を新 し く して 完全

な もの に す る ことは 、 現在 は そ れ 程重 要 で は な い。 そ して 現在 重 要 な の は、

ニ ー ズ に合 う トレー ニ ン グを 完備 す る とい うこ とで あ る。 そ の た めにCIC

Iは 、 ニ ー ズ に合 う トレー ニ ン グ とい う点 に つ い て大 が か り な質 問 調査 を行

っ た。 そ れは 、 現 在 学 生 た ちに与 え られ る資 格 が、 仕 事 を 見 つけ る上 で どの

よ.うに役 立 っ た か と い う調 査 で、 文 部省 と全 国 雇 用 庁 の 協 力 を得 て行 っ た。
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この調 査結=果 は継 続 的 な トレ ー ニ ン グ を考 え る上 で大 い に参 考 に な る もので

あ る。 そ して エ ン ジ ニア ーに必 要 な 資格 つ ま り"何 を教 え るか"は わ か るが

"ど の様 に教 え る か"は 大 き な問題 で あ る
。 この場 合、 人 々 の ニ ー ズは異 り、

特 に行政 に たず さわ っ て い る 人 々の ニ ーズ は、 多様 で ある の で、"情 報"に

つ い て十 分 な知 識 を持 たね ば な らな い。 す でに行 政 の様 々の レベ ル で仕 事 を

を し てい る人 々 は、 教 師 達 に よっ て新 しい事 柄 を教 え られ て い る が、 情 報科

学 が 彼等 に 与 え られ る もの に つ い て しっかb認 識 す る必 要 が あ る。CEPI

Aは 、 そ う した人 々用 の コ ース を組 織 してい る。

IRIAの 中 の 小さ な部 門 で あ るSEFIの トレー ニ ン グ部 門 は、 主 と し

て 科学 の専 門 家 の 方 を 扱 っ てい る。 そ してCEPIAの 活 動 は、 ど ち らか と

い うと、 専 門 家 で ない 人 を対 象 と してい る。 前 者 の 活動 は、 デ ー タ ・プ ・セ

シ ング、 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 の専門 家 を対 象 と して お り、 そ の 人 達 の た めの

上 級 コ ース は、IRIAの 研 究 部 の リサ ー チ とお お い に 関係 が あ る。

この学 校 の もうひ とつ の 主 眼点 は、 イ ン ター デ ィ シプ リナ リー な ア プ ロー

チ を重 視 し、 高度 の知 識 を持 った専 門 家 の た めに、 医学 と情 報 科 学、 法 律 と

情 報科 学 、 言 語 学 と情 報 科 学 といっ た コ ース を組 織 す る ことで あ る。 も うひ

とつ の 点は、 医 学 者、 法 律家 、 言語 学 者 な どの科 学 者 と、 コ ン ピュ ー タ ー技

術 者 間 の知 識 を増 大 させ る た めに、 イ ン ターデ ィシ プ リナ リー な 学 校 を組織

す る こ とで あ る。

●

〈教 育活動 の具体 的内容〉
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ク ラス の 人数 、学 費 な ど は、 コース の種 類 に よっ て異 な るが、 だい た い15

入 か ら20人 で ある。 上 級 レベル の コー ス は セ ミナー と 同 じなの で、20人

が最 高 限 度 だ と思 うo

学 費 は、 一 単 位400フ ラン で、15時 間 か ら20時 間 で ある。 私立 学 校

に くらべ る と大 変 安 い の は、 我 々 の組織 が 利 益 追 求 のた め の 組 織 では ない か

らで あ る。 こ この 目的 は、 ユ ーザ ーに、 科 学 と テ ク ノ ロジ ーの最 新 情 報 を提

供 し広 め、 ユ ーザ ーの 知識 を 深 め る ことで ある。 そ して、 財政 的 に は学 費 だ

け で コ ース を運 営 してい る の で は な く政府 か ら補 助 を 受 け て い る。

CEPIAの 中 で、 教 育 、 訓練 コー スの た め の専 任教 官 は3～4名 で あ る

が、 そ の他 は研 究所 な ど か ら必 要 に応 じて 人 を集 め て コー ス を編成 して い る。

また、CEPIAの 活 動 の 中 に は、 国 際 セ ミナ ー も含 ま れ てい て、 そ の一

つ は アナ リス トとプ ロ ジェ ク ト・マ ネ ー ジ ャ ー の ため の6ケ 月 ○ コ ース、 他

の一 つ は マ ネ ー ジャ ーの た め のt5ケ 月 の コー ス で あ る。 そ して後 者 の場 合 、

引 きつX'い て も うL5ケ 月 ま で は市 庁 や企 業 で の仕 事 に 従 事 しな が ら うけ ら

れ る コー スが 用 意 さ れ て いる 。

そ して この コース で は、 ケ ー ス ス タデ ィ ・メ ソッ ドが取 り入 れ られ、 理 論

と応 用 の バ ラン ス を とる よ うに 配慮 され て いる。

現 在 ま でにCEPIAで は 一年 間 あ た り 約2000名 の教 育 を行 な っ て い

るが、 そ の 人数 は設 立 当初 か ら通 算 す る と約1万 名 に達 して い る。 ま たそ の

中 に は1000名 の 外 国 人 が加 わっ てい る。 この コ ー ス にtov>て は、 社 会 的

問 題 に対 す る 情 報 科 学 の 応 用 とい うテ ー マ につ い て は、 今 ま で あま り系 統 的

に取 り上 げ られ て きてい な い 。

そ して フ ラン スの場 合、 社 会 科学 の た め の 情 報科 学 の 教 育 は、 大 学 に お い

て もInformatiqueの 特 別 コース が や っ と二 年 前 か ら準 備 さ れ た ばかb
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CEPIAの 運 動状 況

‖

§

④
268

/

12.6812.6912.7012.71rl2.726.7312.73

A教 官 数 の 増 加

B:受 講 者 数(累 積)

企 業 外 国 人

25%(私企業お よ

び準 公共企業)

37%

公 共 部 門

38%

1973

受 講 者 の 構 成
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で あ って、 ま た教 育 コ ース だ け に限定 せ ず 、 フ ラ ンス にお け る情 報 科学 の社

会 的 問題 へ の 適 用 と い う領 域 での 研究 活 動 と して あげ られ る もの は、 主 と し

て 次の 三 つの 領 域 に わけ られ る。

1)人 口問 題 一 と くに労 働 に 関 す る社会 学 的 分 析

iD情 報 化 の 社会 的 影 響 一 た とえ ば情 報 化社 会 にお け る組 織 の機 能 の変 化

liD社 会 モ デ ルの 構 築

そ して 大学 そ の他 の研 究 機 関 な ど におい て も、 グ レノ ー ブル 大 学 の数理 社

会 科学 研 究 所 の トウ レー ヌ教 授 を は じめ何 人 かの 研 究 者 が これ らの問題 と と

り組 ん でい るが、 ま た全 国 的 にみ て、 ま だ研 究 が 活発 で あ る とは云 い が たい

の が 現状 で あ る。

▼
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"-3西 ド イ ツ ・数 学 ・情 報 処 理 研 究 協 会

(G・ ・eユ ユschaft斑 ・M・ 七h・matikUnd

Datenθverarbei七ung:G.M.D.)

■

G.M.D.に つ い て は、 先 方 の都 合 で調 査 団 の訪独 中 に 関 係者 との ス ケ

ジュ ール の調 整 がつ か な か った た め、 本部 の広 報 担 当者 か ら簡 単 に 現状 を き

き、 資料 を入 手 す る に とsま っ た。 そ れ らの資 料 につ いて は、 末 尾 の 〔文献

資料 リス ト〕 を参 照 され たい。 そ の 中 に は西 ドイ ツの諸 大学 、 研 究機 関 にお

い て情 報 科学 、 計 算 機 科 学 あ る い は情 報処 理 技 術 な どを と り上 げ てい る研 究

機 関 の リス ト、 お よび 各大学 の情 報 科 学 関 係 の 代表的 カ リキ ュ ラム な ど が ふ

くまれ てい る。

しか し面 接者 の 説 明 かち み て も、 ま た.これ らの 資 料や、 わ れ われ が収 集 し

た ミュ ンヘ ン大 学、 ミュ ン ヘ ン工 科 大 学、 ゲ ツ チ ンゲ ン大学 、 そ の他 の カ リ

キ ュ ラム を検 討 した結 果か ら も、 ま た現 在 の 西 ドイ ツに お い て は、 シス テ ム

分析 の方 法 を社 会 的問題 に適 用 す る とい う課題 につ いて の系 統 的教 育、 訓練

は ほ とん ど行 なわ れ ては い な い よ うで あ る。

以 下 で は、G.M.D.の 概 要 につ い て簡 単 に説 明す る。

§ エ、GMDの 歴 史

1968年4月23日

1968年5月1日

1974年5月22日

西 ドイ ツ政 府 な らび に ノー ス ・ラ イ ン'ウ

エ ス トフア リア州 政府 が 、大 型 研 究所 と し

てGMDを 設立

研 究業 務 開始

組織 の 再 編 成 と機 能 の拡 張 を行 う。
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§'2予 算

GMDの 全 般 的 な財 政基 盤 は、 提 携 者 か らの 資金 に依 存 し てい る。 応 用 志

向型 の 基 礎 研 究 も、 普 通 の研 究 開 発 も、 提携 者 が 資 金 を 出 してい る。 こ こ数

年 来 の 出 資 比率 は、 政 府 が90%、 ノル トラ4ン ・ウェストフア リア州 政 府 が10

%で あ るo

将 来 は、GMDが 行 うプ ロ ジェ ク トや サ ー ビス 活動 は、 無 料 で は な くなb、

GMDの 活 動 で恩恵 を受 け る所 に 、 費用 を負 担 して も ら う。

1972財 政 年度 の予 算 は 、2600万 マル ク

1973財 政 年度 の 予 算 は 、3100万 マ ル ク

1974〃 〃 〃4800万 マル ク

1974年6月30日 現 在 のGMDの ス タッ フ数は582入 で、 そ の 内、

229人 が 大 学 卒 の ス ペ シャ リス トと管理 職 で あ る。

w

§a・ 目的 と活 動

「ドイ ツ数 学 ・情 報処 理研 究 協 会 」 の 目的 は、 以 下の 通 りで あ る。

● デ ー タ処 理 分野 に おけ る応 用 志 向型 基 礎 研 究 とそ の応 用。 と くに、 一 般

行 政 な らび に 数学 に お け る研 究 と応 用 は 、GMDの デ ー タ処 理 の重 要 な 目

的 で あ る。

● 西 ドイ ツ政 府 の デ ー タ処 理計 画 の な か の開 発 プ ロジ ェク トの実 施

● デ ー タ処 理 の適 用 と導 入 な らび に、 特 別 な デ ー タ処 理 プ ロジ ェ ク トへ の

参 加 に関 して、 色 々 な公 的 機 関 にア ドバ イス を提 供す る。

● 西 ドイ ツ政府 とノ ル トライ ン'ウ エ ス トフア リア州政 府 とい う二 大 提 携

者 の ため の 特 別 活動

一 補 助 的 デ ー タ処 理 キ ャ パ シ テ ィの 確 保
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●

一訓 練 と教 育

一提 携 者 が後 援 す る プ ロジ ェ ク トの管 理

一標 準 化 問題 へ の参 加 と
、 標準 化 委 員会 へ の協 力

GMDは 、 デ ー タ処 理 とい う分 野 にお け る応用 志 向型 基礎 研 究 、 応 用 研 究

開 発 を追 求 す る大型 研 究 所 で ある。 テ レ ・プ ロセ シ ング も、 デ ー タ処 理 の 分

野 に 入 っ てい る。 長期 的 な基礎 研 究 と、 開 発の諸 プ ロジェ ク トは、 ひ とつ の

ユ ニ ッ トを形成 して い る の で
、 研 究 中 に生 れ た発 見 は 、 開発 プロ ジェ ク トの

中 に直 ちに利 用 され る の と同時 に、 研 究 活 動 自体 も、 実 用 的 な プ ロジェ ク ト

か ら刺激 を 受 け、 目的 ・目 標 を新 た に構 成 しなおす こ とが で きる。GMDで

は・ 顧 問 活 動 や・契約 プロジェク トも行 い・ とくに・一 般 行政 の 分 野 で 盛 ん にや っ

て い る。 そ の ほ か、 概 念 的 問題 も研 究 してお り、 デ ー タ処 理 シス テ ムや
、 デ

ー タ処 理 応 用 の改 良 や 発展 の た め に力 を尽 して い る
。 従 っ て、GMDの 研 究

開発 活動 は、 ソフ トウ エ ア、 一 般 行 政 に お け る シ ス テ ム分析、 将 来 の デ ー タ

処 理 シス テ ムの構 造 上 の問 題 な ど、 す べ て の範 囲 を網 羅 す る もの で あ る。G

MDは 、 大 学 と産業 界 と の連 けい 役 も果 して いる。

GMDは 、 他 の 大 型研 究所 とは異 なb、 研 究 開 発 の上 で なさ れ た 発見 を
、

直接 に関 係 官 庁 に提 供 す る こ と に よって、 諸 官 庁 と緊密 な関係 を保 っ て い る。

そ の上 、 デ ー タ処 理 に携 わ っ てい る 他 の研 究所 、 デ ー タ処 理 産業 界、 ユ ー ザ

ー と も連 絡 を とっ て い る
o

GMDの コ ン ピュ ー タ ・セ ン ターは、GMDの 特 別 な応 用 プ ロ ジェ ク ト

や、 開発 プ ロ ジェ ク トの た め に使 われ て い る だけ で な く、 提携 著 た ちの補 助

コ ン ピュ ー タ ・セ ン タ ー と して も、 また、 経 済 上 の理 由 で 自分 の所 では コ

ン ピ ュ ー タ ・セ ン ター を持 て な い 官 庁 の デ ー タ処 理 セン タ ー と して も使 用

され て い るo
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デ ー タ処 理 要 員 の 教 育 。訓 練 は 、GMDの 重 要 な 機 能 の ひ とっ で あ る 。 デ

ー タ処 理 の 教 員 は 、 デ ー タ処 理 開 発 、 発 見 、 動 向 な ど に つ い て 、 専 門 家 が 教

え る コ ー ス や セ ミ ナ ー や 、 客 員 研 究 員 が 行 う講 義 を 通 じて 、 高 度 の 訓 練 を 受

け られ る。 さ らに 、 公 務 員 も、 情 報 科 学 に つ い て トレ ー ニ ン グ を 受 け られ る。

将 来 は、 デ ー タ処 理 と、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と い う主 題 が 重 要 な 焦 点 と な

り、 ダ イ ナ ミ ッ ク な 開 発 がGMDで 行 わ れ る 可 能 性 が あ る。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン と の 連 け い 役 は 、 テ レ ・プ ロ セ シ ン グ で 、 これ は 、GMDの ダ ルム シュ タ

ッ ト研 究 所 が 、 ドイ ツ国 有 郵 便 のFernmeldetechnischesZentral-

amtと 、DATELと 協 力 して 研 究 し て い る 。

西 ド イ ツ政 府 の 、 デ ー タ処 理 第 二 計 画 で は 、GMDは 、 研 究 技 術 者

(MinistryofResearchandTechnology)の た め に、 貿 易 ・産 業 界

に於 け るDP応 用 の た め の 市 場 志 向 型 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト、 市 場 志 向 型 技 術 開

発 プ ロ ジ ェ ク ト、 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト、 未 来 志 向 型 開 発 プ ロジ ェ ク トを 担 当 し

て い るo

㊦

4§

●

GMDの 各研 究所や部門の主な る活動分野

IPES

・IMA

・IGS

・IRP

政 治 計画 に お け る デ ー タ処 理 の 適 用 と、 適 用 し た場 合 に政

治 シス テ ム に一与え る影響の 重 要性。

公 共 部 門、 科 学 、 経 済 、 デ ー タ処 理 な どの 分 野 に おけ る問

題 に 対す る、 数 学 的 方 法の 新 しい 開 発 と応 用

グ ラ フ ィ ック.デ_タ.プ ロセ シ ン グに ょ り、 情 報処 理 の

新 方 法 を開 発 す る。

コ ン ピュ ー タ 、 プ ログ ラム構 造、 情 報処 理 シ ス テ ムに お

け る研 究 と応 用
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●

●

?

・ISF

・IST

・1'FV

・IDR

・IIS

・RZ

・IK

・TA

・APM

コ ン ピ ュ ー タ ・ベ ー ス の 情 報 及 び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

シ ス テ ム の 詳 細 と、 分 析 の た め の、 構 造 的 ・方法 論 的 基 礎

ソ フ トウ エ ア ・テ ク ノ ロ ジ ー、 デ ザ イ ン の 方 法 論 、 ソ フ ト

ウ エ ア の 開 発 ・評 価 、 及 び ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン。

テ レ ・プ ロ セ シ ン グの 実 用 志 向型 方 法 の 開 発 と、 応 用 。

法 律 の 、 デ ー タ処 理 志 向 型 改 良。 な らび に 、 コ ン ピ ュ ー

タ ・ベ ー ス の シ ス テ ム の 社 会 的 関 連 性 。

コ ン ピ ュ ー タ ・ベ ー ス の 情 報 シ ス テ ム を計 画 し
、 開 発 し、

設 置 す る こ と に よっ て 、 諸 組 織 に お け る情 報 処 理 と 情 報 の

流 れ を 改 良 し、 再 組 織 す る。

バ ー リン ホ ー ベ ン
、 ボ ン、 ダ ル ム シ ュ タ ッ トの コ ン ピ ュ ー

タ ・ セ ン タ ー に あ そ デ ー タ処 理 装 置 の オ ペ レ ー シ ョ ン。
.

こ の 装 置 は・ す べ て の 研 究 活 動 と プ ・ ジ エ ク トの た 弊 使

わ れ て い る が 、 行 政 官 庁 の ユ ー ザ ー に も使 用 さ れ て い る。

公 務 員 の 訓 練 と教 育 一 デ ー タ処 理 の 基 礎 研 究 、 応 用 プ ログ

ラマー・及び ・デ ー タ処 理 応 用 アナ リス トの た め の専 門 訓 練、

プ ロ グ ラム ・ シス テ ム の 計 画 ・組 織 ・ プ ロ グ ラ ミン グ ・利

用 な ど の 分 野 に つ い て の特 別 な 主 題 に 関 す る セ ミ ナ ー の 開

催 。GMDの デ ー タ 処 理 ス ペ シ ャ リス トの 訓 練 と、 大 学 卒

業 者 の 教 育 。

エ レ ク ト ロ ニ ク ろ 実 験 室 や
、 他 の 研 究 室 に お け る技 術 装 置

の 設 置 、 オ ペ レ ー シ ョ ン 、 お よび 保 守 。

研 究 ・技 術 省 長 官(MinisterofResearchand

Technology)が 後 援 して い る・ 貿 易 ・産 業 関 係 の デ ー タ処
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・AAP

・AIW

・VA

理 プ ロジェ ク トに つ いて の技 術 的 モ ニ タ リン グ。 これ は、

プ ロ ジ ェク ト提 案 の 評価 か ら、 最 終 報告 書 の 調査 ま で をふ

くむo

デ ー タ処 理 プ ロ ジェ ク トの行 政 的 管理

a)GMDが 行 うデ ー タ処 理 プ ロ ジ ェ ク ト。

b)デ ー タ処 理 第 二 計 画 の中 の もの で、 研 究 ・技 術 者 長 官

のた め にGMDが 管 理 して い る プ ロ ジェ ク ト

c)上 記 の プ ・ジエ ク トの保 護 権 と資金 の管 理、な らびに政

府 が プ ロ ジェ ク トの成 果 に参 加 させ るよ うにす る こと。

パ ー リン トン とダ ル ム シュ タ ッ トの科 学 図書 館 の 運営 と、

GMDの 出版 物 の編 纂 と配 布 。

人 事 と財 務 。

喝
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皿。国際機関 におけ る活動の現状と問題点
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ill-10ECDに お け る 科 学 政 策 の 動 向

大学 以 外 の 国 際機 関 の これ らの問 題 に 対す る考 え方 を知 る た め に、 今 回 は

パ リOECD科 学 局 を 訪 問 し何 人か の ス タ ッフに会
っ た。 山 田 の場 合、 科学

政 策 やscienceofscienceの 分野 につ い て の 意見 交換 の た め、 既 に何

度 かス タ ッフ と意 見 交 換 を して きて い るが、 そ れ ら の分 野 をみ て も60年 代

までの 経 済 成 長 重 視 の 時 代 と比 べ る と、 社 会 的 な問 題 に つ い て の視点 を もっ

と科 学 政 策 に と り入 れ るべ き だ とい う意 見 が 強 くで て きて い る。 そ して、 た

とえ ば1968年 に外 務 省 の外 資問 題 調査 団 の 団員 と してパ リを訪 れ た当 時

を考 え る と、OECDが 科 学 政 策 につ いて と くに関 心 を もっ てい たの は、 テ

ク ノ ロジ ー ・ギ ャ ップ の深 刻 化 とい う問題 で あ ったoそ の こ とは ア メ リカの

科 学 技 術 の水 準 が、 他 の 先 進 諸 国 に 比 べ て離れ す ぎて い て、 この ため ア メ リ

カ はそ の 進 ん だ技 術 を武 器 に して、 海 外 に進 出す る ケ ース が 非 常 に ふ え て 、

各 国 が 恐慌 を きた して い た とい う現 実 と なっ て あ らわ れ て い た。 そ して他 国

籍企 業 と してIBMな どの よ うな企 業 が、 先進 諸 国 に進 出 して他 国 の経 済 を

お びや かす ま で に な っ て い た こ とに つ い て、 そ の一 ぱ ん 強 力 な切 り札 となっ

た の が、 進 ん だ マ ネ ジメ ン ト能 力 と高度 の技術 で あ る とみ られ て いた 。 その

後 この ギャ ッ プは 必 らず し も当 時 心 配 され てい たほ ど危 機 的 な もの で はな い

ことが 明 らか に な っ たが、OECDが そ の 次 の段 階 と して興 味 を もちだ した

の は、 テ ク ノ ロジ ー ・ア セ ス メ ン トの 問題 で あ るoこ れ につ いて は、 と くに

70年 代 に入 っ て、 主 に 関心 を 向け られ た 対象 の一 つ は 科 学 技 術 と社 会 とい

うこ とで、OECD流 の表 現 をつ か え ば、socialdimensionと い うス ロ

ーガ ンが前 面 に 押 しだ され て き て い る
。 科 学技 術 の方 向 づ け に あた っ て、 社

会的 視 点 あ るい は社 会的 側 面 を、 ど こま で どの よ うに と り入 れ るべ きか とい
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う問題 で ある。 そ の 反対 の 方 向か らの ア プ ロー チ と して 現在 お こっ てい るさ

ま ざま な社 会 的問 題 を解決 す るた め に、 科 学 技 術 を どの よ うに利 用 す る こ と

が最 も適当 で あ るか とい う問 題 に も なる。 これ らの 二 つが 丁 度 表 裏一 体 の形

で組 み合 わ さ ってい る。

この よ うに して、 現 在 のOECDが 最 も力 を入 れ てい る領 域 の代 表 的 な も

の と して、 た とえ ば 医 療 情 報 シス テム、 初 ・中 等 教 育 の カ リキ ュ ラム設 計 、

あ る いは都 市 問題 、 交 通 問題 とい った ものが あげ られ る。 もち ろん これ らは

いず れ もシス テ ム分 析 とい う手 段 が 有 効 性 を発 揮 す る と期 待 され る性 質 の も

のば かbで あ る。 しか しな が ら、 少 な く と も現 在の 時 点 で は、OECDの 立

場 と して、 直 接 この 組織 の 中に研 究機 関 を もつ ことは な く、 各 国 の コ ン セ ン

サ ス の得 られ る問題 領 域 に つ い て、 そ れぞ れ の国 か ら集 め られ る情 報 や 意 見

を と りま とめ る とい うア プ ローチ の仕 方 を続 け て き てい る。 しか もさ しあた

っ て、OECDの 活 動 の方 針 は、 あ る対 象 に つい て シス テ ム分 析 を行 な い、

で き るだ け 効 果 的 な方 法 に よって、 さ ま ざ ま なス トラテ ジー を比較 検 討 す る

と い うよ りは、 そ の 前 の段 階 と して デ ー タ ・ベ ー ス を き ちん と整備 す る とい

うこ とを強 く推 進 す る意 図 を もっ て いる よ うで ある。 この方 針 と関 連 して、

社 会 指標について、前 述 の各 国の 最 近 の 態度 とは あ る 程度 異 なっ'てい るが、 現

在 ま でOECDと して、 そ の 開発 に 力 を い れて い て、 世 界 的 に み て も、foそ

ら く研 究 の一 ぱん 進 ん でい る セ ンタ ー の一 つ となっ て い るo

そ して、 現 在 の と ころ、 この よ うな努 力 に よっ て集 め られ た社 会 的問 題 に

つ いて の デ ー タを、 デ ー タ ・バン ク と して と りま とめ る よ うな情 報 シス テ ム

を開 発 す る ことが、 当面 の 大 き な課 題 の 一 つ とされ て い る。 従 っ て、 近 い将

来 にそ の 成 果 を徐 々 に社 会 シス テ ムの研 究 につな げ て い くこ とが考 え られ て

い る と思 わ れ る。 従 って、 現 在 では、 ま だ わ れわ れの 関心 を もっ て い る領 域
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での系 統的 な教 育 は 本 格 的 に と り上 げ られ て いな い よ うで あ る。

いず れ に して もK現 在OECDが 科学 技 術 の 方 向 づけ とい う こ とで一 ば ん

重視 してい る問 題 点 の 一 つ は、 科 学技 術 の成 果 な りさ ま ざま な インパ ク トな

りを、 社 会 の 側 で どの よ うに受 け とめ るか とい う点 で あ る。 これ らにつ いて 、

OECDで はsocialacceptabilityと い う表 現 を使 っ て い る。 それ は

個 々の専 門 分野 の 枠 の中 で の科 学 や 技術 の研 究 開発 活動 などを、ど こま で レベ

ル ア ップす る か とい う関心 の もち 方だ け で な く、 新 しく生み だ され た科 学 技

術 に対 して、社 会 の 側 が ど うい う形 で どこ ま で受 け入 れ る準 備 を して い るか と

い う関 心 の 方が 強 くな っ て い る と い うことを示 してい る。 別 の 云 い 方 をす れ

ば、 も し従 来 の よ う な考 え 方 に従 っ て科学 者 や技 術 者 が 自分 の専 門分野 の 中

で、 新 しい画期 的 な成 果 を あげ た と主張 して も、 そ れ が 社会 に とっ て望 ま し

い もの で あ るか、 少な くと も有 害 な イ ンパ ク トを生 じて い る よ うな もの で な

い限b"す ぐれ た"成 果 と して評 価 さ れ るべ きで は な い とい う立 場 を強 く主

張 してい る こ とに な るoそ の よ うな意 味 で科 学 技 術 政 策 を検 討 する 場合 に も、

どの よ うな技 術 を、 どの よ うな'形で受 け 入 れ る用 意 が あ るか とい うこ と を、

もっ と慎重 に考 慮 して お く必要 が ある、 と提 案 して い る。

この よ うな考 え 方 を 含 め て、OECDの 科 学 政 策 の 特 徴 は、50年 代 まで

の技 術 革 新華 や かな り し時 代 の 頃 とは、 ほ とん ど対 象 的 な方 に変 わ って きて

い る。つまり当時 は、 科 学 技 術 の レベル を上 げ さ えす れ ば、 そ の成 果 は 必 らず

何 らかの 形 で人 間 の幸 福 につ なが る とい う楽 観 的 な信 仰 が 強 ぐ支 配 して い て、

い わ ゆる"シ ー ズ 日の育成 を 重視 す る政策 が主 流 で あ っ て、 科 学技 術 の 方に

主 導権 が あ る とみ なされ て い たが、60年 代 の後 半 に な っ て、 環境 、 公 害 問

題 をは じめ、 科 学技 術 の ネ ガ テ ィ ブな イン パク トが 深 刻 化 す るに つれ て、 む

しろ社 会 の ニー ズが 第 一 に 考慮 され るべ きで あっ て、 そ れ に 対 応 す る形 で 科
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学技 術の方向づけ をす るべ きで ある とい う考訪 鼓 配 的 に㌘ てきている・

科 学 技 術 政策 に つい て の この よ うな方 向 転換 は、OECDだ け で な く、 ア

メ リカをば じめ 多 くの ヨ ーロ ッパ諸 国 に も見 られ る し、 最 近 では 日本 で もそ

うい う立 場 の主 張 が有 力 に な っ て き てい て、 世 界 的 には 先 進国 共 通の もの で

あ る と思 わ れ る。 そ して た しか に以 前 の段 階 の シ ーズ重 視 型 の考 え方 だけ で

は、 きわ め て一 方 的 だ っ た こ と は明 らか で あ る以 上 、 も う一 つ の面 を 強 調す

る こ とは、 基 本 的 に正 しい態度 で あ る。 しか し、 それ に して も、 現 在 の よ う

に"社 会 的 ニ ー ズ ロの み を強 調 しす ぎる政 策 の 方 向づ け は、 今度 は逆 の 方に

い きす ぎて い るの で は な い か と思 わ れ る。 いず れ に して も、 これ か らは も う

一 度 シ ーズ の育成 に も並 行的 に 充 分 な力 をそXぎ 、 基 礎 的 な研 究 を 重 視す る

方 向に バ ラン ス を回 復 しなけ れ ば な らない で あろ う。

■
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皿一2情 報 処 理 技 術 者 の 訓 練 の 問 題 点

次 に今 回 の調 査 目的 との 関連 で、 も う一 つ 重 要 な問題 点 と思 われ るの は、

OECDの 中 の、 科 学 技 術 マ ン パ ワ ーの養 成 と か科学 技術 者 の訓 練 を考 え て

い る 部 門 の ス タ ッ フが、 情 報 技 術 とか コ ン ピュ ー タ の 専 門 家 に つ い て彼 ら

が近 い将 来 危 機 的 状況 に 直 面 す る の では ない か と予 想 して、 そ の対 策 を た て

て い る こ とで ある。

具 体 的 に云 え ば、 .コ ン ピ ュ ー タ の 普及 が ます ます 広 が っ ている の に伴 っ

て、 い わ ゆ る コ ン ピ ュ ー タ の 専 門 家 が、 各国 に大 量 に必 要 とされ て きた が、

これ らの 技 術 者 の う ちで も、 と くに ソ フ トウ エアの 専 門 家 と して、 プ ログ ラ ム

ム を作 っ た り、 あ る計 算 につ い て の 要 求 に応 じて、デー タを処 理 し、 演 算 して

そ の 結 果 をユ ー ザ ー に渡 す とい う よ うなテ ク ニシ ャンの層 が 多 く養成 さ れ て

きた。 しか し近 い 将 来、 その よ うな 意味 で の特殊 な技 能の うちの か な りの部

分 は、 だん だん 必 要 で な くな っ て しま うで あ ろ うと予想 され る。

OECDの 担 当者 の一 人 は、 電 話 の例 を あげ て、 それ が 発 明 され て しば ら

くの 間 の段 階 では、一般の人 々 に とり扱 い に くい 電 話機 のた め の専 門家 が必 要

で あっ た。 しか し、 今 日 では 誰 れ もが 日常 そ れ を利 用 して い る し、 又 、 初 期

の テ レ ビにつ いて も同 じ こ とが 云 え る、 とい うよ うな例 を あげ て㊤ た。 そ し

て、 コ ン ピュ ー タ の場 合 で も、 そ う遠 くな い将 来 に、 専 門 家以 外 の 人 々で

も、 あま り困 難 な しに機 械 を操 作 で き る とい うよ うに な る で あろ うとい う予

測 につ いて述 べ、 その場 合 に は、 今 の段 階 では 特殊 技 能 を 身 につ け て い る と し

して、特別 の待遇を うけ て い る専 門 家 は、 そ の仕事 の大 き な部 分 を失 な うこ と

とな り、 ま た そ の ような 技 術や 技 能 の陳 腐化 が進 行 す る とみ てい る。 も しそ

の結果 、 い わ ゆ る先 進 国 の 中 で、 こ の分野 の専門 家 が 多数失 業 す る とすれ ば、
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元 来 これ らの 分野 の 専 門 家 の多 くが、 狭 い限 られ た技 能 に つ い ての促 成 教 育

を うけ て、 単 能 的 な エ キ ス パ ー トに な っ て いて 、 どの よ うな仕 事 に で も向 く

とい う広 い基 盤 を 身 に つけ てい る わけ では な い た め、 も し彼 らが失 業 した場

合 に は、 他 の 職 業 を見 つ け に くい こ とが 少 な くな い で あ ろ うと考 え られ るg

しか もそ の際 自分 自 身では 、 高 級 なエ キス パ ー トで ある とい う自負心 を もっ

て い て、'大 きな期 待 を もって い る に もかか わ らず、 実 際 に は必 ず し もそ うで

は な い とい う ジレ ン マの た め に、 これ らの人 々 の失 業 問題 は一 そ う深 刻 な社

会 問題 に もな りか ね な い、 とい うこ とで あ るo

最 近 ま での 日本 に つ い て も、OECDが 指 摘 して い る よ うな タ イプの 専 門

家 の教 育 が、 か な り積 極 的 に行 な わ れ てい て 、 た とえ ば最 近 の文 部省 の 認 め

て い る大 学 の 新 設 学科 をみて も、環 境 科 学 とな らん で情 報 科 学 と か情 報 工 学 と

かが 圧 倒 的 に 多 く なっ てい る。 そ の反 面、 環 境 と情 報 と に 関係 の な い分 野 は

ほ とん ど新設 さ れ て い ない の が 現 状 で あ る。

しか も これ らの学 科 で教 育 さ れ て い る情 報処 理 の専 門家 の多 くは、 多分 、

OECDの い う意 味 のTtエ キ ス パ ー トltで あ って、 広 い 意味 で の社 会 シス テ ム

を と り扱 うこ との で きる よ うな能 力 を 身 につ け た専 門 家 で は ない筈 であ る。

しか しな が ら上述 の よ うな 立場 か らみ れば 、 この よ うな 専 門 分野 の教 育 ・訓

練 コー ス には ・ 社 会 科 学 や シス テ ム分析 ・シス テ ム設計 な どの コ 『ス を充 実

さ せ て、 単 な る コン ピュー タの ソ フ トウ エア と い う仕 事 をは なれ て も、 も っ

と広 い 分野 で 重 要 な仕 事 の で き る ∬エ キ スパ ー ト ロに な る よ うに 育 てな け れ

ば な らない と思 わ れ る。 もしそ の よ うな配 慮 を怠 る とす れば、 わ が 国 に お い

て も近 い将 来 深 刻 な形 で 同 様 の 問題 の お こ り うる危 険 は 決 して少 な くな いで

あろ う。
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皿 一30ECDの 情 報 科 学 技 術 マ ン パ ワ ー の 政 策

以 下 の 抄 訳 は 、OECD科 学 局 にお い て検 討 中 のComputerManpower

Poいcyの 未 定 稿(1974)の 一部 で あ る。

L現 代 の 社 会 に於 い ては 、 成長 に 関 す る問 題 の い くつ かが、 そ れ ま で の

古 い方 式の ま ま処 理 さ れ る わけ に は い か な い こ とが 明 らか に な っ て きて

い る。 最 近 ま で物 的、 人 間 資 源 に対 す る あ る種 の尺度 が 獲 得 可能 で あ っ

て、 高 ま る需 要 に こたえ る た め には、 そ れ に比 例 して供 給 をふ や す よ う

に要 求 す るこ と に よ って バ ラン ス を保 つ とい う、・大 ざっ ぱ な ア プ ロ ーチ

が と られ て きた。 現在 切 実 に な っ てい る資 源 の不足 に よっ て、 成 長 の た

め の 新 しい 方式 が必 要 とされ て きてい る。 そ れは 資 源 量/供 給量 の割 合

に対 して、 マ ル テ ィ プ ライア ー効 果 を もつ よ うな方法 を 見つ け る こ とに

よっ て 解決 され るで あろ う。 こ の こ とは、 多 分 もっ とす ぐれ た 組 織 を つ

くる こ とに よっ て 達 成 され る と思 わ れ る。 何故 な ら現 代 社会 の 直 面 して

い る さ ま ざ まな 問題 は、 ます ます、 そ れ ぞ れ の間 で の相 互 関連 性 を 深 め

て い るの で、 資源 の利 用法 を最 適 化 す る た め に、 より方法 論的 な取 り扱

い を利 用す る こ とが期 待 され る で あ ろ うか らある。

2こ の よ うな組 織 の 大切 な役 割は、 組織 的 に正 し く用 い られ れ ば、 現代

社 会 の経 済 発 展 の み な らず 、 社 会 的 文 化 的 発 展 に とっ て も非 常 に貢献 す

るで あろ う よ うな可 能 性 を もつ 情 報 を集 め て、 そ れ らに手 を加 え て、 広

く伝 え る こ とで あ るo

a情 報 科 学 は、 情 報 を組 織 化 す る の に使 用 さ れ る特殊 な方法 で あ る。 現

在 の状 況 では、 そ れ は数 多 くの きわ だっ た利 点 をそ なえ て い る。 つ ま り

そ れ は殆 ん ど エ ネル ギ ー を必 要 と しない し、 原 料 も少 しです み、 ま た物
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的環 境 を 汚 さ な い。 そ の 上、 そ れ は量 的 にみ た人 的 資源 よ り も、 知 的 な

人 材 に 頼 る こ とが で きる。 そ れ故 ・ 新 た な問 題点 となっ て きて い る情 報

科 学 の教 育訓練 とい う問 題 が 大 きな関 心 を払 わ れ るべ き であ る。 そ して

この よ うな訓練 の 問題 は 、 そ れ を扱 う人 々 に と って、 わ れ われ の 提供 す

る ことの で きる もの を、 最 も よ く利用 で き る よ うに す る と と もに、 お こ

り うる如 何 なる 危険 か ら も防 ぐ こ とを教 育 しなけ れ ば な らな い とい うこ

とで あ る。

4も は や一 刻 の お くれ もな く、 この 組 織 化 した訓 練 を導 入す るべ きで あ

っ て、 さ もない とこ の情 報 科 学 とい う手 段 の さ ま ざ ま な利点 が、 一 般 的

に広 く使 用 され る よ うに なっ た と きは、 そ の 効 力 を失 ない つ つ あ る、 と

い っ た状 態に なる お そ れ が あ る。

5増 大 しつつ あ る コ ン ピュ}タ の 仕 事量 は、 今 まで に も ま して 多 くの

資 源 を用 い なけ れ ば な らない こ とを意 味 して い る。 ハ ー ドウ エ アの あ ら

ゆ る面 の費 用 と、 そ して と くに ソフ トウ エア の コス トが、 途 方 もな い程

度 に上 昇 してい る の で、 こ れ らの コ ス トを最 小 に お'さえ るべ き適 当な訓

練 が、 緊急 に必 用 と され て い る。

6そ れ に もま して、 教 育 水 準 が 高 くな れ ば な る ほ ど情 報 に 対 す る 要求 が

大 き くな る こ と も明 らか とな るで あろ う。 そ の結 果 、 入 手 可 能 な伝 達 さ

れ る情 報量 は、 幾何 級 数 的 に 増 加 し、 必 然 的 に多 くの情 報 の 中 か ら関連

の あ る もの を如 何 に選 択す る か とい う問 題 を ひ き お こす こ とに な る。

τ この新 た な問 題 は技 術上 の問 題 で あ る のみ で は な く、 これ 以 上 に全 て

の専 門 領 域 にわ た っ て、 情 報 科 学 が どの よ うに 用い られ るべ き か とい う

問 題 で もあ る。 即 ち、 い か に してそ の 手 法 が 各 分野 に 適 用 さ れ るべ きか

とい う問 題 で あ る。

一96一



&そ れ 故

一情 報科学 の 範 囲 は急 激 に 増 加 して い る

一 そ れ が全 て の人 間的 諸 活 動 の一 部 とな りつ つ あ る

一教 育 制度 は
、 あ る種 の障 害 に直面 しつ つ あ る

こ と か らみ て、 広 い範 囲 に わ たっ て効 果 的 な情 報科 学 の方 法論 とテ ク

ニ ク の手 ほ ど き と訓 練 を可 能 に す る こ とが で き る よ うに
、 一 般 的 な 視野

に立 ち、 広 くか つ 効 果 的 な カ リキュ ラム を緊急 に作 成す べ きで あ る。

aさ ま ざ ま な訓練 の計 画 は、 単 純 に職 業 的 な面 か らのみ とb上 げ て は な

らな い。 何 故 な らば 情 報科 学 は、 技術 的、 経済 的、 社会 的 分 野 にお け る

知識 で あ り、 伝 達 の 媒 体 で あ る とみ な され る情 報 の合 理 的 な取 り扱 いに

関す る 科学 で あるか らで ある。 そ れ は技 術 的側 面 と同様 に、 文 化 的 側 面

を具 え て い て、 そ の発展 の経過 は、 文 盲 者 の教 育 の 普 及 に比 較 さ れ る。

この こ とか ら、 訓練 は次 の三 つ のお 互 に 関連 した カ デ ゴ リー に分 け られ

るo

a)教 育的 ・一 般 教 養 的 要 求

現 代 社 会 に お け る人 々に とっ ては、 常 に、 情 報科 学 が 存在 して い る

とい う こ と、 ま たそ の 使 用 方 法、 そ の 効 用、 そ の限 界 と危険 性 を示 し

な が らそ れ を教 育 す る ことが 必 要 で あ る。

b)利 用 者 に対 す る訓 練 上 の要 求

情 報 科 学 ミーテ ィ ングの 方法 論 に つ い て充 分 に理 解 し、 人 々が そ れ

ぞ れ の分 野 で利 用 で き るよ うにす る た め に、 個 々 の人間 の活 動 のそ れ

ぞ れ の個 別 な ニ ー ズ に こたえ る よ うに教 え られ ね ば な らな いo

c)コ ン ピ ュ ー タ ・ テ ク ニ シャン た対 す る技 術 的 要求。

この 目的 は、 情 報科 学 ・技 術 を主 に と り扱 い、 しか も同 時 に解決 さ
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れ るべ き問題 に も関 心 を もっ てい る ス ペ シャ リス トの 訓 練 で あ る。

13情 報 科 学 の 訓 練 は、 利 用者 に も また ス ペ シャ リス トに も等 し く1コ ン

ピ ュ ー タ の構 造 とそ の 操 作 に 関係 し、 ま た一 つ、 そ れ 以上 の プ ログ ラ

ム言 語 を扱 う諸 コー ス か ら成 り立 っ て い た。

14情 報 科 学 の方 法 論 は 、 多 くの分 野 に大 き な影 響 を与 え る こと か らで き

る、 一 般的 な カ リキュ ラム で、 ぱ らぱ らの科 目 と して修 得 さ せ る よ り、

すべ て の タ イプ の コ ース に含 まれ る こ とが望 ま しい。

15情 報科 学 は、 一 つ の 基礎 科 学 で あb、 そ の主 要 な 特 徴 はそ の 対 象、 つ

ま り情 報 とその 方 法 論、 と く にモ デ ル ビル デ ィ ングで あ る。

16情 報科 学 の中核 で あ る 方法 論 の教 育 の た め に は、 教 育 の 内 容 と 方 法 が

情 報科 学 の見 地 か ら学 習 さ れ、 しか も あ ら ゆ る 分 野 の 教 官 が ・ こ の

情 報科学 の方法論 について 、 充 分 に能 力 の あ る こ とが 必 要 とさ れ る。

17こ の情 報 科学 を各 教 育 レベ ル に導 入 す る ため には、 全 教 官が そ れ ぞ れ

の 専 門 分 野 に もそ れ を適 用 で きる よ うに、 情 報 科 学 の 方法 論 の訓 練 を う

け る必 要 が ある0

18こ の問題 は緊 急 な もの で あ るた め、 現 場 の教 官の 訓 練 が行 なわれ る こ

とが肝 心 であ る。.そ うで な い と多 くの時 間が無 駄 に費 や され る で あ ろ う。

19再 訓 練 は、 如 何 な る場 合 に も、 単 に コ ン ピ ュ ー タ の 構 造 とか、 プ ロ

グ ラム言 語 をの み扱 うべ き で な く、 学 生 に、 彼 らが学 ぶ べ き各 分 野 の立

場 か ら、 情 報 科 学の 方 法 論 の 知 識を授 け る ζい う問題 と して 扱 わ な け れ

ば な らない 。

2aコ ン ピ ュ ー タ に よる情 報 処 理 は、 急 速 に発展 し、 個 人 ご とに程 度 は

変 っ て も全 市民 た ち に関 係 を もつ よ うにな るの で あ ろ う・ も しこの プ ロ

セ スが、 受け 入 れ や す く、 合理 的 な方 法 で な さ れ る とす れ ば、 公共 機 関
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と民間 企 業 の両 方 が 、 そ れぞ れ の 相手 とす る人 々に こ の 分 野 の 現在 お よ

び 将来 の 発 展 の結 果 を知 らせ る義 務 を負 って い る とい うこ とを認 識 しな

け れ ば な らない0

21〒 般 市 民 に も関 係 の ある よ うな エ レク トロニ クス ・デ ー タ ・シス テ ム

(EDS)を 利 用 す る公 共 団体 と、 私 企 業 の組 織は 、 テ レ ビ、 ラ ジオ、

映 画、 刊 行 物 、 講 演 な どの マ ス ・メ デ ィ ア を、 現 在 よ りず っ と うま く利

用 して、 一 般市 民 に 現 代 的 な デ ー タ処 理 の技 術 の 影 響 と利点 につ い て、

最 も よ く情 報 を与 え るべ き であ る こ とを勧 告す る。

22多 くの 国 々 で、 情 報科 学 が 急速 に進 歩 した た め、 人材 を養 成 す る ため

の一 つ の シス テ ムが で き る以 前 に、 『 ン ピュ 一 夕 が 導 入 さ れた6そ の

た め、 コ ン ピュ ー タ 利用 の 訓 練 とい う仕 事 は、 しば ら くの間 コン ピュ

ー タ 産 業 が果 た して きた
。

23も ち ろん 亡れ は、 テ ク ニ シャ ンの 訓 練 と再訓練 に効 果 的 で あ る だけ に

ど どま らず 、 メ ー カーの サ ー ビス の一 般的 な特 徴 とい え る。 しか しなが

ら、 教 育の す べ て の レベル での 情 報 科学 の 一 般 的 な訓 練 教 育 は、 国 家 的

教 育 シ ス テ ムの 中 に 含 まれ る諸 機 関 に よっ て行 な うこ とを勧 告 す る。

24訓 練 の た め の 施 設 を開 発 し、 改善 す るた めの 費 用 は 高 価 で あ る。 そ し

て ある 国 々は そ の ため の支 出 を準 備 して い ない。

25そ れ故 、 よb多 くの 経 験 をつん で い る国 々は 、 情 報科 学 の 訓練 の 経験

を交 換 す る た めの 施 設 を建 設 した り、 援 助 す る政策 を支 持 す る こ とが 要

請 され て い るo'

26情 報科 学 と・それを利用 す る 方法 は、急 速 に 変bつ つ ある。 そ の結 果 と

して、 直 接 的 に ある い は間 接 的 に、 この 分野 に 関連 の ある全 て の人 々 は、

たえ ず 変 化 す るニ ーズ に 対応 して ゆ くた め に、 定 期 的 に再 訓 練 を うけ る
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こ とが 必 要 で あ る。

2z以 上 の よ うな 理 由 か ら、情 報 科学 に 関す るす べ ての レベ ル の訓 練 を、

継 続 教 育 の 要 請 と い う視 点 か ら定常 的 にチ ェ ッ クす る こ と を 勧告 す る。

■
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〈 結 び 〉

結 論 的 に は 、 今 回 の訪 問先 か らみ る限 り、 工学 あ る いは社 会 シ ステ ムへ の

シス テ ム分 析 の 応 用 に つ いて の教 育課 程 を き ちん と準 備 してい る大 学 や研 究

所 は なか っ た と いえ よ う・ しか し この よ うな 状況 に あ る とい う こ とは、 必 ず

し もア メ リカに対 して 立 ちお くれ て い る た め で あ る とい う、 単純 な理 由 だ け

そ考 え られ るべ きでは ない と思 わ れ る.良 日ち ・一 ・ 。・・の い くつ か の大 学 で

は ア メ リカ とは基 本 的 に ちが った 発 想 で、 ちが っ た 実験 で や る こ との方 が よ

り妥 当 で あ る、 とみ る ことが でき た。

今 回ま わ っ た ど この 大 学 におい て も、 ス タ ッ フは主 と して二 つ にわ かれ
、

そ の一 つ の 立 場 では シ ステ ム 分析、 あ るい は シス テ ム工 学 の社 会 的 な応 用 に

対 して非 常 に批 判 的 で、 む しろ 現状 でそれ を 高 く 評価 す る ことは行 き す ぎ で

正 し くな い とい う意 見 で あ った。 た しか に 国際 的 にみ て も シス テ ム 分析 に対

す る評価 が 時 間 と と も に変 っ て きてい る こ とは事 実 で あb 、1960年 半 ば

ごろ か ら70年 代 のは じめ、 シンク タンク ・ブームの時 期 ま では 、システム的 な

立 場 が一 種 の 流 行 に な り、 どん な む つ か しい問 題 で も、 シンク タ ン クで シ

ス テ ム分析 をす れ ば よい とい う
、 か な り安 易 な風 潮 が支 配 的 で あっ た こ とが

あ る。 そ れ に 対 して、 最 近 の 二、 三 年 は ど ち らか と云 え ば この よ うな行 きす

ぎ に対 す る批 判 が 強 ま っ て き て いる と思 われ る。 そ の 意 味 か らす る と、 あま

り難 しい問 題 を安 易 に計 量 化、 モ デ ル 化 して解 決 案 を だ す こ とのみ を重 視 し

す ぎる よ りは、 少 な く と も現在 の 時 点 で は、 もっ と地道 に しっ か り と した基

礎 の上 に、 研 究 と教 育 をつみ 上 げ るべ き で あ る とい う意 見 が強 くなっ て きて

い る と も云 え よ う。 おそ ら くヨー ロ ッパ の大 学 の場 合 も
、 この 立場 が か な り

支 配 的 な意 見 で あ る と思 われ る。 従 っ て イ ギ リスの 例 で見 る よ うな、0.R.

とか経営学 、経済学 などの ような既存の枠 ぐみ を社 会的 な問題 と と り組 む方 向 に

ひ ろげ て い く とい う努 力 は続 け て きて い る が、 一 気 に社 会工 学 あ る いは 大規
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模 で複 雑 な社 会 シス テ ムの 計 画 と マ ネー ジ メン トとい う段 階 ま で仕 事 をす す

め る べ きで は な い と い う批 判 が 強 く うかが われ る。 従 っ て実 際 の シ ス テ ム 分

析 の 研 究 活動 の 内容 をみ て も、 定 量 的 に 対 象 を と らえ て す ぐに モ デ ル化 して

シ ミュ レ ーシ ョンを行 な うとい う ことで は な く、 そ れ 以 前 の段 階 で 定性 的 に

何 が ほ ん と う の重要 な 問 題 で あ り、 何 が 現実 の社 会 の 中 で お こっ て い るか を

正 し く把 握 す る ことが重 大 な課 題 とさ れ て い る よ うで あ る。 この よ うな 視 点

と も関連 して、 た と えば 最 近 の わ が 国 で も注 目さ れ て きてい る社 会 指 標 を ど

う考 え る かに つ いて 質 問 した折 に も、 この よ うな指 標 の実 現可 能 性 や それ に

よっ て期 待 され る効 果 の 大 き さに つ い て、 か な り批 判 が強 く、 西 ドイ ツの ケ

ー ス では連 邦 政府 の 科 学 省 が最 近 ま で はそ の研 究 に積 極 的 で、 多 くの研 究 費

を支 出 して きた が、 最 近 そ の研 究 の 財 政 的 援 助 を打 ち きっ た とい う こ とで あ

る。 そ の理 由 は、満 足 な レ ベ ル の社 会 指 標 を近 い 将 来 に国 の レベル で 指定 統

計 に とり入 れ られ る ほ ど の段 階 に ま で開 発す る こ とが 、 予期 して い た以 上 に.

困難 で あ る とい う判 断 を下 す に い た っ た た め とい う こ とで あ る。

ア メ リカに つい て み て も、 最 近 は ど ち らか と いえば 社会 指 標 の 開 発 とい う

課 題 に 対 して60年 代 の後 期 ほ ど大 きな期 待 を もた ず、 か なb批 判 的 な傾 向

が 強 ま っ て きてい る どみ られ てい る。 しか し日本 の場 合 は、 他 の 先 進 国 で生

み 出さ れ た新 しい研 究 が と り入 れ られ る 際 にお こる タ イ ム ラ グ の問 題 も あ り、

最 近 に な って い くつ かの 官 庁 や審 議 会 な ど を中 心 と した と ころ で、 この 分 野

の研 究 が さかん に な っ て きて い る。 以上 の よ うな経 過 か らす れ ば、 近 い将 来

に 日本 で も地 道 な研 究 の つ み 重 ね が 必 要 で あ るとい う認 識 が ひ ろが って くる

と思 われ る。

しか しまた 、 他方 で は、 現 在の 時 点 で是 非 や っ て お か な け れ ば な らない課

題 も少 な くない こ と を見逃 して は な らない 。 と く に従 来 の シ ス テ ム分 析 とか
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シス テ ム工 学 の 技 法 だけ を発 達 させ る こ とで満 足 して い るべ きでは な く、 社

会 的 問 題 を扱 う際 に は、 そ の基 本 的 前提 とな るべ き もの で ある社 会 科学 の研

究 ・教 育体 制 の充 実度 が低 す ぎる とい う問 題 が ある。 さ し あたっ て は、 この

分 野 の整 備 に最 も力 を入 れ るべ きで あ る とい う判 断 が、 多 くの研 究者 技 術 者

の 間 で支 持 さ れ て い る よ うにみ うけ られ る。 但 し、 この際 注 意 す べ き こ とは、

普 通 社会 科 学 を強 化 す べ きで あ る こ とを一 般 論 と して い う場合 には、 従 来 わ

が 国 で は と もす れ ば社 会 科 学 者 のほ とん ど圧倒 的 な 割合 の人 々 が法学 と経 済

学 の 専 門家 であ る とい うこ とで あ る。 しか し上 述 の ような立 場 か らす れ ば、

実 際に必要 とされ るのは これ らの専 門分野以 外の、 たとえば心理学、社会学

あ るい は行 動 科学 な ど とい う分野 の 科 学 で あっ て、 そ れ らが 比較 的 弱体 で あ

る ことが 決 定 的 な ハ ンデ ィ キ ャ ッ〉 で ある と い う事 実 が ある。 それ 故経 済学

や法 学 を含 め ての 社 会 科 学 者 の絶 対数 だガ に つ い て議 論 す る こ とに は、 あま

り意味 が な いoヨ ー ロ ッパ の場 合 をみ て も、 現 在 の ところ、 そ の よ うな基 本

的 な判 断 が か な り強 くな っ て きて い る ようで あって 、 と くに純 粋 基 礎 科学 と

して の社 会 科 学 だ けで な ぐ、 応用 研 究 を含 め た社 会 科 学 の充 実 が 当面 の一 ぱ

ん 大 きな 課 題 で あ る とい う主 張は、 訪 問先 の か な り 多 くの人 々 か ら耳 に した。

そ して これ らの 分 野 が あ る程 度 ま で 充 実 して は じめ て、 わ れ われ が問 題 に し

よ う とす る社 会 シ ス テ ム とか社 会問 題 に対 す る シ ステ ム ズア プ ロー チが、 か

な り満 足 す べ き程度 ま で 可能 で ある とされ て い る。

次 に、他の一 つは、上述 の もの とはほ とん ど正 反 対 の主張 で ある。 即 ち、 ヨ

ー ロ ッパ での 社 会 シス テ ム に 関す る応 用研 究 とい う分野 は
、 現 在 の と ころ ア

メ リカに比 べ て か な りい ち じ る しく立 ち遅 れ てい て、 日本 に比 べ て もか な り

お くれ て い る とい え るo従 っ てそ れ らを 緊 急 に レベ ル ア ッ プす る こ とが最 も

必 要 な課題 で あ る とい う考 え方 で あ るoし か しなが ら この よ うな見 解 を もつ
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人 々の キ ャ リア ーや バ ック グ ラウ ン ドを 調べ る と、 大 体過 去 に ア メ リカで研

究 した経験 を もっ て いて ・ そ れ を通 じて研 究 につ い て もか な リ ア メ リカ的 な

方 法 をそ の ま ま踏 襲 しよ うとす る研 究者 が 多か った。 そ して また、 今 回訪 問

した 限 りでは、 第 一 の立 場 か らρ 判 断 の 方が 多 い よ うに 見 うけ られ た。 これ

に つ い ては ヨ ー ・ ツパ の研 究者 た ち の立 場 の 保守 性 と、 慎 重 で あ りなが ら確

実 に前進 しよ うとす る堅 実 さ の両 面 を考 慮 して判 断 す べ きで あろ う。

,
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1イ ギ リス ・大 学 関 係

1-1R・
.P…gf・h・Cen・ ・rf・ ・U・b・ ・E・ ・n・mi。 ・,

DepartmentofEconomiCs,1、ondonSchoolof

E・ ・n・mi…Acad・mi・ .S・r・i・n・1972/73

1-2TheUniversityofSussex
,12thAnnual

Report,1970/71

1-3C・1・nd・ ・1974/75
・Th・

、L・ ・d・nS・h・ ・1・f

EconomicsandPoIiticalScien .ce

1-4Pr・spect・ ・
,FirstDegreeC・ ・rse。1975-7・6,

U・i・ersityC・ll・g・ ・P・nd・ ・

Zイ ギ リス ・研 究 所

2-lTheAnnuaIReportoftheSc三encePolicy

Unit・.attheUniversityofSussexforthe

Year1973

2-2NCCCoursesforCo
.mputerProfessionaIs,

'

Cbm・.・ …M・ ・agem・n・ ・(1
.974～75)

2-3AnnualReport1973/4、'

、T・ ・.Na…n・iC・m・ ….・gC・n…,L・m…d,.

3フ ラ ン ス ・ コ ン ピ ェ 一 二 ユ 工 科 大 学

.3-1G・id・d・1'Et・di・ ・t・Ann.ee1974/75,

U・iversi・ .6'd・ .T・ ρh・ ・1・gi・d .e、Cρm・i6・'n・
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↓ フ ラ ン ス ・研 究 所 『

4-11RIA,RaDportduConseil

(

d1'Administrati'on,1'Ann6e197351'IRIA

4-2EcoleInformatiquede

l'IRIA・P・ ・9・am!n・d・ ・C・urs・1973-74

4-3CEPIA(Centred/EtudesPratiques

d'Informatiqueetd'Automatiq.ue),

.

P,。'9,a㎜ 。 、etC。1。nd,i。,,1975

●

令

50ECD

5-10ECD,WorkshoponComputerManpower

TrainingPolicies・Organizedby
.・the

ComputerUtiいzationGroup,1973

5-20ECD,Informationin19'85,(1973)

5-30ECD,TheUtilizationofHighly

QualifiedPersonel(1973)

5-40ECD,L・ng-R。'。g。Pl。nni。gP。li。y孟 。

Educa.ti。 。(1.呈L」 .エ 」8.).'・

旬

6 ド イ ソ ・ 大 学 関 係

6-lSt・di・nf・h・erS・mm・ ・sem・ ・t・ ・1974・ 』

Universtit'it.Ordenburg

6-'2P・ ・s6・ ・。=・ 。dV・,1・ ・ung、v・ ・zei・h。i・fピ,

dasWinterse・me・s・-ter・1974-75,Technische

●
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U・i…rit≡tM廿 ・ ・h・n

7ド イ ツ ・研 究 所

7-1σVD
・OffentlicheVe・rwaltungund

Datenve「a「bei

.tung・pez・ ・1973・'V・ ・1・gW・

Kohlha㎜er&DeutscherGemeindeverlag

7-2B・a…/Haack・/H・ffma皿n/Mu'・ ・ch
,St・di・n-

u.ndFgrschungsf五hrertInformatik,Ausgabe

1974 ・GMD&PAADΦeutscherAkademisc
.her

Austauschdienst,Bonn)

7-3GMD1974

7-4Jahresbericht1973
,Gesellschaftf五r◆

Mathematikund .DatenverarbeitungMBH,Bonn

7-5'ISI,1・ ・tit・tf五rS・y、t。mtech。ik。 。d・.

Innova'`on'sfg「schung・F'「aunho ・fe「Gesell .『
tt

schaft

7-6K ・L・i・i・p・n・E・L・tter
.beck….1・G-dl・g・n

derPraktischenInformationundDokumen=ta-

tion,VerlagDokumentation,Mti'nchen
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§LD.telnformatik
inderBundesrepublik,Deutschiand

WasistInforma砒?

DielnformatikisteinesehrjungeundinrascherEntwick-

lungbegriffeneWissenschaft.Deshalb郁tsicheingein・

deutigeundersch6pfendeAntwortaufdieFragθnachAuf・

gaben.GegenstandenundMethodendieserWissenschaft

nichtgeben、lndenletZtenftinfJ3hrenistledochin

DeutschlandeineinheitlichesKonzeptdeflnfarrnatik・

Forschungund-Lehreentstanden.

|nformatikistdieWissenschafrvondersystematischen

Verarbeitungvon|nfdrmationen-insbesonderederauto-

matischenVerarbeitungmitHilfθvonDigitairechneCn.Sie

unddiθTechnologigderDatenverarb6itungssys匡emebilden

dieGrundpfeilerderDatenverarbeitung.

・Dielnformatike㎡oτschtdiegrunds♂tZtichenVerfahrens・

weisenderlnformationsverarbeitungunddieatlgemeinen

MethcdenderAnwendungsolcherVerfahrenindenver-

sc|1iedenstenC己reichen.lhreAufgabeistes.durchAb-'

srraktionundModellbi!dungvonspezieStenGegebenheit8n

sowohtdertechnischenRealisierungexisrierenderDaten・

verarbeitungsenlagenalsauchvonBesonderheitθnspezieト

terAhwendungenabzLsehenunddadurchzudenatl-

gemeinen・.GeSEtzen.diederinformationsverarbeitung

z蒐】grUndeliegehンvorzust(氾ensoWieStandardlδSUngenfUr

AufgabenderPraxiszuentwickeln.αetnformatikbgfa8t

sichdesheremit

-derStruktui
.de:Wirkungsweise.dロFきhigkeitenund

dξnlくOnSt7Uktionsprinzipienvontnformationsverarbeitungs・

sySt師 画.

一 §tiukturenLE:genschaftenundβeschreibungsm6glich・

k∈…:tenvo.nlnfcrrnarionenundvonlnforrnationsverarbeト

tur膓.gspre之eSSen

-Mδglichke{tenderStrukrurierung .Formatisierungund

Math'ematisieTungvon.Anwendungsgebietensowieder

M6rlellbildungundSimutation.

DabeispielenUntersuchungenUberdieEffektivittitderVe右

fahFehundUberSinnund.NutzenihrerAnwendunginder

PraxiSeinewicht:geRolle. .

FerdieMethodenderInformatikergib1sichdaraus.dagsie

vor訓emformalerNaturseinmUssen.Derlnformatiker

oρerie戊mitabstraktenZeichen.Objekten'ufid8egriff8n

unduntellsuchtform31eStrukturen(Datenstrukturen.

Sprachstrukturen.Systemsrrukturen}undderenTrans・

foTrnetionen-insbesonderedieFomenundM6glichkeiten

dereffe対ivenundautomatischenDurchftihrungsoicher

Transformationen.GefragtwirdjeweilsnachMethoden

derAnalyse,derformalen.BeschreibungundderKonstruk-'

tionund,daSist、vonganzentscheidenderWichtigkeiL

derlnformatikertutEntsprechendesauchaufdernξichst'

h6herenStufederAbstraktion,indemerdiesefo7rnalen

Methodenwiederumunterd飴gleichenGesichtspunkten

untersuchtunddiesenVorgangiteriert.ZweiBeispieledazu:

-Aufgabederlnfomationistes 、nichtnurkUnsrliche,

forma|eSprachenzuexptizi:enundeindeutigenFormalisiθ ・

rungvonAlgorithmenbestimmtenTyps(fOreinbestimmtes

Aufgabengebiet).d,h.Programmiersprachen,zuent.

wickeln、sondemauchdiesewiederumfoma{zubθ －

schreiben(sowohlwasihreSyntaxalsauchwasihre

Semantikanbetri行t}unddieseB6schreibungsmethoden

wiederumzuuntersuchenusw.

-tnformationsverarbeitungwirdgemeinhhaufgefa6tals

Ourchξ 曲 ωngeinerAbbildungzwischenDatenmengen 、be-

schriebendurcheinenAlgcrithmus.F口rdenlnforma!iker

istdasnurdie而edrigstgS山fe;fUrihngeh6rtzurTnforma-

tionsverarbeitungauchdieVerarbeitung.solcher'Abbildun.

genzwischenDatenmengenundihreformaIθBeschreibung

undeffektiveDurchfUhrungsowiedθrenTransforCnations・1

m6glichkeitenusw.(Beispiele:AutomatischeProgrammie・

rung,Beロiebssystemθ 、interaktivesArbeitenmitdem

Rechner}.・

Umhierkeine .Mi8verstandnisseaufkommenzulassen,

sollbetontwerden,da3sichausdiesgrCharakter面erung

ihrerMethadennichtergii
.tdatS.dielnformatikeinTeil-

gebietderMathematikist,obwohlmathematische卜{ilfs・

mitteSundMethodeninihr.elnewichtigeRollespielen

-ahnHchwieetwainderPhysik- .Derwesentlich6Unte右

schiedzurMathematikistwohlder、da島mansiChinder

Infomatikvornehmlichmitdemdynamlschen∀erhaiten

komplexerveranderticherObjektebefagt,undda【S=esauf

diespezielleDarstel!ungdieserObjekteoftentscheidend

ankommt-wtihrendderMathematikervorailemanstati-

schenBez,ehyngenzwischenabstraktenObjektenundan

derUnabhtingigkeitdieserBeziehungθnvonspeziellen

DarSteHungeninteressiertist.'

Manwird刑nfragen、wiesichdielnformatikindasbe-

srehendgWissenschaftsgefUgeeinordnenlasse:lsteseine

Natur-,.einelngenieu卜odereineGeisteswissenSchaft～

Dietnforthlikbehande1tnichtPhtinomenederNatur.ihre

Obl劇(tesi憩.vonMenschehgeschaffeneSysterhe(Rechen・ .

sySteme)undStrukturen(lnformationSst他ktσ 齪}n)-alsoist

siekeineNatuTwissens《 緬.obwohlvie{eErken了ttnisseder

Naturw,ssenschafteninihrgebrauchtwertienuhdsie

andererseitsviefeAnwen6ungenindenNaωrw†SSenschaften .

.hat.SieistaberauchnichtNachrichten-oderR'echen・

maschinentechnik-alsokeinelngenieurwisse.nsch.aft.

ebwohfinGen:curwissenschahlicheMethodenundHaト

tungenin↓hreinegro島eRollespielen-elnwichtigesZiel

derlnformatikistderingenieurmtitSigeEntwurfundzlT,

auchdieHerstel|ungpraktischeinsatz伍higerAnwende卜

systeme.DiesenichtnuraufErkennいisgewimundBe-

schreibungvonSachverhaltenbeschrankteKomponente

der{nfomatikgrenztsieandererseitsauch .vonderreinen .

Geisresw:ssenschaftab,essollaberhiemochrna!sbe-

sondersbetontwerden,daBdielnfcrmatikeinesehrerheb・

lichegelsteswissenschaftlicheKomponentebesitzt.

DielnformatikpagtdarnitnichtindieklassischeEinte目ung

derWissenschaften.AlsAuswegbietetsichCarlFriedrich

vonWeizsackersEinteilungderWissenscha`tenan、inder

dielnfomatiknebenderMathematikalsStrukturwissen-

schafteingeordnetwird(vgt.C.F.v.Weizsacker.Die

EinheitderNatur,MQnchen1971}.

SchwerpunktederInformatikforschung

DieSchwerpunklederlnformatikforschungliegenin

Deutschlandz.Z.auffolgendenGebieten:

-AutomatentheorieundformalqSprachen

(UntersuchungvonabstraktenModeilenfUrdiskrete

Prozesse〔Auromaten].Pregrammiertechnikenundvon

SystemeniursyntaktischenBeschreibungvonProgrammier・

spr3chen)・ ・'

-Programm-undDialogsprachensowieihreUbersetzer'

一117一



(Entw「Cklungvcnbenutzorientierten.m6glichstmaschinen--Methodenzu了AnwendungderDatenverarbeitungim

unabh註ngigenProgrammiersprachenundUbersetzer,beson・P8dagogischenBereich

ders・ 和rdenDialogverkehr,derdieschrittweiseBehand|ung(ErforschungvonMethodenundVerfahrenderhformatik

vonAufgabenmitst加digerEingriffsrnOglich-keitdesBe・[einschlie81ichProgrammiersprachen]alsHiifsmitteldes

nutzerserlaubt)Lehrens.desLernens,derUnterrichtsforschungundder

_RechenorganisationundSchaltwerkeUnterrichtsorganisationimKontextderAusbildungan

:NeueSystemkonzepteundSystemkonfigurationen,Kom-Schulen、Hochschulensowieberufsbildendenlnstitutionen)

`nuハikationsproblemeinTeilnehmer・undVerbundsystemen,-BetriebswirtschaftlicheAnwenqungderDatenve胞7bei-

EntwurfautomatisierungbeiRechenanlagenundSchah・tung

、vsiken)(ForschungaufdemGebietderrechnerunterstOtZtenAn-

_Bef'iebssystem8wend卯gssystemgfOrbe廿iebswirtschaftlicheAufgaben;

(prOgxarnmsystemezurSteuerungdesBetriebsablaufesEfitwicklungvon6konornisChenM欲hodenzurUnterstOt・

inDalenverarbeitungsanlagennlitdemZieleinesoptimalenzungderEinsatzvorbereitungunddeSBetriebeSvon

ServicefOrdenBenutzerundeineroptimatenAusnutZungDatenverarbettungssyslerhen}

dereingesetztenBetriebsmitteり －Methoden乞urAnwendUh口derDatenverarbeitungin

_Sy☆emezurlnformationsverwa{tuagRechtund6W㎝tlicherV67W創 セung・:

(AllgermeineVerfahrenzurSpeicherungundBearbeitung{ForschungaufdenGebietenderrechnerunterstitZten
・stru』kturierterDatenbesttindeinDatenverarbeitungsanlagen

,Dokumentations・undinfo了mationssystemeimRechts-und

inもbesondereRegelnzurKennzeichnungundAnordnungStaatswesen,derrechnerunterstOtZtehRechtssetzung,

vo自DatenintechnischenSpeichern,daraufabgeStimmteRechtsanwendungundRechtskontrolleundderVer.wal-

AlgOrithmenfUrAufruf,Fortschreibung,L6schungundEr・tungsatitomation)

ganzvngvonDatendesBestandes.1{nplementierungvonBeidiesenGebietenhandelt6ssichumdieimRahmen

benvtzoTientiertenSprachenzurProgrammierungdiesθrdeszwθitenDatθnverarbeitungsprogrammstierBundes-

BeaγbeitungSvoTg目nge).regierunggef6rdertenFachgebietedesOberregiOnalen

_Vetfahren2urdigitalenVe陥rbeitungkontinuierlicherForschungsprogramms|nformatik .Fσ 了schungsgruppen.

Sigfi白|edieandiesen↑hemenarbelten.sindandenHochschuten

(Verarbeit四gzeitlichoderr5umlichvertinderiicherSignale・t註 晦 、digeinlnfomatik-Studiumahbiロen(vgl.Seite24).

durchdenRechner。insbesondereimZusammenhangmitWeiterelnformatikforschungsgruppen、dieinsbesondefe

derMdStererkennungundde了Uberwachungund、SteuθrungimBereichderAnwendungenderlnfoirnetikarbeiten。

physikalischeらchemischer.biologischerundtechfiischerfindensichineinig旬Universitaten、sowieeifierReihe

PrOzesSe.EntwicklungpassenderVerfahrenundElnrichtun・auBeruniversit6rerForschungss悟tten(vgl.S.36).

genzurWandlungundlnterpretationdiese【Signala)
-Rec'hnertechnologieZurEntwicklungderlnformatik

(Nur乏bermachungderaktuellenMδglichkeitenderBau-DieeigentUcheEnMicklungdeτ}nformatikbeganninder

eteMehte-TechnologieundGeratetechnikfOrdieWeite卜MittederdreitllgerJahr白di誌esJahfhm祠 飢smltden

eritW'icklungvonDV-Antagen.ErforschungundEntwick・ArbeW8"desdeUtsch帥|ng色nSeurSKohtedZuseΣumBau

kmgneuerTechnologienundKonstruktionenausdende玲rStenprogrammge訊euertenRechifrfmaschine(Z3),.

BedUrfnissenderDV-Systeme.VerfahrenzurAutomati-die1941fertiggestelltwar.undmitdehtheoretischen

si6TungderEntwicklungundFertigung)Uberlegungendeseng|is〔:henMathemS舐kersA.M.↑uring

'vAut研tsatisierungtechnischerProzessemitDigita|rech-ObefM6glichkettebundGrenzender官 桓 壱曽1耐 〕a了keitmit

n壱m.HilfevonautomalischenReChenmas百 佃 もn.Tr◎tzdemsollte

(直r}αSchungvonMethodenundVerfahrenzurAutomati-mansichdarOberimklarensein,d鵠dbWurzetnder

sierunqtechnischerProzesseimindustrieilenProdukti㎝s-lnfomatikweitindieGeistesgeschi(蒲ezurOt&r芭 杣en.

bereich[Ve↑ 匂hrens-undFertigung¶etホ 而k],imTratTSp研 いFundamentaleGrundbegriffederlnfoTrnatik,sNteder

undVerkehrsWesen,inderEnergieverteilung,derVeFBegriffdesmeChanischabねufendenPro2eSses,derBegriff

suchsfeld-undLaborarbeitundderHaustechnikdurchdeSAIgorithmus,dieldeemderform司e頂BeSchr村bung

digitaleProze8rechensysteme}(etWaderRe§ §㎞d的IOPtSetrenSc佃 ㎏Ik〕ns)undderKon- 、
-RechnerunterstUtZtesPlanen ,EntwerfenundKon-strOktibnkOrTgtll℃herS口Ta:.ftensowied研MechaW愉em㎎

str山erenangebtichgaiStigerTitigkeften(vvie(}asRe.cWm〕nr耐

(ErforschungderEinsatzm6glichkeitenvonDV-SystemenZ∂hlenoderdasUmformena匂et)TaischeTAu飼 誠 萄u情d

zurRationalisiervngderPlanungs-undEntwurfsprozessedieVersucheAutomatenzubauen,g翻 帥z.T.b徳a㎡des

inkomplexentechnischenSystemen,wiesieetwaimgriechischeAlt硫umzurOckundgewinnenseitde市Mlttet-

Bauwesen,imMaschinenbau,inderεnergie・undNach-alter,insbesonde了ewegenihrenengenBeziehungenzu

richlentechnikusw、auftreten.PraxisanalytischeUnter・ProblemenderMathematikundPhilosophieimmermehran

sudhu'ngqnderStrukturenundVerfahrensweisenbestehen-Bedeutung_einersterH6hepunktdieserEntwick!ungist

derBearbeitungsorganisationensollenzuAnstitzendasWerkvonJohannGottfriedLeibniz ,derausvierlei

fUrdieEntwick|ungundImp!ementierungvomechner-・GrUndenzudenβegrOndemderhformatikzurechnenist .

unterslUtztenBearbeitungsverfahrenfOhren)DenzweitenHδhepunktdieserEntvvicktungbildenUnte卜

－MethodenzurAnwendungderDatenverarbe"ungindersuchungenzudenGrundlagenderMarhematikundder

MedizinLogikamEndedesvorigenundindenerstenJahrendieses

(ErforschungvonGrundlagenundMethodenfOrAnwen-Jahrhunderts,dieeinerseitszurKlalungdesAlgorithrnen-

dungender|nformationsverarbeitunginderMedizin 。diebegriffsfUhrtenundandererseitszurAusbildungder

besondereg印atetechnlsche.programmiertechnischeoderanalytischenPhibsophieundihrerPhilosophie-und

systemorgamsatorlscheAnfo`derungenstellen)Sprachkritik(mandenkepndieNamenFrege,Russe|1,
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WittgensteinundCarnap},dieebenfallsengeBeziehungen

zurmodemenlnformatikhat.

WeitereWurzelnderlnfornlatiksindzusuchenvorallem

InderGeschichtederRechenmaschinentechnik-esgenOgt

hiernebenLeibnizanKepler.PascalundBabbagezuer-

innern-undinderGeschichtederNachrichten(山or-

tragungstechnikund-theorie-mandenkeandiever-

schiedenenMethodenderTelegraphieundandenMorse-

Code.

BedingtdurchdieKriegs-undinsbesonde'edurchdie

Nachkriegsereignissesetzteeinest6rkereEntwicklung

derlnformatikinDeμtschlanderstab1950ein-K.Zuse

hatzwarnochimKriegeseineZ4gebaut,diebis1955an

derETHZ口richrechnete,underhatsichschon1945

inteTTsivmitProgrammierungsproblemenbeschtiftigt(1948

erschienimArchivderMathematikBd.1.S、441-449ein

kurzerAufsatzZuseSUberdensogenannten.、 戸lankalk{罰",

derdieersteArbeitUberMethodendesaut(}TfiutiR.(汗1en

P`0駆nrmieTensdarstellt),aberestehlteinDeUtsChlan6

tib蘭 もpl|chkeiten,Rechenanla(jenzubauenundzuver-

N】endeh,Undesma∩gdteanM69tichkeitendesKontak!s

tn!tdernAuslencl.Ab、950vvurdenanrrte!irerendeulschen

Unbvetsit吾tenundTech向ischenHoc‡ 、schdle恥 てvorallem

Gもff;rtgen,MUnchen,Darmsladt)undvσn疏chiede籠n

Firr情wてZuse,Sta問ardElek↓rik/Lorenz,Siethens、 「re|e-

fUhk罷OReehenanlagehkonzipiertundgebautsowie

UAIetSu℃hungenOberdieProgrammierungvonRechnem

undihrem6glichenAnwendungendurchgefOhrt.

Get6rdertundgetrBgehvonMathematikern.日ektrotech-

nSkemu耐PhyslkernsetzteabMittederf口nfzigerJahre

eiWeve了 ☆5了kteVerwendungvonRechen加lageninUni-

v鵬 廿』6ten,Tec†inischenHochschulen.undFotschungs.

zenltenunddamltaucheineintensivere8eschaftigung

㎡tPtoblemenderlnformatikein.1958/59begamenver-

sehle6efneHochschu!en(Bonn,Darmstadt,Karlsruhe,

蘭-諭 泣 、MUnchen.SaeYbrOcken)damit、Mathematikernoder

El酷tr'ぴteehnikerneineZusatzausbildunginInformatikan-

zvbleteh:ab1967168existiertenregu巳reStudieng6nge

拍 目nformatikimRahmenderAusbitdunginMathematik

bzw.日ektrotechnikanmehrerenHochschulen.

DasletzigeKonzeptderlnformatik・ForschunganHoch-

schuten,festgelegtdurchdasimzweit師Datenverarbeト

知ngsprogrammderdeutschenBundesregierungvon1971

verankerte,,UberregionaleForschungsprogrammlnfoma・

tikヴ'soVviedasKorlzeptderlnformatik・ ・Ausbildungan

Hochschulen,feStgelegt .iRderRahmenordnungfOrdie

DiplomprOfungintnformatikvon1970.wurdengleich-

zeitigundmengerVerbindungzueinanderindenJahren

1968/69vonMathematikern,日ektrotechnikernundPhysi・

kernausdenintnformatik-Forschungund-Lehreaktiven

Universitat旬sowieausderlndustrieunterB.etei|igungder

GesellschaftfOrAngewandteMathematikundMechanik

(GAMM)sowiederNachrichtentechnischenGesel{schaft

(NTG)entwickeltGrundlagederUberlegungenwardie

Erkemtnis,daBdieEntwicklungimmerschnellerer.gr69erer

undvielseitigerDatenverarbeitungsanlagenindensechziger

JahrenzueinemdeutlichenROckstandinderKenntnisund

BeherrschungdieserAnlagendurchdenMenschengefOhrt

hat-einRUckstand,derauchheutenochvornehmlich

da加be☆eht.daBwirnichtOberVerfahrenzursystema・

tiS℃henErSteliungvonzuverlassigenProgralTMISyStemen

ve7f曲 口en,unddaB-inderPraxis .derDatenve了 杣e伐ungdie

ArTVvvntiungempi了ischerRegetndieVerwendungwissen・

sptiさ 郡dlfundiene了Methodenweit"bertrifft.Oie、das

lnformatik・StudiumbetreffendenOberlegungenwurdenin

densogenann!βnGAMM/NTG-Empfehtungen(vgl .Seite

21)niedergelegtundblldetendicGrundlagefOrdieRah・

menordnungfOrdieDiplomprUfunglnformatik(vgl.Seite

17)undfOrolleS加dieiipltinef口rlnformotikandeutsch6n

Unlversit欲en.Auchan .denheutigenFachhochschulen

WarenseitAnfangdersechzigerJahreBestrebungenim

Gange,lnformatik・Ausbildungsm6glichkeitenfUrFach-

hochschOlerzuschaffen,diedazufUhrten,da{Sab1966

zuerstinDortmund,Gummersbach.Furtwengenund・

PaderbornStudiengtinggfUrITIfσmlatiOfiSVe了 ヨ☆)百it{】ngein- .

gerichtetwurden;au8erdembegεmzudiesemZeitpunkt

aucheineRe}heweitererderheutigenFachhochschuten ,

ZusatzausbildungeninverschfedenenTeilbe了eichender'

|nf。rmatikundderDatenveravbeitungsteChnotogieanzu-

bieten.1969/70wurdevonetnerlくommtssionvonFach-

hochschuldozentenundW{sSehschaftlernausderWirt-

schattinNordrhein-WeStfat帥 θtnVoTschlagfOreinStudien-

modetHnforma!ikanFachhOthsfthuleneratもe}tet(vgl.

S.50).Dieserhatteabe了nichldieveieinheitlichendeWirkung

derGAMM/N穐 一覧rVspfeti!un{;en.Deshヨ{bundausorgani・

satσ 了lschenG了On6飢 撤dieVielfaltderimBereich-der

InfoTwtatik-DatenvertmStorngandenFachhochschulen

angetbotenenAUSb|{d卵g.sg目ngerechtg了o魯.
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§2DastnformatikStudiumandenUniversitaten

AtlりcmeineGesichtspunktez町Gestattungdes

Into`.matikstudiums

Dieg↓.otSeBedeutungderlnformatikfOrdiePraxisder

DatenveTarbeitungundderaugenblicklicheMangetan

DatenverarbeitungsfachkrtiftensolltenichtdazufOhren .

daslnformetikstud}umaSsreineBerufsausbildungzusehen、

d.h.nuralsM6glichkeiLschnelleinenlukrativenBerufzu

erlbmen.DenndasStudiumaneinerUniversitatistnicht

vornehmlichaufdenEτwerbberutsspezifischerKenntnisse

uhd .Fertigkeile'nausgerichtetGe了adeaufdensichschnel}

entwickelndenGeb|etenderln{ormatikundderDaten∨er-

erbeitungiSteswichtiger,datSdieStudenteneinebreite .

theoreがsch缶ndierteGrU.ndausbildungerhaltenunddie

MethodenwissenschaftlichenArbeitenserlernenundOben.

umauchnachAbschlu区desStudiumsmitderwissen-

schaftlichenEntwicklungSchritthaltenzuk6nnen,alsda8

siedirektanwendbaresWissenansammeln.dasnachkurzer

Zeitvefaltetist.EinesolidewissenschaftsbezogeneAus-

bitdungistgeradefOrdiespsterinderPraxisArbeitenden

derbesteSchutzgegenmdglicheArbeitsEesigkeitaufgrund

vonVerinderungendesT計igkeitsbereichesunddesBesufs・

bildesdeslnformatikers.desArbeitsmarktesoderder

.wirtschaftlichenLage .ZurZe誌undinnaherZukunftsind

dieBerufschancenfOrDiplominformatikersehrgut .

FolgendeTtitigkeitsbereichelassensichunterscheiden:

-lnderDatenverarbeitungsindustrie:Enrwickiungvon

Datenverarbeilungssys:emen(EntwurfvenDV-Anlagen ,

EntwurfundHe;stellungvenPrograrnmiersystemenfUr

BetriebundAnwendungvonDV-Anlagen) ,ArbeitimVe事

triebundManagement、 ＴtitigkeitalsAusbilder.

-BeimDV-Anwender:PflegeundWeiterentwicklungvon

Betriebssystemen,BeteitigunganSYstem-undEinsatZ-

planungsaufgaben,EntwicklungbenutzerspezifischerAn'

wendungsprogrammsysteme,TtitigkeitalsAusbilder .
-lnderForschung:MitwirkunganderWeiterentwicklung

vonDatenverarbeitungssystemenundvonneuenDaten-

veraFbeitungsverfahrensowieanderErschlie3ungneuer

AnwendungsgebietefUrRechner .

-lnderAusbi|dung:LehrearlUniversittiten
,Fachhoch-

schuten.PtidagogischenHochschuten.Gymnasien ,Fach-,

Berufs・undGewerbeschulen,Berufsbildungszentrenetc.

Pabelistzubeachten.dagderweitausgr6tSteBedarfan

lntormatikernimBereichderAnwendungsprogrammierung

,besteht.wobeiesSichzurZeitmeistumbetriebswirt-

schaftticheAufgabenhandelt-dieAnwendungderlnfor-

matikInder6ffentlichenVerwaltung,imRechtswesen,in

derMedizinundimBi[dungswesenwirdledochsehr

starkzunehmen.

DieStudiengangelnformatikandendeutschenUniver-

sttatenversuchena[IdemdadurchRechnungzutragen ,

da8sieeinebreiteAusbildunginlnformatik .ih了enmathe-

matischenundphysikalisch-elektrotechnischenGrund-

|agenundelnemAnwendungs・oderErganzungsfachvor-

sehen.

Fo∫mヨ 川stdasInformatikstudiumwiea[leStudiengange

納MathemetikoderdenNaturwissenschaftenandeutschen

Universit●tenaufgebaut:ESisteingeteiltinzweiStudien-

abschni"evonlevierSemesternMindeststudiendauer; .

derersteStudienabschnittwirddurchdieVordiplom-

prOfungbeendet,denAbschlu8desStudiumsbildetdie

DiplomprUfung.NtiheresdazufindetmaninderRahmen-

ordnungfOrdieDiplomprOfunginli)formatik(vg1.Seite17) ,

diedieallgemeinenGrundstitzeenthalt,nachdenendie

Pr(1fungsordnungendereinzelnenUniversitaten(inder

Rahmenordnung,,6rtlicheP'rUfungsordnungen"genannt)

abgefalStsind.

Dieinha|tlicheAusgestaltungderStudiengangeanden

einzelnenUniversitatenbasiertaufdenaufSeit621ff.ab-

gedrucktensogenannten,,GAMM/NTG'EmpfChtungeバ.

EinUniversitatswechselwtihrenddesStudiumsistdeshalb

ohnea}lzugro8eSchwierigkeitenm6glich(vonA叩assu㎎s-

problemenabgesehen);amgUnstigstenisteinWechSet

nachdemVordiptom(einal,einerdeutschenUnive雨t5t.

angelegtesVotdiplominlnformatikwirdvonjede'rantieren

Universitatautomatischvol|aneriくannt).
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§a.西 ド イ ツvabけ る 情 報 科 学(lnf・rmatik)の モ デ ル ・ カ リキ ュ ラ ム

Studienmode|IfUrdasFechlnforsnatik

Vorbernerkungeri・ 』

(1)Dieangegebenen.Semester-Wochensturtdenzahlen

(SWS)umfassenVorlesungenundUbungenbzw.Piaktika .

DieLehrveranstaltungenwerdenlmallgcmeineneinigeder

lewei!saufgefUhrtenThemenzusammenfassen.DieStun.

denzahlenstellennurgrobeRichtwertedar.Siesollendie

VerteilungderGewichteaufdieelnzelnenFachgebieteer-

kennenl∂ssen.・.

(2)DiesesMode‖isteirlMinimalplan,Derlnitiativedes
・Studierenden

,esdurchweitereVorlesungen,auchaus

anderenGebieten,zuergtinzen、istSpielraumgelassen.

Studienmodetl'

A.StudiumbiszumVordiplom .,

,(biszum4.Semester)

1.FormaleStrukturen:

隠然 羅1,、,6}12SW・ ・◆)
Relationen,Verb6nde,Boole'sche

Algebren

Graphen

Kombinatorik.・ ●)

2.AnatytischeStrukturenu!`d

numerischeMathematik:

Umgebungsbegrif「,Grenzwert、

Dif{erentiation,Funktionenr6ume,

lineareFunktionale,entegration,
`Li
neareDifferentialgleichungen

NumerischeMathematik

3.Physikalischeundelektrotechnische

Grundlagenderlnfomatlk

Festk6rperphysik(insbesondere

HalbleiterulldMagnetika)

日ektrodynamik

Schaltungstechnik"

4.GrundzUgedertnformatik

lnformationsbegriff,Codierung

GrundbegriffederProgrammierung、

Programmierung,ssprachen

maschinenorientierteSprachen

Schaltalgebra、Strukturund

OrganisationvonRechenanlaggn

Algorithmen,Berechenbarkeit

⑳

3SWS

12SWS""●)

・6SWS

11SWS

18SWS

62SWS")
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5.Erganzungsf谷cheroderN'cbenfach

EinVolumenvon18Semestel.wochenstunden,diejenach

denBedOrfnissenauchzurVersttirkungschonobenaufge-

f(ihrterGebieteherangezogenwerdenk6nnen.hsolchen

FtillensollvorlesungstechnischeineZusainmen|egunghicht

auSgeSChlOSSenSein.・

A|sNebenfachdenkbarsindu.a.diefoTgendenFacher:

Wirtschaftswissenschaften

Mathematik.

Elektrotechnik

Verfahrenstechnik

Biologie

Linguistik

PhYsik、

zudenenimLaufederZeitvielleichtanderetretenwerden.

,

、

B.・StudiumbiszumHauptdiplom(5.bis8.

lnformatik

Programmiersprachenl.

Datenstrukturen

undDatenorganlsation

Automatentheoriel'

FormaleSprachenl

Ubersetzerbau

Orga∫|isationdigitalerSystemel

Systemprogrammierungl

EntwurfundSimulation

vonSystemen

WahlfreiausKatalogA

Mathematik.
Wahlfreiaus:
Wahrscheinlichkeitsrechnung
MathematischeStatistik
StochastischeProzesse
Warteschlangentheorie
Wahlfreiaus:
AlgebraischeStrukturen
Algebraische(Kombinatorische)
Topelogie
MathematischeLogik
Seminar
Fortgeschrittenenpraktikum/
Studienarbeit

Semester)

24SWS

imGesamtumfang

von16Stunden

imGesamtumfang

von4Stunden

imGesamtumfang

von

4Stunden.

2Stunden

4Stunden
●

54Stunden

ErgtinzungsfticheroderNebenfach

EinVolumenvon18Semesterwochenstunden,fOrdasim

tibrigendieunterVordiplomgemachteBemerkunggilt.

Den6rtiichenUms恒ndenentsprechendmuBhierfUrein

Katalogaufgestelltwerden.

●

C,D .iplomarbeit(9.Semester)
DieDiplomarbeitsollinnerha!bvon6'Monatenangefertigt

werden.
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KatabgAり:Wahlvorle$ungenaushfo【moIik,

Theoretischelnformatik

Automatentheoriell

FormaleSprachenIl

Turing-MaschinenundBerechenba}'keit

Codierungstheorie

l.hformationstheorie

Systemorientiertelnformatik

Programmiersprachenll

Scha忙werkentwurf

OrganisationdigitalerSystemell

Systemprogrammierungll

DatenVerWaltUngSSySteme

KommunikationMensch-Maschine

DigitaleSpeicher

E/A-Ge拍te

Hybridrechner

DatenObertragung

Zuverlassigkeit,VerfUgbarkeit:undWartung

Anwendungs◎rientiert

fOrVerwaltmgundWirtschaft

BetrieblicheDatenerfassungund三Verarbeitung

Netzplantechnik'

Automat.Be|egverarbeitung.

Anwepdungsorientiertf凸rProze仏automatisierung

Proze鱈rechner

Systemplanung

Anwendungsorientiert .fUrNumerischeMathematik

NumerischeMathematikll『

Fehleranalysis

(注)

GAMM (DerFachausschuss

Info㎝ationsverarbeitungder

GesellschaltfUrAnqewandte

MathematikulldMechanikお ・よ.び

NTG(DerFachausschuss』6

derNachrichtentechni'schen

Gesellschaltの 勧 告 (1968/69)
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§4'IRIAの 情 報 科学 カ リキ ュ ラムの 例

1

2

3

4

5

6

7

n◎

9

10

11

12

13

14

15

16

71
.
～

Th60riedesautopaatesfinisetlangages'formels. ......

Compilation........................., ......,包.

APL..`'..........t',..,......,.∴.. 唆..........二

Programmationstructur6e____.._.._..

Reconnaissap,cedesfortnes.__.._`._.._..

lntr◎ductiollbl'ansl、'sestatistiquedesdonn6esmu事

tidirnensionnelles..`...、........................

Systさmes白partagedesress◎urces:principedeconcep・

tlα1_.........._............_.._...... ...

Analyseetsynth白sedessYs己;Resd'explbitation __.

M6thodes
,d'6va!uationdespe㎡ormancesdessystさmes

i・f・ ・matiq… … … … … … … … … ∵ ・…
.-

BasesdedOfirte・es...,........,,........ .........

Documentationautomatique_._..._._.....

Portabilit6parmacroprocesseursd6crivantdesmachines

abstraites..............、..,..................`.
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§5東 京 大 学 工 学 部 都 市 工 学 科

水 理 学B第 二

同 第 三

都 市 解 析 第 一

同 筆 二

部 市 交 通 計 画 第 二

都 市 計 画 第 二

部 市 空 間 の 構 成

住 宅 問 題

近代 日本の都 市計画 史

レクリェーション 計 画

緑 地 学 概.論

宅 地 造 成

都 市 防 災 論

水 質 学 第 一

同 第 二

水 処 理 学 第 一

同 第 二

同 第 三

水 質 汚 濁 論

都 市 用 排 水 施 設

環 境 衛 生

国 土 及 地 方 計 画

都市工学 演習A第 一

同A第 二

同A第 三

同B第 一

同B第 二

同B第 三

都 市 工 学 論 講 第 一

同 第 二

同 第 三

同 第 四

衛 生工学実験演習第一

同 第二
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§6東 京 大 学 工 学 部 計 数 工 学 科

幾 何 数 理 工 学

解 析 数 理 工 学

代 数 数 理 工 学

算 法 数 理 工 学

計 算 機 械

制 御 機 器 学

最 適 計 画 論

測 定 汎 論 第 二

自 動 機 械 論

数理 工学特論 第 四

同 第 五

同 第 六

工 業 計 測

応 用 空 間 論

回 路 学 第 二

統 計 解 析

動 的 シ ス テ ム 論

生 体 情 報 工 学

一 般 回 路 論

計 算 機 械 設 計

制 御 論 第 二

認 識 機 械 論

画 像 処 理 論

シミュレーション 工 学

計 数 工 学 特 別 講 義

計 数 工 学 輪 講 第 二

数 理 工 学 演 習 第 二

計 測 工 学 演 習 第 一

同 第 二

計 数 工 学 輪 講 第 一

数 理 エ 学 演 習 第 一

へ

計 数 工 学 製 図

計 数 工学計画及工作

数 理 工 学 実 験 第 一

同 第 二

計 測 工 学 実 験 第 一

同 第 二

計 数 工 学 実 地 演 習
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§7東 京 工 大 社 会 工 学 課 程

1.社 会工 学 課 程 は、 人 間社 会 生 活環 境 の改 善 と向上 を 目的 と した 開発 に関

連 す る分 野 で 活 躍 す る 技術 者、 研究 者 お よび教 育 者 を養 成 す る ことを 目的

とす る。 そ の た めに 、 こ の課 程 の履 修 者 は、 工 学 と関 連 社 会学 との総 合 の

上 にた っ新 しい 型 の 技 術 者 と して、 社会生 活 環境 の開 発 を計 画 立案 し、 実

施 す る能 力 を もつ こ とが期 待 され る。

卒業 後 は 各 種 公 共 機 関 及 び民 間 団体 企業 等 に お いて 社 会 ・経 済 の各 方 面

の開 発 整 備 や、 地 域 計 画、 都 市 計 画、 交通 計 画 な どの 諸 分 野 には ば ひ ろ く

従 事 す る こ とに な ろ う。

2.社 会 工学 は 広 汎 な 分野 を扱 うた め、 学 科 単 独 で完 成 され た課 程 を もつ こ

とは適 切 で な い と思 わ れ る ので、 各 自の進 路 に応 じつ つ隣 接 諸 学科 の科 ぼ

を履 修 して ゆ く こ とが 推 奨 さ れ る。 選択 対 象 を広 くす る とい う意 味か ら、

あ えて そ れ ら他 学 科 の科 目 を 下記 履修 課程 に入 れ な か った。

3.卒 業 研 究 申請 の資 格 と して要 望 され る こ とは 、 次 の とk・bで ある。

(1)6学 期 以 上 在 学 す る こと。

〔2)付 表 中 の◎ 印 の科 目か ら13単 位以 上 、 ○ 印 の科 目か ら36単 位 以上 、

履 修 し得 る見 込 み の あ る こと。 と くに◎ 印 につ い て は学 期 の進 行 に した

が っ て、 順 序 よ く履 修 す る ことが望 ま しい。

4.社 会 エ学 課程 の 卒 業 資格 を得 る た めに要 望 され る修得 単 位 数 は 次 の とお

りで あ る。

{1)◎ 印15単 位以 上

○ 印40単 位以 上

(2)合 計76単 位 以 上(卒 業 研究 を含 む)
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付 表

第3学 期 第4学 期

○ 社 会 構 造 論2-0}0 ○経 済 学 原 理2-0-0

○ 計 画 数 理 第 一2-0-0 ○ 経 済 開 発2-0-0

○ 社 会 システ ム工 学2-0-0 ○ 都 市 計 画 第 一2-0-0

○都 市 計 画 史2-0-0 ○地 区 設 計 第 二2-0-0

○地 区 設 計 第 一2-0-0 ○社 会 調 査2-0-0

◎ 社 会工 学 演習 第 一1-1-0 ◎社 会工学演習第二1-1-0

◎社 会 工 学 製 図0-0-1 ◎ 社 会 工 学 設 計 製 図第 一 〇-o-2

○統 計 学 概 論 第 一2-0-0 ○ 統 計 学 概 論 第 二2-0-0

工 業 力 学 お よび演 習2-1-0

基礎 工 業 数学 第 一2-0-0

第5学 期 第6学 期

○ 社会 シス テ ム分析 第 一2-o-o ○ 社 会 システム分析 第二2-0-0

○計 画 数 理 第 二2-0-0 ○ 社 会 動 態 論2-0-0

○ 産 業 計 画 第 一2-0-0 ○ 経 済 計 画2-0-0

○ 都 市 計 画 第 二2-0-0 ○ 産 業 計 画 第 二2-0-0

,○ 都 市 計 画 第 三2-0-0 ○計 量 経 済 学2-0-0

○ 宅 地 造 成 工 学2-0-0 ○地 区 設 計 第 三2-0-0

◎ 社 会エ 学 演 習第 三1-1-0 ◎ 社 会工学演 習第 四1-1-0

◎ 社 会工 学 設 計 製 図 第 二 〇-0-2 ◎ 社 会 工 学 設計 製 図 第 三 〇-0-2

○ 社 会工 学 実験 第 一 〇-0-1 ○ 社 会 工 学 実験 第 二 〇-0-1

○ 資 源 計 画2-0-0 ○ 計 量 計 画2-0-0

○ 確 率 過 程 論 第 一2-0-0 ○ 交 通 計 画2-0-0

○ 確 率 過程 論 第 一 演 習0-1-0 ○ 自 動 制 御4-0-0

,' ○確 率 過 程 論 第 二2-0-0

第7学 期 第8学 期

○ 都 市 設 計2-0-0 オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・1-1-0

○ 社 会エ学 実験 第 三 〇-0-2 リ サ ー チ

○社 会 工 学 実 習0-0-1 卒 業 研 究7

○ 災 害 公 害 論2-0-0

○ 公 共 シ ス テ ム2-0-0

◎社 会工学演習第 五2-1-0

◎ 社 会 工学 設 計製 図 第 四 〇-0-3

建 築 環 境 工学 実 験1-0-1

産 業 経 済 学2-0-0

工 場 計 画2-0-0

卒 業 研 究1
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§8東 京 工 大 情 報 科 学 課 程

1.情 報 科学 課程 は、 将 来 主 と して 情 報科 学 の研 究 者、 教育 者 お よび情 報 技

術 者 と して活 躍 し よ う とす る者 を養成 す る こ とを 目的 と し、 そ の いず れ に

も適 す る よ うに 課程 を組 ん で あ る。

情報 科 学 は全 く新 しい 分野 で あ っ て、 理 学 や 工学 な どの諸 分野 に も密 接

に関 連 し、 専 攻 す る対 象 に よ って、 更 に周辺 分 野 の学 習 研 究 が必 要 とな る

が、 この課 程 は そ の基 礎 と して役 立 っ こと を 目i指して い る。

2.情 報 科学 課 程 の 標 準 科 目を付 表 に掲 げ る。 た だ し、 第7学 期 以 降 に つ い

て は若干 の変 更 は あ り得 る。

④ ◎ 印 の科 目は最 も基 本 的 な科 目で あ る。

(ロ)○ 印 の科 目は特 に推 奨 す る科 目で あ り、 この うち より 自己 の希 望 す る

専攻 分 野 を考 え て 卒 業 ま で に少 な くと も35単 位 を選択 履 修 す る こ と が

望 ま しい。

3.第6学 期 ま で に学 習 が 不十 分 で、 次 の い ずれ か に あて は ま る場 合 に は 、

卒 業研 究 の履 修 は原 則 と して許 可 さ れ な い。

(イ)第3～6学 期 の◎ 印の 科 目中 に不 合格 の もの があ る とき

(n)○ 印 の科 目 の修 得 単 位 が合 計30単 位 に達 しない とき

4.第8学 期 の修 了 に 際 して、 次 の い ず れ か に あ て は ま る と きは情 報 科 学 課

程 を履 修 した もの と は認 め ら れ な い。

㈹ ◎ 印 の科 目中 に 不 合格 の もの が あ る と き

(ロ)○ 印 の科 目の修 得 単 位 数 が合 計30単 位 に 達 しな い と き

←う 専 門教 育 科 目の総 修得 単位 数 が70単 位 に 満 た ない とき
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付 表

'

第3学 期 第4学 期

◎ 情 報 数 学 第 一4-1-0 ○情 報 数 学 第 二4-1-0

◎ 計 算 機 実 験0-0-1 ○確 率 と 統 計 第 二2-1-0

○ 確 率 と 統 計 第 一2-1-0 ○ 数 値 解 析 第 一2-o-o

○ 計 算 機2-0-0 ○ プログラム 言語 第二2-0-0

○ プログ ラ ム言語第一2-1-0 ◎ 情 報 科 学 演 習第 一 〇-2-0

解 析 概 論 第 一2-1-0 ◎ 情 報 科 学 実験 第 一 〇-0-1

解 析 概 論 第 二2-1-0

第5学 期 第6学 期

○ 情 報 数 学 第 三2-1-0 ○ 情 報 理 論2-1-o

○ 組 合 せ 理 論2-1-0 ○ システ ム プ ロ グ ラム2-0-0

○ 計 画 数 学 第 一2-1-0 ○計 画 数 学 第 二2-1-0

数 値 解 析 第 二2-0-0 ○ オ ー ト マ ト ン2-1-0

○ 情 報 構 造2-0-0 コ ン パ イ ラ ー2-0-0

◎ 情 報 科 学 演 習 第 二 〇-2-0 ○ 情 報 科 学 演 習 第 三 〇-2-0

◎ 情 報 科 学 実験 第 二 〇-0-2 ○情 報 科 学 実験 第 三 〇-0-2

第7学 期 第8学 期

パ タ ー ン 認 識2-0-0 情報 科学特 別講義第二2-0-0

人 口 矢口 旨旨2-0-0 ◎ 情 報 科学 コロキウム第二 〇-1-0

形 式 言 語 学2-0-0 卒 業 研 究4

情 報 科 学 特 別 講 義 第 一2-0-0

◎ 情 報 科 学 コロキウム 第 一 〇-1-0

卒 業 研 究4
、

畠
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§9東 京 工 大 大 学 院 社 会 工 学 専 攻

本 専攻 に お い て社 会 工学 に関 す る さ らに 高 度 の 研究 者、 教 育 者、 技 術 者 の

育成 を 目的 とす る もの で あ る。

こ こに 示 した授 業 科 目は社 会工 学 専攻 の もの で あ るが、 総 合 工 学 と しての

性格 上 、 数 学 、情 報 科 学 、 自動制 御 、 建築 学 、 土 木 工学 、 経営 等 関 連科 目を

聴 講 す る こ とが望 ま しい。 各 自希 望 す る専 門 分 野 に応 じ指 導教 官 と十 分 相 談

の うえ、 履 修 計 画 を た て られ た い。

授 業 科 目 単 位 授 業 科 目
.

単 位

経 済 シ ス テ ム 分 析 2-0-0 ○社会エ学 特別演習第一
.

0-1-0

社 会 シ ス テ ム 時 論 2-0-0 ○同 第二 0-1-0

土 地 利 用 計 画 論 2-0-0

1

0同 第三
'
0-1-0

住 宅 地 計 画 特 論 2-0-0 ○ 同 第 四 0-1-0

計 画 理 論 2-0-0
巨 社会工学輪講 第一 0-1-0

都 市 シ ス テ ム 解 析 2-0-0 ○ 同 第二 0-1-0

産 業 計 画 特 論 2-0-0

1

0同 第三 0-1-0

研 究 開 発 シス テ ム 論 2-0-0

.

○ 同 第 四 0-1-0

資 源 論 2-0-0 ○社 会 工 学 講 究 第一 2

交 通 計 画 特 論 2-0-0

.

○同 第二
`

2

景 観 工 学 論 2-0-0 ○同 第三
.

2

タ ー ミ ナ ル 計 画 論 2-0-0 ○同 第四 2

科 学 史 特 論 2-0-0

.

○同 第五
.

2

土 地 経 済 学 2-0-0 ○同 第六 2

政 策 決 定 論 2-0-0 社 会エ学特別講義第_
1

1～2

科 学 基 礎 論 2-0-0 同 第 二 1～2

行 動 、科 学 理 論 2-0-0 同 第 三
1

1～2

文 化 人 類 学 特 論 2-0-0 同 第 四 1～2

行 政 特 論 2-0-0 同 第 五
.

1～2

同 第 六 1～2

(注)1)○ 印 を付 した授 業 科 目は 必 ず 履 修 しなけれ ば な らな い。

2)① 、 ② 、 ③ は 履 修 年 次 を示 す 。

一131一



§10東 京 工大 大 学 院 社 会開 発 工 学 専 攻

本 専攻 は 、 社会 開 発 エ学 、 す な わち 社 会 環 境 の整 備 ・保 全 の た め に必 要 な

開 発 計 画 、 環 境 工学 、 防 災工 学 に関 す る研究 者 お よび 技 術 者 の 育 成 を 目的 と

す る。

本 専 攻 の学 習課 程 は3系 列 に分 け て設 定 さ れ て お り、 備 考欄 中 のAは 社 会

開 発 計画 系 列、Bは 環 境 工学 系 列 、Cは 防 災 工学 系 列 の授 業 科 目 で あ る こ と

を示 して い る。 諸 君 は各 自の 志 望 に よって い ずれ か の系 列 を主 として履 修 す

る こ とに な る。

しか し、 各系 列 は相 互 に深 く関係 す る もの であ るか ら、 修士 課 程 に おい て

は、 そ の他 の系 列 の授 業 科 自 の履 修 も重 要 であb、6単 位 程 度 を取 得 す る こ

とが 望 まれ る。

履 修 計 画 を た て るに あた って は、 指導 教 官 とよ く相談 して選 択 す る こ と。

'

,

授 業 科 目 単 位 授 業 科 目 単 位

●

禽

建築計画学特 論 第 一 2-0-0 地域冷暖房 施設計 画 2-0-0

同 第二 2-0-0

.

地 震 動 災 害 2-0-0

都 市 計 画 特 論 2-0-0

.

地 震 動 災 害 演 習 0-1--0

住 宅 地 計 画 特 論 2-0-0

.

地 盤 災 害 第 一 2-0-0

資 源 論 2-0-0 地 盤 災 害 第 一 演 習 0-1-0

景 観 工 学 論 2-0-0 地 盤 災 害 第 二 2-0-0

都 市 シ ス テ ム 解 析 2-0-0 耐 風 構 造 2-0-0

土 地 利 用 計 画 論 2-0-0
1

耐 震 学 特 論 2-1-0

交 通 計 画 特 論 2-0-0 ラ ン ダ ム 振 動 論 2-0-0

建築 設計特別製 図第 一 0-0-2
.

波 の 力 学 2-0-0

流 体 汚 染 2-0-0 ◎地 域 設計特 別 製 図 0-0-2

交 通 環 境 特 論 2-0-0

1

◎社会開発エ学特別実験
水 資 源 工 学 2-0-0 第 一 0-0-1

地 域 環 境 設 備 2-0-0 ◎ 同 第二 0-0-1

公害 防止 工 学 第 一 2-0-0 ◎ 同 第三 0-0-1

同 第二 2-0-0
1

◎ 同 第 四 0-0-1

人 間環境工学特 論第 一 2-0-0

1

0社 会開発 工学輪講第 一 0-1-0

音 響 環 境 工 学 特 論 2-1-0

`

○ 同 第二 0-1-0
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§11大 蔵 省 昭 和49年 度 科 学 的 財 務 管 理

中 堅 職 員 研 修 カ リキ ュ ラ ム

科 目 単位数 時間数 科 目 単位数 時間数

経 済 原 論 (2}10 30

1

費 用 効 果 分 析
1

2 6

厚 生 経 済 学 4 12 財 務 行 政 論 6 18

財 政 学 4 12 行 政 管 理 論
.

公 共 経 済 学 3 9 経 済 計 画 論 2 6

経 済 政 策 4 12 政 策 科 学 1 3

産 業 組 織 論 4 12

`

国 民 所 得 統 計 (214 15

経 済 シ ス テ ム 論 4 12 金 融 統 計 (1)

数 学 10 30

1

物 価 統 計
.

{1}

統 計 学 10 30 社 会 調 査 5 15

計 量 経 済 学 15 39 電 算 機 研 修 8 249

シ ス テ ム 分 析 論 (2}4 12 ケ ース ・スタディ紹 介 8 24[

OR概 論 10 30

,

ケース ・スタディ作 成

.

45 135

多 変 量 解 析 10 30 研 修 旅 行
1

6 18

シ ス ァ ム ・

ダ イナ ミックス 概 論
6 12 そ の 他

1

16 48

確 率 過 程 論 2 6 計 203 609
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§12通 産 省 シ ス テ ム 分 析 研 修

(1)導 入(7)

通 産行 政 と シス テ ム分析1回

SA(シ ■ テ ム分析 概 論)2

② 基礎 数学6

・(3}技 法

計 量 経 済 学6

0R(オ ペ レーシ ョンズ ・リサ一一.チ)6

SE(シ ステム ・エン ジニ ア リング)1

(4)評 価

PPBS

}3

費 用 便 益 分 析

TA(テ クノロジー ・アセスメン ト)1

◎ 補 習1.5

{5}基 礎 概 念

問 題 発 見 手 法2.5

社 会 工 学1

一 般 シ ス テ ム論2

情 報 理 論1

産 業 エ コ ロ ジ ー1

(6)ケ ースス タデ ィ(2ケ ー ス)2

(8}

演 習

社 会 工 学2回

SE2

そ の 他1.5

そ の 他

経 験 談1

討 論 会1.5

0Rの 手 順 にっいて1

計51
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§13建 設 省 シ ス テ ム 分 析 研 修

課 題 講義時間数 課 題 講義時間数

経 済 原 論 3時 多 変 量 解 析 30時

〃 27
システ ム ・

ダイナ ミックス概 論
.

18

財 政 学 12 確 率 過 程 論 6

公 共 経 済 学 9 社 会 システム分析 論 6

経 済 政 策 12

.

財 務 行 政 論 9

産 業 組 織 論 12

.

行 政 管 理 論 9

数 学 30 政 策 科 学
.

3

統 計 学 30 国 民 所 得 統 計 6

計 量 経 済 学 33

1

金 融 統 計
.

3

産 業 連 関 論 12 物 価 統 計
1

3

シ ステ ム分 析概 論, 6 社 会 調 査 15

〃 3
'

.

ケース ・スタディ紹 介

・

24

〃 3 ケ ース ・スタディ作 成 135

『 ・ 一,

OR概 論

}30

.

〃

1
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§14運 輸 省 ・ シ ス テ ム 分 析 研 修

科 目 単 位 数

(1単 位:3時 間)

数 学 概 論 4

確 率 論 3

計 量 経 済 学 4

近 代 経 済 概 論 4

経 済 計 画 論 1

社 会 調 査 論 1

要 因 分 析 1

シ ス テ ム 論 1

情 報 理 論 3

L.P. 3

D.P. 3

待 ち 行 列 3

交 通 計 画 モ デ ル 論 3

PPBS概 論 1

〃 公 共 投 資 モ デル 1

〃 都 市 公 害 モ デル 1

〃 大 規 模 開 発 プロジェク ト 1

ル アーバン ・ダイナ ミックス

及 び 分 析 室 の 分 析 紹 介1

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 0.5
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§15日 科 技 連 研 究 院 ・総 合 工 学 コ ー ス

〔目 的 〕

1.〔 対 象 〕 企 業 に お け る企 画、 調 査、 研 究 、 開発 、 設 計、 生 産 、 管理 な

どの技 術 機 能 で3年 以 上 の経 験 を有 す るエ ン ジニ アに

2.〔 技 術 の3要 素 〕 従 来 の理 工 学 体 系 を離 れ て、 「材 料 」 「エ ネル ギ ーj

「情 報 」 の技 術 を構成 す る基 本 的要 素 に よる新 しい視 座 とそ の本 質、 機 能、

体 系 な ど基 礎 知 識 を体 得 し

3.〔 基 本 的 資質 〕 すべ て の科 学 技 術 を この基 本 的要 素 に 分解 し、 これ を

組立 て、 また 目的 に応 じて これ を使 用 す る こ との で きる資 質 を具 え る。

4.〔 新 時代 の エ ン ジニ ア 〕 ま す ます 加速 度 的 に進 歩 、 拡 大 す る技 術 を利

用 し、 ま た 開発 す る こ とを可 能 とす る技 術革 新 下 の新 しい 時 代 の エ ン ジニ

アを育 成 す る こ とを 目的 とす る。

〔定 員 〕

準 備 コ ー ス:各 科 目60名

基 礎 コ ー ス:60名

研 究 コ ー ス:各 科 目30名

〔基 礎 コ ース講 義 概 要 〕

〔M〕 材料 工学98時 間

〔E〕 工業 とエ ネル ギ ー論42時 間

〔1〕 情 報 学140時 間

1基 礎 … …1物 質 、E、 情 報2,記 号 と情 報3.情 報 の物 理

4.情 報 の 利 用5.情 報 と3C

皿 情 報 処 理(通 信論)… …L情 報理 論2.符 号理 論3.信 号処 理 論
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4.情 報 伝 送 論

皿 オ ー トマ ト ン(計 算 機 論)… …1.論 理 数 学2.回 路 論

3.有 限 オ ー トマ ト ン4TuringMachine5.計 算 機 基 礎

W情 報 の 利 用(制 御 論)… …1.序 論2.計 画 数 学3.制 御 論

4.認 識 論

Vシ ス テ ム … …1.情 報 と シ ス テ ム2.シ ス テ ム の モ デ ル と手 法

3.統 計 的 シ ス テ ム の 構 成4.シ ミ ュ レ ー シ ョン

●

●
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§16情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー ・シ ス テ ム ・

エ ン ジ ニ ア ー ・ コ ー ス

● カ リキ ュ ラ ムの 構 造 ()内 は単 元 数 で1単 元 は3時 間

必'須(85)

ハ ー ドウエア040S(7)

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 法(4)プ ロ グ ラ ミ ン グ 言語(7)

センター設置 の計 算 機 使 用法 田 シ ステ ムの開 発 と管 理00

コン ピュータ ・システ ム の 評 価 〔3}情 報 シ ス テ ム の 実 例(3)

システム概論 ⑤ 通 商産業 政策(1)

経営情報論 ⑤ 特別講義(3)

標 準 化(1)見 学(4)

コン トロール ・システム ② 開 講 式 ・オ リエンテーシ ョン ②

デ ータ ・ベ ース とデ ータ ・ベ ース ・マネジメン ト(4)発 表 会 ・終 了 式{3}

フ ァイル ・システム(6}

,1
1

1
B-1選 択 〔35〕 B-2選 択 〔35〕

数値計算法(6) 情報処理概論(6}

統計解析(7) 情 報処理 のための

シ ミ ュ レ ー シ ョン(5} 基礎数学 とその応用 ⑳

経営科学 ⑰

ll
I

ll
S選 択 〔30〕 P選 択 〔30〕

システム の 開 発 と 管 理 ケ ース ・ス タデ ィ ㈹ シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム{6)

システムの 計画 と評 価{5} コンパイラの技法 ⑥

評価 ・計画 に関す る技法(5)
プログラム設計{8)

オンライン ・システ ム の 評 価 ・演 習(3)
分類技法 ②

言 語 と オ ー トマ トン ②
アプリケーション と各 種入 出力装 置 ②

図形処理 ②

通 信 制 御 と オ ンライン ・
プログラム(4)

1 1
1

1課 題研究 (・・)1
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講座 の進 め方

講座 は毎 週 月曜 日か ら金曜 日 ま で、 全 部 で200単 元 受 講 す る。 時 間編 成

は1日 を午 前 と午 後 に分 け、 各3時 間 を1単 元 とす る。

習 得 単元 数200単 元 の内 訳 は

必須 科 目8'5単 元

B-1、B-2選 択 科 目35単 元

S、P選 択 科 目30単 元

課題 研 究50単 元

計 200単 元

～

で あ る。

● 講義 題 目一 覧 数字 は 単 元 数 を示 す(1単 元 は3時 間)

必 須 〔85〕(※ 印 はい ず れ か の 言語 を選 択)

コミュニケーション技法

ハ ー ドウエ ア

ハ ー ドウ エア基礎 論

計 算 機 アニキテクチャとシステム構 成

コン ピュ ー タ ・シ ステ ムの 評価

セ ン タ ー設置 の計 算 機 の特 徴 と使 用 法

OS

プ・グラミング言 語(COBOL/FORTRAN)

シス テ ムの 開発 と管 理

シ ステ ム開 発 の 方 法

シ ステ ム管理 の 方法

虹
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経 営 情 報 論B-2選 択 〔35〕

フ ァ イ ル.シ ス テ ム 情 報 処 理 概論

シス テム概 論 情報処理 のための基礎数学 とそ の応用

デ ータ ・ベ ース とデータ ・ベースマネジメ ン ト

標 準 化S選 択 〔30〕

コ ン ト　 ル'シ ステ ム システム の開 発 と管理 ケース ひ デ・

特 別 講 義 シス テ ムの計 画 と評 価

情 報 シス テ ムの 実 例 コ ン ピュ ータ利用 計 画

見 学 プ ・ ジェ ク ト管 理

通 商 産業 政 策 評 価 ・計 画 に関 す る技法

酷 式オ リエンテ.∴ ンKJ法

発 表 会 ・終 了 式PPBS

オ ン ライン・システムの 評価 演 習

B-1選 択 〔35〕 アプリケーションと各種 入 出力装 置

数 値 計 算 法

統 計 解 析P選 択 〔30〕

確率 ボ統 計 シス テ ム ・プ ログ ラ ム

回帰 分析 と時 系 列 分析 コ ン パ イ ラの技 法

シ ミ ュ レ ー シ ョン コ ンパ イ ラの 構造

経 営 科学 コンパ イ ラの作成 法

線 形 計 画 法 プ ログ ラ ム設計

最 適 化 法 プ 。グ ラム構 造 論

モ デ ル各 論 ソフ トウエ ア開 発 工 程

ネ ッ トワー ク分 析. プ ログ ラ ムの 試験

順 序 づ け 問題
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ドキ ュ メ ン テ.一 シ ョ ン

ス トラ ク チ ュ ア ド ・プ ロ グ ラ ミ ン グ

、プ ログ ラ ム 開 発 管 理1-

分 類 技 法

言 語 と オ ー トマ ト ン

図 形 処 理

・通 信 制 御 と オ ン ラ イ ン ・プ ロ グ ラ ム

●

…

噂

`

`
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この報 告 書は、 日本 自転車振 興会の 機械 工業 振興

資金 に よる補 助金 の交付 を うけ て実 施 した 「昭和49

年 度 情 報 処 理 教 育 に 関す る調査 研 究等補助事 業」 の

一環 と して作成 した ものです。t
う

ピ

c
㍉

こ

禁 無 断 転 載

財 団 法 人

▽105

情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー

東 京 都 港 区 浜松 町2丁 目4番1号

(世 界 貿 易 セ ン ター ビル7階)

(435)6511(代)
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返 却 期 限 票

最 後にある日付が あなた の返却期 限です。

遅 れないように期限内 に返却 しま しょう。

続 いて借 りたい ときは届 け出て ください。
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